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第２次伊賀市総合計画
　　第３次計画を策定しています

特集

広報広報

今月の表紙は11月からオープンしたNIPPONIA HOTEL伊賀上野 城下町とスタッフの皆さん。

掲載している催しは新型コロナウイルス感染症の影響により中止・延期する場合があります。
催しなどに参加するときは、マスクの着用など感染予防を行いましょう。

今月の納税
●納期限　12月25日 （金）
納期限内に納めましょう
固定資産税（３期）
国民健康保険税（６期）

2020 年（令和２年）12月１日　発行／伊賀市　編集／企画振興部広聴情報課
〒518-8501　伊賀市四十九町 3184番地
☎ 0595-22-9636　℻   0595-22-9617　htt㎰ ://www.city.iga.lg.jp

○総数　89,897 人　○世帯数　40,591 世帯
○男　44,162 人　　○女　45,735 人

伊賀市の人口・世帯数
令和２年 10月 31日現在

広報いがをスマホでチェック

12 月の二次救急実施病院
≪実施時間帯≫　平日：午後 5時～翌日午前 8時 45分
土・日・祝日・年末：午前 8時 45分～翌日午前 8時 45分
≪実施時間帯（岡波総合病院）≫
月曜日：午後５時～翌日午前９時　水曜日：午後５時～翌日
午前８時45分　日曜日：午前９時～翌日午前８時45分
※月・水曜日が祝日・年末の場合、午前 9 時～翌日午前 8時 45分
二次救急（重症）の人が対象です。
救急車での搬送限定ではありませんが、必ず受診前に連
絡が必要です。
　上野総合市民病院（☎ 24-1111）
　名張市立病院（☎ 61-1100）
　岡波総合病院（☎ 21-3135）

◉各病院の受け入れ体制

　　　　　　　ユニバーサルデザイン（UD）の考えに
基づいた見やすいデザインの文字を採用しています。

　今回は「三重とこわか
国体」弓道に出場が期待
されている、㈱安永の小
阪純星選手にお話を聞き
ました。

Ｑ . 弓道を始めたきっか
　　けを教えてください。

（小阪）　　中学生まではサッカーをしていました
が、高校生の時、弓道をしている兄に誘わ
れたことがきっかけです。

Ｑ . 弓道をしていて一番楽しかったことや嬉しかった
ことを教えてください。

（小阪）　　弓道の見どころは１本の的中をめぐる接
戦時の緊張感です。試合で勝つか負けるか
ギリギリの時は楽しくなりますね。また、
試合で初めて皆中（四射中、四射とも的に
命中）した時は嬉しかったです。

Ｑ . これまでの国体に参加された印象を教えてくだ
さい。

（小阪）　　普段は全国クラスの試合がほとんどない
ので、各地区の予選を勝ち抜いてきた強い
選手と対戦できて楽しかったです。

Ｑ . 「三重とこわか国体」への思いを教えてください。
（小阪）　　今年は３月頃から試合がなくなったの

で、モチベーションを下げないようにする
のが大変でした。

　　　　　来年は三重県で国体が開催されるので、
三重県代表に選出されて総合優勝をめざし
たいです。

～三重とこわか国体をもっと知ろう～

vol.15

◉伊賀市応急診療所（一次救急）【診療科目】　一般診療・小児科
【所在地】　上野桑町 1615　☎ 22-9990　【診療時間】　月～土曜日：午後８時～ 11時
　日曜日・祝日：午前９時～正午・午後２時～５時・午後８時～ 11時
※受付は、診療終了時刻の 30分前までにお願いします。外来患者の密集を避けるため、
駐車場に受付を設置しています。マスクを着用してお越しください。

※救急車利用の場合の帰りの手段は各自で手配してください。

◉伊賀市救急・
　健康相談ダイヤル 24
☎ 0120-4199-22
※通話料・相談料は無料です。

◆受診可能な医療機関は、救急医療情報センター（☎ 059-229-1199）へお問い合わせください。

日 月 火 水 木 金 土
１
　名張

２
　岡波

３
　名張

４
　上野

５
　名張

６
　名張

７
　岡波

８
　上野

９
　岡波

10
　名張

11
　上野

12
　上野

13
　岡波

14
　岡波

15　
　名張

16
　岡波

17
　名張

18
　上野

19
　名張

20
　名張

21
　岡波

22
　上野

23
　岡波

24
　名張

25
　上野

26
　上野

27
　岡波

28
　岡波

29
　上野

30
　岡波

31
　名張

＊小児科以外の
診療科です。

※重症者が重なるなど、診察できない場合があります。
※非当番日は救急の受け入れを行いません。
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次
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賀
市
総
合
計
画

　 
　
第
３
次
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す

　
総
合
計
画
と
は
、
市
の
こ
れ
か
ら
の
あ

る
べ
き
姿
と
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
考

え
や
方
向
を
示
し
、
総
合
的
・
計
画
的
に

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
基
本
的
な

指
針
と
な
る
計
画
で
す
。

　
第
２
次
伊
賀
市
総
合
計
画
は
、
め
ざ
す

市
の
す
が
た
（
将
来
像
）
や
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
理
念
・
政
策
を
示
す
「
基
本
構
想
」

（
平
成
26
年
度
か
ら
お
お
む
ね
10
年
間
）

と
、
基
本
構
想
に
掲
げ
る
将
来
像
を
達
成

す
る
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
の
政
策
に
基
づ

き
実
施
さ
れ
る
施
策
や
事
業
を
示
す
「
基

本
計
画
」
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

　
基
本
計
画
は
、
こ
れ
ま
で
第
１
次
計
画

（
平
成
26
年
度
か
ら
平
成
28
年
度
）
、
第

２
次
計
画
（
平
成
29
年
度
か
ら
令
和
２
年

度
）
を
策
定
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
、
事

業
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
現
在
、
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
６
年
度

ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る
第
３
次
計
画
の

策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、
次
の
よ
う

な
課
題
が
あ
り
ま
す
。

○
人
口
減
少
の
抑
制

　
本
格
的
な
人
口
減
少
社
会
を
迎
え
る
中
、

こ
れ
ま
で
も
人
口
減
少
に
「
歯
止
め
を
か

け
る
」
視
点
を
持
っ
て
取
り
組
み
を
進
め

て
き
ま
し
た
が
、
依
然
と
し
て
深
刻
な
状

況
に
あ
り
ま
す
。

　
第
３
次
計
画
で
は
、こ
れ
ま
で
以
上
に
人

口
減
少
の
抑
制
に
取
り
組
み
、
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

○「
伊
賀
ら
し
さ
」
の
追
求

　
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
一
方
、

大
規
模
災
害
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
な
ど
に
よ
る
不
安
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
人
と
の
絆
や
自
分

ら
し
い
生
き
方
を
追
い
求
め
る
人
が
増
え

て
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
地
域
社

会
に
も
新
た
な「
つ
な
が
り
」や「
ら
し
さ
」

が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
市
特
有
の
地
域
資
源
を
活
か

し
、「
伊
賀
ら
し
さ
」に
こ
だ
わ
っ
た
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
時
代
・
社
会
の
変
化
へ
の
対
応

　
時
代
・
社
会
の
変
化
へ
対
応
し
て
い
く
た
め
、

「Society5.0

」や「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
と
い
っ
た

新
し
い
視
点
を
取
り
入
れ
た
取
り
組
み
を
進
め

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
明
ら
か
と
な
っ
た

行
政
分
野
の
デ
ジ
タ
ル
化
・
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の

遅
れ
な
ど
へ
の
早
急
な
対
応
が
必
要
で
す
。

※
Society5.0…

情
報
社
会
に
続
く
最
新
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
し
た
め
ざ
す
べ
き
未
来

社
会
の
姿

※

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ…

２
０
１
５
年
に
国
連
総
会
で
決

め
ら
れ
た
、
２
０
３
０
年
ま
で
に
め
ざ
す
べ

き
17
の
持
続
可
能
な
開
発
目
標

　
こ
れ
ら
の
課
題
を
踏
ま
え
、
第
３
次
計
画
で
は

基
本
構
想
の
将
来
像
で
あ
る
「
ひ
と
が
輝
く 

地

域
が
輝
く
」
伊
賀
市
に
向
け
た
総
仕
上
げ
と
し
て
、

次
の
３
つ
の
テ
ー
マ
を
掲
げ
ま
す
。

Ⅰ
　
市
政
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ（
新
た
な
日

常
・
新
し
い
生
活
様
式
の
確
立
）

　
コ
ロ
ナ
禍
で
明
ら
か
と
な
っ
た
課
題
な
ど
に
対

応
で
き
る
よ
う
、
柔
軟
か
つ
的
確
な
行
政
運
営
を

進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
環
境

の
整
備
を
行
い
、「
新
た
な
日
常
」
に
向
け
た

「
新
し
い
生
活
様
式
」
を
確
立
し
、「
市
政
の
バ
ー

ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
」
を
図
り
ま
す
。

Ⅱ
　
さ
ら
に
「
誇
れ
る
・
選
ば
れ
る
伊
賀
市
」へ

　
加
速
化
す
る
人
口
減
少
な
ど
の
課
題
に
取
り
組

む
計
画
で
あ
る「
伊
賀
市
ま
ち・ひ
と・し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」を一
体
化
し
、「
来
た
い・住
み
た
い・住

み
続
け
た
い 

”伊
賀“
づ
く
り
」に
向
け
、地
方
創
生

の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

Ⅲ
　「
オ
ー
ル
伊
賀
市
」
の
実
現

　
伊
賀
市
自
治
基
本
条
例
に
基
づ
く
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
理
念
に
則
っ
た
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を

継
承
し
つ
つ
、｢

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
の
視
点
を
取
り
入

れ
、
経
済
・
社
会
・
環
境
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
住
民
自
治
協
議
会
を

は
じ
め
と
す
る
多
様
な
主
体
と
の
連
携
に
よ
り
、

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
持
続
可
能
な
伊
賀
市
を
実

現
し
ま
す
。

第３次計画が
令和３年度からスタート！

◆
こ
れ
か
ら
の
課
題
◆

◆
計
画
の
テ
ー
マ
◆

第3次計画の体系

2014
(H26)

2015
(H27)

2016
(H28)

2017
(H29)

2018
(H30)

2019
(R1)

2020
(R2)

2021
(R3)

2022
(R4)

2023
(R5)

2024
(R6)

第２次伊賀市総合計画基本構想 「
ひ
と
が
輝
く 

地
域
が
輝
く
」

                        

伊
賀
市
へ

「勇気と覚悟」を持ったまちづくり
→分権型のまちづくり Ⅲ「オール伊賀市」の実現

Ⅱ さらに
　「誇れる・選ばれる伊賀市」へ

Ⅰ 市政のバージョンアップ
　（新たな日常・新しい生活
　  　  様式の確立）

「誇れる伊賀市」
「選ばれる伊賀市」へ

市政再生の深化・進展

第１次計画

第２次計画

市政の再生
市
政
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

伊
賀
市
の
ガ
バ
ナ
ン
ス

第３次計画

基本構想

第3次計画（基本計画）

安全・安心

健康・福祉

活　力 人・地域づくり

●①
生活・環境

●②
産業・交流

●③
生活基盤

●④
教育・人権

●⑤
文化・地域
づくり

●⑥

横断的な取り組み

⑦計画の推進

⬆ ⬆
⬆

持続可能な開発目標（SDGs）の17の目標

国連開発計画ホームページ

ソ
サ
エ
テ
ィ

エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ
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で
は

基
本
構
想
の
将
来
像
で
あ
る
「
ひ
と
が
輝
く 

地

域
が
輝
く
」
伊
賀
市
に
向
け
た
総
仕
上
げ
と
し
て
、

次
の
３
つ
の
テ
ー
マ
を
掲
げ
ま
す
。

Ⅰ
　
市
政
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ（
新
た
な
日

常
・
新
し
い
生
活
様
式
の
確
立
）

　
コ
ロ
ナ
禍
で
明
ら
か
と
な
っ
た
課
題
な
ど
に
対

応
で
き
る
よ
う
、
柔
軟
か
つ
的
確
な
行
政
運
営
を

進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
環
境

の
整
備
を
行
い
、「
新
た
な
日
常
」
に
向
け
た

「
新
し
い
生
活
様
式
」
を
確
立
し
、「
市
政
の
バ
ー

ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
」
を
図
り
ま
す
。

Ⅱ
　
さ
ら
に
「
誇
れ
る
・
選
ば
れ
る
伊
賀
市
」へ

　
加
速
化
す
る
人
口
減
少
な
ど
の
課
題
に
取
り
組

む
計
画
で
あ
る「
伊
賀
市
ま
ち・ひ
と・し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」を一
体
化
し
、「
来
た
い・住
み
た
い・住

み
続
け
た
い 

”伊
賀“
づ
く
り
」に
向
け
、地
方
創
生

の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

Ⅲ
　「
オ
ー
ル
伊
賀
市
」
の
実
現

　
伊
賀
市
自
治
基
本
条
例
に
基
づ
く
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
理
念
に
則
っ
た
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を

継
承
し
つ
つ
、｢

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
の
視
点
を
取
り
入

れ
、
経
済
・
社
会
・
環
境
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
住
民
自
治
協
議
会
を

は
じ
め
と
す
る
多
様
な
主
体
と
の
連
携
に
よ
り
、

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
持
続
可
能
な
伊
賀
市
を
実

現
し
ま
す
。

第３次計画が
令和３年度からスタート！

◆
こ
れ
か
ら
の
課
題
◆

◆
計
画
の
テ
ー
マ
◆

第3次計画の体系

2014
(H26)

2015
(H27)

2016
(H28)

2017
(H29)

2018
(H30)

2019
(R1)

2020
(R2)

2021
(R3)

2022
(R4)

2023
(R5)

2024
(R6)

第２次伊賀市総合計画基本構想 「
ひ
と
が
輝
く 

地
域
が
輝
く
」

                        

伊
賀
市
へ

「勇気と覚悟」を持ったまちづくり
→分権型のまちづくり Ⅲ「オール伊賀市」の実現

Ⅱ さらに
　「誇れる・選ばれる伊賀市」へ

Ⅰ 市政のバージョンアップ
　（新たな日常・新しい生活
　  　  様式の確立）

「誇れる伊賀市」
「選ばれる伊賀市」へ

市政再生の深化・進展

第１次計画

第２次計画

市政の再生
市
政
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

伊
賀
市
の
ガ
バ
ナ
ン
ス

第３次計画

基本構想

第3次計画（基本計画）

安全・安心

健康・福祉

活　力 人・地域づくり

●①
生活・環境

●②
産業・交流

●③
生活基盤

●④
教育・人権

●⑤
文化・地域
づくり

●⑥

横断的な取り組み

⑦計画の推進

⬆ ⬆
⬆

持続可能な開発目標（SDGs）の17の目標

国連開発計画ホームページ

ソ
サ
エ
テ
ィ

エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ
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第
３
次
計
画
の
策
定
に
向
け
た
中
間
案
に
対
す
る
ご
意
見
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

【
閲
覧
場
所
】

○
総
合
政
策
課
　
○
各
支
所
振
興
課

○
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
　
○
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

【
提
出
方
法
】

　
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
件
名
「
第
２
次
伊
賀
市
総
合
計
画
第

３
次
計
画
中
間
案
」
、
該
当
箇
所
と
そ
れ
に
対
す
る
ご
意
見
を
明
記

の
上
、
総
合
政
策
課
ま
で
。

　
ま
た
、
ウ
ェ
ブ
フ
ォ
ー
ム
か
ら
も
提
出
で
き
ま
す
。
次
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ

ま
た
は
２
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

https://logoform
.jp/form

/KPw
2/3375

※

提
出
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
計
画
策
定
の
参
考

　
と
し
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
し
ま
す
。

※

個
別
の
回
答
は
行
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
提
出
い
た
だ
い
た
ご
意
見

は
返
却
し
ま
せ
ん
。

※

持
参
の
場
合
、
各
支
所
振
興
課
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

【
受
付
期
限
】
12
月
18
日
（
金
）

　
市
公
式YouTube

「
忍
者
市
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
で
、
第
３
次
計
画

中
間
案
の
概
要
に
つ
い
て
、
動
画
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

　
テ
ー
マ
ご
と
に
複
数
の
動
画
を
配
信
し
て
い
ま
す
の
で
、
確
認
し

た
い
テ
ー
マ
に
つ
い
て
ご
視
聴
く
だ
さ
い
。

※

詳
し
い
情
報
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
提
出
先・問
い
合
わ
せ
】

　
総
合
政
策
課

　
☎ 

２２
・
９
６
２
０
　℻ 

２２
・
９
６
７
２

　
　sougouseisaku@

city.iga.lg.jp

健
康
・
福
祉
の
分
野

地
域
共
生
社
会
づ
く
り

医
療

健
康
づ
く
り

高
齢
者
支
援

障
が
い
者
支
援

子
育
て
・
少
子
化
対
策

助
け
合
い
や
支
え
合
い
に
よ
り
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら

し
く
暮
ら
す 

 
身
近
な
と
こ
ろ
で
安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る 

 
生
涯
を
通
じ
、
健
康
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る 

 

高
齢
者
が
、
生
き
が
い
を
感
じ
な
が
ら
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る 

 

障
が
い
者
が
、
自
分
ら
し
く
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る 

 

子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
、
育
て
る
こ
と
が
で
き
る

生
活
・
環
境
の
分
野

危
機
管
理

消
防
・
救
急

安
心
な
暮
ら
し

環
境
保
全

一
般
廃
棄
物

上
下
水
道

災
害
な
ど
の
危
機
に
強
く
な
る 

 

火
災
や
急
病
な
ど
で
人
命
が
失
わ
れ
な
い
よ
う
に
す
る 

 

市
民
が
安
全
で
、
穏
や
か
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る 

 

豊
か
な
自
然
環
境
を
守
り
次
代
へ
引
き
継
ぐ 

 

廃
棄
物
を
減
ら
し
、
再
資
源
化
し
、
残
り
は
適
正
に
処
理
す
る 
 

安
全
で
お
い
し
い
飲
み
水
と
、
美
し
い
水
環
境
を
守
る

教
育
・
人
権
の
分
野

人
権
尊
重
・
非
核
平
和

同
和
問
題

学
校
教
育

教
育
環
境

生
涯
学
習

人
権
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
習
得
す
る 

 

部
落
差
別
を
な
く
す 

 

子
ど
も
た
ち
が
、
未
来
に
夢
や
希
望
を
持
て
る 

 

子
ど
も
た
ち
が
、
安
心
し
て
学
べ
る 

 

生
涯
を
通
じ
、
生
き
が
い
を
持
ち
活
躍
で
き
る

文
化
・
地
域
づ
く
り
の
分
野

住
民
自
治
・
市
民
活
動

多
文
化
共
生

文
化
・
芸
術

歴
史
・
文
化
遺
産

ス
ポ
ー
ツ

定
住
・
関
係
人
口

住
民
自
治
活
動
、
市
民
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
る 

 

国
籍
や
文
化
の
違
い
を
認
め
、
共
生
す
る 

 

豊
か
な
感
性
を
育
む
文
化
・
芸
術
に
親
し
む 

 

歴
史
や
文
化
遺
産
を
守
り
、
未
来
へ
と
引
き
継
ぐ 

 

気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る 

 

フ
ァ
ン
獲
得
・
拡
大
と
地
域
へ
の
人
口
定
着
の
推
進

計
画
の
推
進

広
聴
広
報

財
政
運
営

組
織
・
人
事

広
域
連
携

情
報
化

行
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

理
解
と
共
感
に
つ
な
が
る
市
政
情
報
の
共
有
化 

 

健
全
な
財
政
運
営 

 

市
民
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
組
織
・
人
づ
く
り 

 

圏
域
全
体
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
広
域
的
な
連
携 

 

情
報
化
に
よ
る
効
率
的
な
行
政
運
営
の
実
現 

 

持
続
可
能
な
行
政
運
営

産
業
・
交
流
の
分
野

観
光

農
業

森
林
保
全
・
林
業

中
心
市
街
地
活
性
化

商
工
業
・
産
業
立
地

就
業
・
起
業

観
光
客
を
呼
び
込
み
、
も
て
な
す 

 

自
然
と
共
存
し
、
人
と
人
が
つ
な
が
る
農
業
を
元
気
に
す
る 

 

森
林
や
里
山
を
大
切
に
し
、
林
業
を
元
気
に
す
る 

 

中
心
市
街
地
の
賑
わ
い
を
つ
く
る 

 

地
域
の
特
性
を
活
か
し
、
商
工
業
活
動
を
盛
ん
に
す
る 

 

働
く
人
の
意
欲
に
応
え
る
地
域
ぐ
る
み
で
創
業
を
支
援
す
る

生
活
基
盤
の
分
野

都
市
政
策

適
正
な
土
地
利
用
に
よ
り
ま
ち
の
魅
力
を
高
め
る

住
環
境
整
備

道
路

公
共
交
通

だ
れ
も
が
安
心
な
住
環
境
で
暮
ら
せ
る 

 

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
移
動
が
し
や
す
い 

 

身
近
な
バ
ス
や
鉄
道
に
愛
着
を
持
ち
、
み
ん
な
で
支
え
る

各
施
策
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

第
３
次
計
画 

施
策
一
覧

◆
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集
◆

◆
説
明
動
画
を
配
信
し
て
い
ま
す
◆

　
第
３
次
計
画
は
、
①
健
康
・
福
祉
、
②
生
活
・
環
境
、
③
産
業
・
交
流
、
④
生
活
基
盤
、
⑤
教

育
・
人
権
、
⑥
文
化
・
地
域
づ
く
り
、
⑦
計
画
の
推
進
の
分
野
別
に
、
39
の
施
策
と
具
体
的
に
取

り
組
む
１
０
８
の
基
本
事
業
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

① はじめにご視聴ください。

② 計画の基本的な考え方・ポイント

③ 分野別施策・事業  【健康・福祉分野】

④ 分野別施策・事業  【生活・環境分野】

⑤ 分野別施策・事業  【産業・交流分野】

⑥ 分野別施策・事業  【生活基盤分野】

⑦ 分野別施策・事業  【教育・人権分野】

⑧ 分野別施策・事業  【文化・地域づくり分野】

⑨ 分野別施策・事業  【計画の推進分野】

　 意見募集にあたって／第２次伊賀市総合計画とは
　 ／策定の流れ／ご意見の提出方法

新たな日常・新しい
生活様式に対応

動画は、スマートフォン、タブ
レットなどで、お好きな時間・
場所で視聴できます。

【動画リスト】

〈
施
策
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

〈
協
働
に
よ
る
め
ざ
す
姿
〉

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

第２次伊賀市総合計画
第３次計画（中間案）について
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第
３
次
計
画
の
策
定
に
向
け
た
中
間
案
に
対
す
る
ご
意
見
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

【
閲
覧
場
所
】

○
総
合
政
策
課
　
○
各
支
所
振
興
課

○
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
　
○
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

【
提
出
方
法
】

　
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
件
名
「
第
２
次
伊
賀
市
総
合
計
画
第

３
次
計
画
中
間
案
」
、
該
当
箇
所
と
そ
れ
に
対
す
る
ご
意
見
を
明
記

の
上
、
総
合
政
策
課
ま
で
。

　
ま
た
、
ウ
ェ
ブ
フ
ォ
ー
ム
か
ら
も
提
出
で
き
ま
す
。
次
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ

ま
た
は
２
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

https://logoform
.jp/form

/KPw
2/3375

※

提
出
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
計
画
策
定
の
参
考

　
と
し
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
し
ま
す
。

※

個
別
の
回
答
は
行
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
提
出
い
た
だ
い
た
ご
意
見

は
返
却
し
ま
せ
ん
。

※

持
参
の
場
合
、
各
支
所
振
興
課
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

【
受
付
期
限
】
12
月
18
日
（
金
）

　
市
公
式YouTube

「
忍
者
市
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
で
、
第
３
次
計
画

中
間
案
の
概
要
に
つ
い
て
、
動
画
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

　
テ
ー
マ
ご
と
に
複
数
の
動
画
を
配
信
し
て
い
ま
す
の
で
、
確
認
し

た
い
テ
ー
マ
に
つ
い
て
ご
視
聴
く
だ
さ
い
。

※

詳
し
い
情
報
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
提
出
先・問
い
合
わ
せ
】

　
総
合
政
策
課

　
☎ 

２２
・
９
６
２
０
　℻ 

２２
・
９
６
７
２

　
　sougouseisaku@

city.iga.lg.jp

健
康
・
福
祉
の
分
野

地
域
共
生
社
会
づ
く
り

医
療

健
康
づ
く
り

高
齢
者
支
援

障
が
い
者
支
援

子
育
て
・
少
子
化
対
策

助
け
合
い
や
支
え
合
い
に
よ
り
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら

し
く
暮
ら
す 

 

身
近
な
と
こ
ろ
で
安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る 

 

生
涯
を
通
じ
、
健
康
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る 

 

高
齢
者
が
、
生
き
が
い
を
感
じ
な
が
ら
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る 

 

障
が
い
者
が
、
自
分
ら
し
く
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る 

 

子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
、
育
て
る
こ
と
が
で
き
る

生
活
・
環
境
の
分
野

危
機
管
理

消
防
・
救
急

安
心
な
暮
ら
し

環
境
保
全

一
般
廃
棄
物

上
下
水
道

災
害
な
ど
の
危
機
に
強
く
な
る 

 

火
災
や
急
病
な
ど
で
人
命
が
失
わ
れ
な
い
よ
う
に
す
る 

 

市
民
が
安
全
で
、
穏
や
か
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る 

 

豊
か
な
自
然
環
境
を
守
り
次
代
へ
引
き
継
ぐ 

 

廃
棄
物
を
減
ら
し
、
再
資
源
化
し
、
残
り
は
適
正
に
処
理
す
る 

 

安
全
で
お
い
し
い
飲
み
水
と
、
美
し
い
水
環
境
を
守
る

教
育
・
人
権
の
分
野

人
権
尊
重
・
非
核
平
和

同
和
問
題

学
校
教
育

教
育
環
境

生
涯
学
習

人
権
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
習
得
す
る 

 
部
落
差
別
を
な
く
す 

 
子
ど
も
た
ち
が
、
未
来
に
夢
や
希
望
を
持
て
る 

 

子
ど
も
た
ち
が
、
安
心
し
て
学
べ
る 

 

生
涯
を
通
じ
、
生
き
が
い
を
持
ち
活
躍
で
き
る

文
化
・
地
域
づ
く
り
の
分
野

住
民
自
治
・
市
民
活
動

多
文
化
共
生

文
化
・
芸
術

歴
史
・
文
化
遺
産

ス
ポ
ー
ツ

定
住
・
関
係
人
口

住
民
自
治
活
動
、
市
民
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
る 

 

国
籍
や
文
化
の
違
い
を
認
め
、
共
生
す
る 

 

豊
か
な
感
性
を
育
む
文
化
・
芸
術
に
親
し
む 

 

歴
史
や
文
化
遺
産
を
守
り
、
未
来
へ
と
引
き
継
ぐ 

 

気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る 

 

フ
ァ
ン
獲
得
・
拡
大
と
地
域
へ
の
人
口
定
着
の
推
進

計
画
の
推
進

広
聴
広
報

財
政
運
営

組
織
・
人
事

広
域
連
携

情
報
化

行
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

理
解
と
共
感
に
つ
な
が
る
市
政
情
報
の
共
有
化 
 

健
全
な
財
政
運
営 

 

市
民
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
組
織
・
人
づ
く
り 

 

圏
域
全
体
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
広
域
的
な
連
携 

 

情
報
化
に
よ
る
効
率
的
な
行
政
運
営
の
実
現 

 

持
続
可
能
な
行
政
運
営

産
業
・
交
流
の
分
野

観
光

農
業

森
林
保
全
・
林
業

中
心
市
街
地
活
性
化

商
工
業
・
産
業
立
地

就
業
・
起
業

観
光
客
を
呼
び
込
み
、
も
て
な
す 

 

自
然
と
共
存
し
、
人
と
人
が
つ
な
が
る
農
業
を
元
気
に
す
る 

 

森
林
や
里
山
を
大
切
に
し
、
林
業
を
元
気
に
す
る 

 

中
心
市
街
地
の
賑
わ
い
を
つ
く
る 

 

地
域
の
特
性
を
活
か
し
、
商
工
業
活
動
を
盛
ん
に
す
る 

 

働
く
人
の
意
欲
に
応
え
る
地
域
ぐ
る
み
で
創
業
を
支
援
す
る

生
活
基
盤
の
分
野

都
市
政
策

適
正
な
土
地
利
用
に
よ
り
ま
ち
の
魅
力
を
高
め
る

住
環
境
整
備

道
路

公
共
交
通

だ
れ
も
が
安
心
な
住
環
境
で
暮
ら
せ
る 

 

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
移
動
が
し
や
す
い 

 

身
近
な
バ
ス
や
鉄
道
に
愛
着
を
持
ち
、
み
ん
な
で
支
え
る

各
施
策
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

第
３
次
計
画 

施
策
一
覧

◆
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集
◆

◆
説
明
動
画
を
配
信
し
て
い
ま
す
◆

　
第
３
次
計
画
は
、
①
健
康
・
福
祉
、
②
生
活
・
環
境
、
③
産
業
・
交
流
、
④
生
活
基
盤
、
⑤
教

育
・
人
権
、
⑥
文
化
・
地
域
づ
く
り
、
⑦
計
画
の
推
進
の
分
野
別
に
、
39
の
施
策
と
具
体
的
に
取

り
組
む
１
０
８
の
基
本
事
業
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

① はじめにご視聴ください。

② 計画の基本的な考え方・ポイント

③ 分野別施策・事業  【健康・福祉分野】

④ 分野別施策・事業  【生活・環境分野】

⑤ 分野別施策・事業  【産業・交流分野】

⑥ 分野別施策・事業  【生活基盤分野】

⑦ 分野別施策・事業  【教育・人権分野】

⑧ 分野別施策・事業  【文化・地域づくり分野】

⑨ 分野別施策・事業  【計画の推進分野】

　 意見募集にあたって／第２次伊賀市総合計画とは
　 ／策定の流れ／ご意見の提出方法

新たな日常・新しい
生活様式に対応

動画は、スマートフォン、タブ
レットなどで、お好きな時間・
場所で視聴できます。

【動画リスト】

〈
施
策
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

〈
協
働
に
よ
る
め
ざ
す
姿
〉

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

第２次伊賀市総合計画
第３次計画（中間案）について
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伊
賀
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化

再
生
協
議
会
で
は
、
バ
ス
や
鉄
道

な
ど
の
公
共
交
通
手
段
が
地
域
に

ふ
さ
わ
し
い
も
の
に
な
る
よ
う
に
、

新
た
に「
伊
賀
市
地
域
公
共
交
通

計
画
」の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

市
民
、
公
共
交
通
事
業
者
、
行
政

が
一
丸
と
な
っ
て
「
市
民
の
暮
ら

し
」
に
寄
り
そ
う
公
共
交
通
の
姿

を
目
標
と
し
て
議
論
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。

　
今
回
は
、
広
報
い
が
10
月
号
に

続
き
、
現
在
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
募
集
し
て
い
る
計
画
案
の
詳

し
い
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
は
じ
め
に
、
協
議
会
で
会
長
を

務
め
る
和
歌
山
大
学
の
辻
本
勝
久

教
授
の
新
し
い
計
画
に
関
す
る
お

話
を
紹
介
し
ま
す
。

●
私
た
ち
の
生
活
の
質
を
支
え
る

　交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
使
い
や
す
い
交
通
手
段
が
あ
る
と
、
買
い

物
や
通
院
が
便
利
に
な
っ
た
り
、
遠
方
の
学

校
に
通
い
や
す
く
な
っ
た
り
、
通
勤
で
き
た

り
、
観
光
し
や
す
く
な
っ
た
り
、
帰
省
が
楽

に
な
っ
た
り
し
ま
す
。

　
私
た
ち
の
「
生
活
の
質
（
暮
ら
し
や
す

さ
）
」
は
、
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て

支
え
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
暮
ら
し
や
す
い

地
域
に
は
人
々
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
活
気
も

生
ま
れ
ま
す
。
人
も
地
域
も
輝
く
伊
賀
市
づ

く
り
の
カ
ギ
を
握
っ
て
い
る
の
が
交
通
な
の

で
す
。

●
公
共
交
通
の
強
み
と
弱
点

　
交
通
手
段
の
ひ
と
つ
で
あ
る
公
共
交
通
に

は
、
い
ろ
ん
な
長
所
が
あ
り
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
公
共
交
通
は
運
賃
を
払
え
ば

誰
で
も
乗
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
乗
車
時
間

を
有
効
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
、
環
境
に
優

し
い
、
駅
や
バ
ス
停
ま
で
歩
け
ば
健
康
に
も

い
い
、
特
に
鉄
道
は
時
間
通
り
に
走
る
、
景

色
を
ゆ
っ
く
り
楽
し
め
る
と
い
っ
た
点
も
、

公
共
交
通
の
長
所
で
す
。

　
こ
う
い
っ
た
長
所
は
、
し
っ
か
り
伸
ば
し
、

も
っ
と
活
用
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
一
方
で
公
共
交
通
に
は
弱
点
も
あ
り
ま
す
。

路
線
や
ダ
イ
ヤ
の
制
約
が
あ
る
、
乗
り
継
ぎ

経
路
な
ど
を
調
べ
る
の
が
面
倒
だ
、
一
部
の

駅
に
段
差
な
ど
の
バ
リ
ア
が
あ
る
、
な
ど
で

す
。

　
こ
う
い
っ
た
弱
点
は
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
改

善
し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

●
長
所
を
活
か
し
弱
点
を
改
善
す
る
計
画

　
公
共
交
通
の
長
所
を
暮
ら
し
の
向
上
や
地

域
づ
く
り
に
活
か
し
つ
つ
、
弱
点
を
改
善
し

て
い
く
た
め
の
計
画
が
「
伊
賀
市
地
域
公
共

交
通
計
画
」
で
す
。
こ
の
計
画
の
基
本
理
念

は
、「
暮
ら
し
に
寄
り
添
い 

ひ
と
・
地
域
が

輝
く 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り 

〜
み
ん
な
で

磨
き
あ
げ 

使
っ
て 

支
え
る 

伊
賀
市
の
地
域

公
共
交
通
〜
」
で
す
。
そ
の
も
と
で
、「
都

市
部
へ
の
通
勤
・
通
学
環
境
の
充
実
」「
路

線
・
乗
換
案
内
の
充
実
」
な
ど
の
目
標
を
立

て
、
20
以
上
の
事
業
を
精
力
的
に
展
開
し
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

●
使
わ
な
い
と
朽
ち
果
て
る

　
基
本
理
念
の
中
に
、「
み
ん
な
で
磨
き
あ

げ 

使
っ
て 

支
え
る
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
9
万
人
の
市
民
と
、
行
政
、
交
通
事
業

者
な
ど
、
み
ん
な
が
関
心
を
寄
せ
、
有
効
活

用
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
公
共
交
通
を
維
持

し
て
い
こ
う
と
い
う
意
味
で
す
。
棚
に
し
ま

い
込
ま
れ
た
銀
食
器
が
錆
び
付
く
よ
う
に
、

公
共
交
通
も
時
々
気
に
か
け
、
使
っ
て
や
ら

な
い
と
朽
ち
果
て
て
し
ま
い
ま
す
。

　
こ
の
計
画
が
最
終
年
度
を
迎
え
る
の
は
6

年
後
で
す
。
そ
の
時
、
伊
賀
市
の
公
共
交
通

は
、
市
民
の
暮
ら
し
に
し
っ
か
り
と
寄
り
添

う
、
地
域
の
大
切
な
宝
物
に
な
っ
て
い
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
伊
賀
市

の
公
共
交
通
を
市
民
は
じ
め
関
係
者
み
ん
な

で
磨
き
上
げ
、
有
効
活
用
し
、
支
え
続
け
て

い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。
ど
う
か
市
民
の
み

な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。          

　
（
辻
本
勝
久
さ
ん
）

伊賀市地域公共交通活性化再生協議会会長
和歌山大学経済学部教授　辻本 勝久 さん

6年後、伊賀市の公共交通は
地域の宝物になっているか？
～みんなで磨きあげ  使って  支える  伊賀市の公共交通～

◆  計画の名称

◆  計画の期間

◆  基本理念

「伊賀市地域公共交通計画」

令和３年度から令和８年度までの６年間

暮らしに寄り添い  ひと・地域が輝く  ネットワークづくり
～みんなで磨きあげ  使って  支える  伊賀市の地域公共交通～

◆  基本方針と目標
　計画では基本理念をふまえ、３つの基本方針と11の目標を示しています。

目標①　公共交通軸の伊賀鉄道の利用者の増加
目標②　公共交通軸・補完的交通のバスの利用者数の維持
目標③　まちの拠点と居住地を結ぶ公共交通ネットワークの構築
目標④　都市部への通勤・通学環境の充実による市外への転出者数の抑制

基本方針１：市民・利用者の生活の質を高める地域公共交通ネットワークの形成　　　　　　　　　　　

目標⑤　利用しやすさの向上に向けた路線・乗換案内の充実
目標⑥　乗り継ぎしやすさの向上に向けた乗継利便の充実
目標⑦　地域公共交通を利用したお出かけの増加

基本方針２：誰もが利用しやすく、使いたくなるような地域公共交通サービスの充実

目標⑧　地域公共交通に対する市民の参画度の向上
目標⑨　地域公共交通に対する市民の満足度の向上
目標⑩　市民の地域公共交通の利用割合の増加
目標⑪　地域公共交通がもたらすクロスセクター効果＊の維持

　それぞれの目標は計画の達成水準をわかりやすくイメージするため、数値を使って設定しています。

例）

基本方針３：一緒に考え、次世代へつないでいく持続可能な仕組みづくり

公共交通計画策定中!公共交通計画策定中!

　
■市外への流出が多い若者世代が、市内に住み続けながら都市部へ通勤・通学でき
る環境となっているかを評価します。
■平成 27 年からの５年間での 15～39 歳までの転出者数は、年平均 2,370 人と
なっており、平成 28年度以降は増加傾向となっています。都市部への通勤・通
学環境の充実により、転出傾向を抑制し、5年間の中で最も転出者数が少ない平
成 28年度の 2,270 人 / 年を下回る、 2,200 人 / 年をめざします。

目標④

市外への転出者数 （最新の 5年間の平均） （計画期間各年）
 2,370人/年  2,200人/年

目標値現況値
▶▶▶

：都市部への通勤・通学環境の充実による市外への転出者数の抑制

＊クロスセクター効果について、
　詳しくは９ページをご覧くだ
　さい。
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伊
賀
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化

再
生
協
議
会
で
は
、
バ
ス
や
鉄
道

な
ど
の
公
共
交
通
手
段
が
地
域
に

ふ
さ
わ
し
い
も
の
に
な
る
よ
う
に
、

新
た
に「
伊
賀
市
地
域
公
共
交
通

計
画
」の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

市
民
、
公
共
交
通
事
業
者
、
行
政

が
一
丸
と
な
っ
て
「
市
民
の
暮
ら

し
」
に
寄
り
そ
う
公
共
交
通
の
姿

を
目
標
と
し
て
議
論
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。

　
今
回
は
、
広
報
い
が
10
月
号
に

続
き
、
現
在
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
募
集
し
て
い
る
計
画
案
の
詳

し
い
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
は
じ
め
に
、
協
議
会
で
会
長
を

務
め
る
和
歌
山
大
学
の
辻
本
勝
久

教
授
の
新
し
い
計
画
に
関
す
る
お

話
を
紹
介
し
ま
す
。

●
私
た
ち
の
生
活
の
質
を
支
え
る

　交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
使
い
や
す
い
交
通
手
段
が
あ
る
と
、
買
い

物
や
通
院
が
便
利
に
な
っ
た
り
、
遠
方
の
学

校
に
通
い
や
す
く
な
っ
た
り
、
通
勤
で
き
た

り
、
観
光
し
や
す
く
な
っ
た
り
、
帰
省
が
楽

に
な
っ
た
り
し
ま
す
。

　
私
た
ち
の
「
生
活
の
質
（
暮
ら
し
や
す

さ
）
」
は
、
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て

支
え
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
暮
ら
し
や
す
い

地
域
に
は
人
々
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
活
気
も

生
ま
れ
ま
す
。
人
も
地
域
も
輝
く
伊
賀
市
づ

く
り
の
カ
ギ
を
握
っ
て
い
る
の
が
交
通
な
の

で
す
。

●
公
共
交
通
の
強
み
と
弱
点

　
交
通
手
段
の
ひ
と
つ
で
あ
る
公
共
交
通
に

は
、
い
ろ
ん
な
長
所
が
あ
り
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
公
共
交
通
は
運
賃
を
払
え
ば

誰
で
も
乗
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
乗
車
時
間

を
有
効
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
、
環
境
に
優

し
い
、
駅
や
バ
ス
停
ま
で
歩
け
ば
健
康
に
も

い
い
、
特
に
鉄
道
は
時
間
通
り
に
走
る
、
景

色
を
ゆ
っ
く
り
楽
し
め
る
と
い
っ
た
点
も
、

公
共
交
通
の
長
所
で
す
。

　
こ
う
い
っ
た
長
所
は
、
し
っ
か
り
伸
ば
し
、

も
っ
と
活
用
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
一
方
で
公
共
交
通
に
は
弱
点
も
あ
り
ま
す
。

路
線
や
ダ
イ
ヤ
の
制
約
が
あ
る
、
乗
り
継
ぎ

経
路
な
ど
を
調
べ
る
の
が
面
倒
だ
、
一
部
の

駅
に
段
差
な
ど
の
バ
リ
ア
が
あ
る
、
な
ど
で

す
。

　
こ
う
い
っ
た
弱
点
は
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
改

善
し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

●
長
所
を
活
か
し
弱
点
を
改
善
す
る
計
画

　
公
共
交
通
の
長
所
を
暮
ら
し
の
向
上
や
地

域
づ
く
り
に
活
か
し
つ
つ
、
弱
点
を
改
善
し

て
い
く
た
め
の
計
画
が
「
伊
賀
市
地
域
公
共

交
通
計
画
」
で
す
。
こ
の
計
画
の
基
本
理
念

は
、「
暮
ら
し
に
寄
り
添
い 

ひ
と
・
地
域
が

輝
く 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り 

〜
み
ん
な
で

磨
き
あ
げ 

使
っ
て 

支
え
る 

伊
賀
市
の
地
域

公
共
交
通
〜
」
で
す
。
そ
の
も
と
で
、「
都

市
部
へ
の
通
勤
・
通
学
環
境
の
充
実
」「
路

線
・
乗
換
案
内
の
充
実
」
な
ど
の
目
標
を
立

て
、
20
以
上
の
事
業
を
精
力
的
に
展
開
し
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

●
使
わ
な
い
と
朽
ち
果
て
る

　
基
本
理
念
の
中
に
、「
み
ん
な
で
磨
き
あ

げ 

使
っ
て 

支
え
る
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
9
万
人
の
市
民
と
、
行
政
、
交
通
事
業

者
な
ど
、
み
ん
な
が
関
心
を
寄
せ
、
有
効
活

用
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
公
共
交
通
を
維
持

し
て
い
こ
う
と
い
う
意
味
で
す
。
棚
に
し
ま

い
込
ま
れ
た
銀
食
器
が
錆
び
付
く
よ
う
に
、

公
共
交
通
も
時
々
気
に
か
け
、
使
っ
て
や
ら

な
い
と
朽
ち
果
て
て
し
ま
い
ま
す
。

　
こ
の
計
画
が
最
終
年
度
を
迎
え
る
の
は
6

年
後
で
す
。
そ
の
時
、
伊
賀
市
の
公
共
交
通

は
、
市
民
の
暮
ら
し
に
し
っ
か
り
と
寄
り
添

う
、
地
域
の
大
切
な
宝
物
に
な
っ
て
い
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
伊
賀
市

の
公
共
交
通
を
市
民
は
じ
め
関
係
者
み
ん
な

で
磨
き
上
げ
、
有
効
活
用
し
、
支
え
続
け
て

い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。
ど
う
か
市
民
の
み

な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。          

　
（
辻
本
勝
久
さ
ん
）

伊賀市地域公共交通活性化再生協議会会長
和歌山大学経済学部教授　辻本 勝久 さん

6年後、伊賀市の公共交通は
地域の宝物になっているか？
～みんなで磨きあげ  使って  支える  伊賀市の公共交通～

◆  計画の名称

◆  計画の期間

◆  基本理念

「伊賀市地域公共交通計画」

令和３年度から令和８年度までの６年間

暮らしに寄り添い  ひと・地域が輝く  ネットワークづくり
～みんなで磨きあげ  使って  支える  伊賀市の地域公共交通～

◆  基本方針と目標
　計画では基本理念をふまえ、３つの基本方針と11の目標を示しています。

目標①　公共交通軸の伊賀鉄道の利用者の増加
目標②　公共交通軸・補完的交通のバスの利用者数の維持
目標③　まちの拠点と居住地を結ぶ公共交通ネットワークの構築
目標④　都市部への通勤・通学環境の充実による市外への転出者数の抑制

基本方針１：市民・利用者の生活の質を高める地域公共交通ネットワークの形成　　　　　　　　　　　

目標⑤　利用しやすさの向上に向けた路線・乗換案内の充実
目標⑥　乗り継ぎしやすさの向上に向けた乗継利便の充実
目標⑦　地域公共交通を利用したお出かけの増加

基本方針２：誰もが利用しやすく、使いたくなるような地域公共交通サービスの充実

目標⑧　地域公共交通に対する市民の参画度の向上
目標⑨　地域公共交通に対する市民の満足度の向上
目標⑩　市民の地域公共交通の利用割合の増加
目標⑪　地域公共交通がもたらすクロスセクター効果＊の維持

　それぞれの目標は計画の達成水準をわかりやすくイメージするため、数値を使って設定しています。

例）

基本方針３：一緒に考え、次世代へつないでいく持続可能な仕組みづくり

公共交通計画策定中!公共交通計画策定中!

　
■市外への流出が多い若者世代が、市内に住み続けながら都市部へ通勤・通学でき
る環境となっているかを評価します。
■平成 27 年からの５年間での 15～39 歳までの転出者数は、年平均 2,370 人と
なっており、平成 28年度以降は増加傾向となっています。都市部への通勤・通
学環境の充実により、転出傾向を抑制し、5年間の中で最も転出者数が少ない平
成 28年度の 2,270 人 / 年を下回る、 2,200 人 / 年をめざします。

目標④

市外への転出者数 （最新の 5年間の平均） （計画期間各年）
 2,370人/年  2,200人/年

目標値現況値
▶▶▶

：都市部への通勤・通学環境の充実による市外への転出者数の抑制

＊クロスセクター効果について、
　詳しくは９ページをご覧くだ
　さい。
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現
在
の
路
線
バ
ス
は
、
昔
に
比
べ
て
車

内
の
段
差
が
減
り
、
安
全
装
置
も
改
良
さ

れ
て
い
ま
す
。
交
通
系
IC
カ
ー
ド
も
利
用

で
き
、
今
年
４
月
か
ら
は
伊
賀
地
域
の
路

線
に
バ
ス
の
現
在
地
が
わ
か
る
「
バ
ス
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
し
ま
し

た
。
ま
た
、
伊
賀
管
内
の
す
べ
て
の
車
両

に
「
抗
菌
・
抗
ウ
イ
ル
ス
加
工
」
を
施
工

済
み
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
安
心
し
て
ご
利

用
い
た
だ
け
る
よ
う
安
全
運
行
に
つ
と
め

て
い
き
ま
す
。

◆
さ
ま
ざ
ま
な
移
動
手
段
を
総
動
員

　
市
内
に
は
、
伊
賀
鉄
道
、
近
鉄
大
阪
線
、

Ｊ
Ｒ
関
西
本
線
・
草
津
線
な
ど
の
鉄
道
、

三
重
交
通
の
路
線
バ
ス
、
行
政
バ
ス
や
地

域
運
行
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
公
共
交

通
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
ス
ク
ー
ル

バ
ス
や
福
祉
有
償
運
送
、
各
施
設
の
送
迎

バ
ス
な
ど
公
共
交
通
を
補
完
す
る
移
動
手

段
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
交
通
手
段
を
総
動
員
し
、
市

民
や
来
訪
者
の
移
動
手
段
を
確
保
し
ま
す
。

◆
計
画
案
へ
の

　パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集

　
現
在
、
計
画
案
に
対
す
る
意
見
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
こ
の
特
集
に
記
載
し
た
内

容
の
ほ
か
、数
値
目
標
や
事
業
内
容
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
閲
覧
場
所
に
あ
る
冊

子
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
計
画
案
で
は
、
も
し
伊
賀
鉄
道
と
バ
ス

が
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
、
医
療
や

福
祉
、
教
育
の
分
野
で
代
替
す
る
施
策
を

実
施
す
る
場
合
、
費
用
は
ど
れ
だ
け
か
か

る
の
か
、
現
状
の
公
共
交
通
に
関
す
る
財

政
支
出
と
比
較
し
た
「
ク
ロ
ス
セ
ク
タ
ー

効
果
」
を
算
出
し
、
記
載
し
て
い
ま
す
。

【
閲
覧
場
所
】

○
交
通
政
策
課

○
各
支
所
振
興
課

○
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

○
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

【
募
集
期
限
】

12
月
25
日
㈮
　※

必
着

【
提
出
方
法
】

　
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
件
名
（
地

域
公
共
交
通
計
画
中
間
案
・
該
当
箇
所
と

そ
れ
に
対
す
る
意
見
を
明
記
の
上
、
提
出

先
ま
で
。

　
持
参
の
場
合
、
各
支
所
振
興
課
で
も
受

け
付
け
ま
す
。

【
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　
交
通
政
策
課

　
☎ 

２２
・
９
６
６
３
　℻ 

２２
・
９
６
９
４

　
　

koutsuu@
city.iga.lg.jp

◆
事
業
内
容
・
事
業
主
体

　
目
標
達
成
の
た
め
に
、
24
の
事
業
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
ひ
と
つ
の
事
業
に
は
、

だ
れ
が
・
い
つ
ま
で
に
・
何
を
実
施
す
る
の
か
決
め
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

　
市
内
の
公
共
交
通
の
中
心
と
な
る
伊
賀
鉄
道
㈱
と
三
重
交
通
㈱
の
担
当
者
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
で
す
。
二
人
は
計
画
策
定
の
た
め
の
協
議
会
の
委
員
で
も
あ
り
ま
す
。

三重交通㈱
伊賀営業所長
川端 邦裕さん

　
市
民
の
皆
さ
ん
や
、
観
光
や
仕
事
で
伊

賀
市
を
訪
れ
る
皆
さ
ん
に
選
ん
で
い
た
だ

け
る
交
通
手
段
と
な
れ
る
よ
う
、
伊
賀
線

の
安
全
・
安
心
な
輸
送
の
確
保
と
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
輸
送
人

員
は
年
々
減
少
し
、
運
営
赤
字
も
拡
大
し

て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
状
況
改
善

は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
幅
広
い

皆
さ
ん
の
応
援
を
糧
に
、
こ
れ
か
ら
も

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

伊賀鉄道㈱
鉄道営業部長
藤巻　 恵さん

事業5  地域の実情に応じた交通手段の検討
　現在市内のバスは、決まった時間に決まったルートを走る「定時定路線型」が基本となって
いますが、今後は地域の実情に応じて、デマンド運行＊などの導入について調査・検討してい
きます。
＊デマンド運行とは、利用者からの予約（需要）に応じて出発点と目的地を最短ルートで結ぶ
など、柔軟に運行する形態です。

<事業主体>
市民・地域

○ ○ ○ ○ ○

伊賀市 鉄道
事業者

バス
事業者

タクシー
事業者

企業等
関係団体

事業10  乗り継ぎしやすいダイヤ設定と周知
　伊賀神戸駅での伊賀鉄道と近鉄大阪線の乗り継ぎと、伊賀上野駅での伊賀鉄道とＪＲ関西本
線の乗り継ぎは、一部の時間帯では、単線であることなどを理由に利用者ニーズに応えられて
いません。そのため、乗務員などからの定期的な情報収集や利用者調査などを行い、具体的な
乗り換え要望を確認し、乗り継ぎしやすいダイヤへ修正を図っていきます。また、乗り継ぎ時
刻表を作成するなど、乗り継ぎのしやすさの周知を図っていきます。

<事業主体> 市民・地域

○ ○ ○

伊賀市 鉄道
事業者

バス
事業者

タクシー
事業者

企業等
関係団体

事業11  施設と連携したバス待合環境乗り継ぎ改善
　バス停が近くにある公共施設、医療施設、商業施設、鉄道駅などの施設内に、公
共交通の路線図や時刻表などを掲示するとともに、施設内でバスの到着が確認でき
るようにするなど、施設と連携した待合環境の改善を図ります。また、施設出入口
近くへのバス停配置に努めます。

<事業主体>
市民・地域

○ ○ ○ ○ ○

伊賀市 鉄道
事業者

バス
事業者

タクシー
事業者

企業等
関係団体

事業21  高校生の通学交通を対象としたモビリティマネジメント＊の展開
　伊賀鉄道の主要な利用者は高校生ですが、通学定期の利用者は年々減少していま
す。中には自家用車の送迎で高校に通う人もいます。
　そこで、市内の高校に通学する生徒や、中学３年生を対象に、時刻表や路線図、
公共交通のメリットを伝えるチラシを配布するなど高校生の通学の公共交通利用促
進に取り組みます。
　また、各学校と連携し、公共交通を盛り上げる取り組みを行っていきます。
＊モビリティマネジメント…渋滞や環境、個人の健康などの問題に配慮して、過度
に自動車に頼る状態から公共交通や自転車などをかしこく使う方向へと自発的に
転換することを促す、一般の人々やさまざまな組織・地域を対象とするコミュニ
ケーションを中心とした持続的な取り組みのことです。
<事業主体>

市民・地域

○ ○ ○ ○ ○

伊賀市 鉄道
事業者

バス
事業者

タクシー
事業者

企業等
関係団体

バス

鉄道

交通手段を総動員し、市民や来訪者の移動手段を確保
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現
在
の
路
線
バ
ス
は
、
昔
に
比
べ
て
車

内
の
段
差
が
減
り
、
安
全
装
置
も
改
良
さ

れ
て
い
ま
す
。
交
通
系
IC
カ
ー
ド
も
利
用

で
き
、
今
年
４
月
か
ら
は
伊
賀
地
域
の
路

線
に
バ
ス
の
現
在
地
が
わ
か
る
「
バ
ス
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
し
ま
し

た
。
ま
た
、
伊
賀
管
内
の
す
べ
て
の
車
両

に
「
抗
菌
・
抗
ウ
イ
ル
ス
加
工
」
を
施
工

済
み
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
安
心
し
て
ご
利

用
い
た
だ
け
る
よ
う
安
全
運
行
に
つ
と
め

て
い
き
ま
す
。

◆
さ
ま
ざ
ま
な
移
動
手
段
を
総
動
員

　
市
内
に
は
、
伊
賀
鉄
道
、
近
鉄
大
阪
線
、

Ｊ
Ｒ
関
西
本
線
・
草
津
線
な
ど
の
鉄
道
、

三
重
交
通
の
路
線
バ
ス
、
行
政
バ
ス
や
地

域
運
行
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
公
共
交

通
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
ス
ク
ー
ル

バ
ス
や
福
祉
有
償
運
送
、
各
施
設
の
送
迎

バ
ス
な
ど
公
共
交
通
を
補
完
す
る
移
動
手

段
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
交
通
手
段
を
総
動
員
し
、
市

民
や
来
訪
者
の
移
動
手
段
を
確
保
し
ま
す
。

◆
計
画
案
へ
の

　パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集

　
現
在
、
計
画
案
に
対
す
る
意
見
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
こ
の
特
集
に
記
載
し
た
内

容
の
ほ
か
、数
値
目
標
や
事
業
内
容
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
閲
覧
場
所
に
あ
る
冊

子
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
計
画
案
で
は
、
も
し
伊
賀
鉄
道
と
バ
ス

が
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
、
医
療
や

福
祉
、
教
育
の
分
野
で
代
替
す
る
施
策
を

実
施
す
る
場
合
、
費
用
は
ど
れ
だ
け
か
か

る
の
か
、
現
状
の
公
共
交
通
に
関
す
る
財

政
支
出
と
比
較
し
た
「
ク
ロ
ス
セ
ク
タ
ー

効
果
」
を
算
出
し
、
記
載
し
て
い
ま
す
。

【
閲
覧
場
所
】

○
交
通
政
策
課

○
各
支
所
振
興
課

○
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

○
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

【
募
集
期
限
】

12
月
25
日
㈮
　※

必
着

【
提
出
方
法
】

　
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
件
名
（
地

域
公
共
交
通
計
画
中
間
案
・
該
当
箇
所
と

そ
れ
に
対
す
る
意
見
を
明
記
の
上
、
提
出

先
ま
で
。

　
持
参
の
場
合
、
各
支
所
振
興
課
で
も
受

け
付
け
ま
す
。

【
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　
交
通
政
策
課

　
☎ 

２２
・
９
６
６
３
　℻ 

２２
・
９
６
９
４

　
　

koutsuu@
city.iga.lg.jp

◆
事
業
内
容
・
事
業
主
体

　
目
標
達
成
の
た
め
に
、
24
の
事
業
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
ひ
と
つ
の
事
業
に
は
、

だ
れ
が
・
い
つ
ま
で
に
・
何
を
実
施
す
る
の
か
決
め
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

　
市
内
の
公
共
交
通
の
中
心
と
な
る
伊
賀
鉄
道
㈱
と
三
重
交
通
㈱
の
担
当
者
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
で
す
。
二
人
は
計
画
策
定
の
た
め
の
協
議
会
の
委
員
で
も
あ
り
ま
す
。

三重交通㈱
伊賀営業所長
川端 邦裕さん

　
市
民
の
皆
さ
ん
や
、
観
光
や
仕
事
で
伊

賀
市
を
訪
れ
る
皆
さ
ん
に
選
ん
で
い
た
だ

け
る
交
通
手
段
と
な
れ
る
よ
う
、
伊
賀
線

の
安
全
・
安
心
な
輸
送
の
確
保
と
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
輸
送
人

員
は
年
々
減
少
し
、
運
営
赤
字
も
拡
大
し

て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
状
況
改
善

は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
幅
広
い

皆
さ
ん
の
応
援
を
糧
に
、
こ
れ
か
ら
も

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

伊賀鉄道㈱
鉄道営業部長
藤巻　 恵さん

事業5  地域の実情に応じた交通手段の検討
　現在市内のバスは、決まった時間に決まったルートを走る「定時定路線型」が基本となって
いますが、今後は地域の実情に応じて、デマンド運行＊などの導入について調査・検討してい
きます。
＊デマンド運行とは、利用者からの予約（需要）に応じて出発点と目的地を最短ルートで結ぶ
など、柔軟に運行する形態です。

<事業主体>
市民・地域

○ ○ ○ ○ ○

伊賀市 鉄道
事業者

バス
事業者

タクシー
事業者

企業等
関係団体

事業10  乗り継ぎしやすいダイヤ設定と周知
　伊賀神戸駅での伊賀鉄道と近鉄大阪線の乗り継ぎと、伊賀上野駅での伊賀鉄道とＪＲ関西本
線の乗り継ぎは、一部の時間帯では、単線であることなどを理由に利用者ニーズに応えられて
いません。そのため、乗務員などからの定期的な情報収集や利用者調査などを行い、具体的な
乗り換え要望を確認し、乗り継ぎしやすいダイヤへ修正を図っていきます。また、乗り継ぎ時
刻表を作成するなど、乗り継ぎのしやすさの周知を図っていきます。

<事業主体> 市民・地域

○ ○ ○

伊賀市 鉄道
事業者

バス
事業者

タクシー
事業者

企業等
関係団体

事業11  施設と連携したバス待合環境乗り継ぎ改善
　バス停が近くにある公共施設、医療施設、商業施設、鉄道駅などの施設内に、公
共交通の路線図や時刻表などを掲示するとともに、施設内でバスの到着が確認でき
るようにするなど、施設と連携した待合環境の改善を図ります。また、施設出入口
近くへのバス停配置に努めます。

<事業主体>
市民・地域

○ ○ ○ ○ ○

伊賀市 鉄道
事業者

バス
事業者

タクシー
事業者

企業等
関係団体

事業21  高校生の通学交通を対象としたモビリティマネジメント＊の展開
　伊賀鉄道の主要な利用者は高校生ですが、通学定期の利用者は年々減少していま
す。中には自家用車の送迎で高校に通う人もいます。
　そこで、市内の高校に通学する生徒や、中学３年生を対象に、時刻表や路線図、
公共交通のメリットを伝えるチラシを配布するなど高校生の通学の公共交通利用促
進に取り組みます。
　また、各学校と連携し、公共交通を盛り上げる取り組みを行っていきます。
＊モビリティマネジメント…渋滞や環境、個人の健康などの問題に配慮して、過度
に自動車に頼る状態から公共交通や自転車などをかしこく使う方向へと自発的に
転換することを促す、一般の人々やさまざまな組織・地域を対象とするコミュニ
ケーションを中心とした持続的な取り組みのことです。
<事業主体>

市民・地域

○ ○ ○ ○ ○

伊賀市 鉄道
事業者

バス
事業者

タクシー
事業者

企業等
関係団体

バス

鉄道

交通手段を総動員し、市民や来訪者の移動手段を確保

9 2020.12



■
上
野
図
書
館
・
各
図
書
室

　
12
月
28
日
㈪
〜
1
月
５
日
㈫

　
⇩
休
館

※
島
ヶ
原
図
書
室
の
み

　
12
月
29
日
㈫
〜
1
月
4
日
㈪

　
⇩
休
館

【
問
い
合
わ
せ
】

○
上
野
図
書
館

　
☎
21
・
６
８
６
８

　
℻  
21
・
８
９
９
９

○
各
図
書
室

■
年
末
年
始
の
資
源
・ご

み
の
持
ち
込
み

　

処
理
施
設
へ
直
接
持
ち
込
む
場
合

は
、
必
ず
分
別
し
て
受
付
時
間
内
に
搬

入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
年
末
年
始
の
ご
み
収
集
は
、
伊
賀
北

部
地
区
は
「
資
源
・
ご
み
収
集
カ
レ

ン
ダ
ー
」、
伊
賀
南
部
地
区
は
「
ご

み
収
集
日
程
表
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
地
域
美
化
活
動
に
伴
う
減
免
申
請

は
、
事
前
申
請
が
必
要
で
す
。

▼
伊
賀
北
部
地
区
（
上
野
・
伊
賀
・　

　
島
ヶ
原
・
阿
山
・
大
山
田
）

○
可
燃
ご
み
、
硬
プ
ラ
・
革
製
品
類
、

容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、び
ん
類
、

金
属
類
、
埋
立
ご
み
、
紙
・
布
類
、

粗
大
ご
み　
な
ど

【
受
付
日
】

　
年
末
：
12
月
30
日
㈬
ま
で　

　
年
始
：
1
月
4
日
㈪
か
ら　

※
日
曜
日
、
祝
日
は
休
場

【
受
付
時
間
】

　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分

【
手
数
料
】

　
50
㎏
以
下
５
０
０
円

※
50
㎏
を
超
え
る
場
合
は
、
50
㎏
ご
と

に
５
０
０
円
を
加
算

【
持
込
先
】

　
さ
く
ら
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

　
（
治
田
３
５
４
７
―
13
）

○
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
土
、
瓦
、
ブ
ロ
ッ

ク
、
レ
ン
ガ
、
タ
イ
ル　
な
ど

【
受
付
日
】

　
年
末
：
12
月
28
日
㈪
ま
で

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
休
場
。

　
年
始
：
1
月
４
日
㈪
か
ら

【
受
付
時
間
】　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

【
手
数
料
】

　
搬
入
車
両
の
最
大
積
載
量
１
０
０
㎏

に
つ
き
５
０
０
円
を
乗
じ
た
額

※
２
ｔ
車
以
下
に
限
り
ま
す
。

※
１
０
０
㎏
未
満
は
１
０
０
㎏
と
し

ま
す
。

【
持
込
先
】

　
不
燃
物
処
理
場

　
（
西
高
倉
４
６
３
１
）

　
☎
23
・
８
９
９
１

【
問
い
合
わ
せ
】

○
さ
く
ら
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

　
☎
20
・
９
２
７
２

　
℻  
20
・
２
５
７
５　

○
各
支
所
振
興
課

　
（
上
野
・
青
山
支
所
を
除
く
。）

▼
伊
賀
南
部
地
区　
（
青
山
）

○
燃
や
す
ご
み
、
燃
や
さ
な
い
ご
み
、

容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、資
源（
び

ん
類
、
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
古
紙・

古
布
な
ど
）、
粗
大
ご
み　
な
ど

【
受
付
日
】

　
年
末
：
12
月
29
日
㈫
ま
で

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
休
場
。

　
（
12
月
20
日
㈰
は
受
け
付
け
ま
す
。）

　
年
始
：
1
月
４
日
㈪
か
ら

【
受
付
時
間
】

　
午
前
8
時
30
分
〜
正
午
、

　
午
後
1
時
〜
4
時
30
分

【
手
数
料
】

　
10
㎏
ご
と
に
１
２
０
円

※
資
源
は
無
料
で
す
。

【
持
込
先
】　

　
伊
賀
南
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
（
奥
鹿
野
１
９
９
０
）

　
☎
53
・
１
１
２
０

【
問
い
合
わ
せ
】

○
伊
賀
南
部
環
境
衛
生
組
合

　
☎
53
・
１
１
２
０

○
青
山
支
所
振
興
課

■
住
民
票
の
写
し
・

印
鑑
登
録
証
明
書
等
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付

　
12
月
29
日
㈫
〜
１
月
３
日
㈰

　
⇩
休
止

【
問
い
合
わ
せ
】　
戸
籍
住
民
課

　
☎
22
・
９
６
４
５

　
℻  
22
・
９
６
４
３

■
伊
賀
市
応
急
診
療
所

【
所
在
地
】　
上
野
桑
町
１
６
１
５

【
診
療
科
目
】　
一
般
診
療
・
小
児
科

【
診
療
時
間
】

◆
12
月
29
日
㈫
・
１
月
４
日
㈪

　
午
後
８
時
〜
11
時

◆
12
月
30
日
㈬
〜
１
月
３
日
㈰

○
午
前
９
時
〜
正
午

○
午
後
２
時
〜
５
時

○
午
後
８
時
〜
11
時

※
受
付
時
間
は
、
診
察
終
了
時
刻
の

30
分
前
ま
で
で
す
。

※
外
来
患
者
の
密
集
を
避
け
る
た

め
、
駐
車
場
に
受
付
を
設
置
し
て

い
ま
す
。

※
健
康
保
険
証
・
各
種
受
給
者
証
・

お
薬
手
帳
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
伊
賀
市
応
急
診
療
所

　
☎
22
・
９
９
９
０

■
伊
賀
市
救
急
・
健
康
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
24

　
☎
０
１
２
０
・
４
１
９
９
・
２
２

　
医
師
、
看
護
師
な
ど
が
24
時
間
年

中
無
休
で
、
救
急
医
療
や
応
急
処
置

な
ど
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
通
話
料
、
相
談
料
は
無
料
で
す
。

■
国
民
健
康
保
険
診
療
所

　
阿
波
診
療
所
・
霧
生
診
療
所

　
12
月
29
日
㈫
〜
1
月
３
日
㈰

　
⇩
休
診

【
問
い
合
わ
せ
】　
保
険
年
金
課

　
☎
22
・
９
６
５
９

　
℻  
26
・
０
１
５
１

■
二
次
救
急
実
施
病
院

【
診
療
時
間
】

　
午
前
8
時
45
分
〜
翌
日
午
前
8
時

45
分

※
岡
波
総
合
病
院
は
午
前
9
時
〜
翌

日
8
時
45
分

※
1
月
4
日
㈪
は
午
後
５
時
〜
翌
日

午
前
９
時

◆
12
月
29
日
㈫

　
上
野
総
合
市
民
病
院

◆
12
月
30
日
㈬　
岡
波
総
合
病
院

◆
12
月
31
日
㈭　
名
張
市
立
病
院

◆
１
月
１
日（
金
・
祝
）

　
上
野
総
合
市
民
病
院

◆
１
月
２
日
㈯　
名
張
市
立
病
院

◆
１
月
３
日
㈰　
名
張
市
立
病
院

◆
１
月
４
日
㈪　
岡
波
総
合
病
院

【
問
い
合
わ
せ
】　
医
療
福
祉
政
策
課

　
☎
22
・
９
７
０
５

　
℻  
22
・
９
６
７
３

■
市
内
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
・

　
行
政
バ
ス
の
運
行

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス「
に
ん
ま
る
」

　
12
月
29
日
㈫
〜
１
月
３
日
㈰

　
⇩
通
常
ダ
イ
ヤ
で
運
行

○
比
自
岐
コ
ス
モ
ス
号

○
い
が
ま
ち
行
政
サ
ー
ビ
ス
巡
回
車

○
島
ヶ
原
行
政
サ
ー
ビ
ス
巡
回
車

○
阿
山
行
政
サ
ー
ビ
ス
巡
回
車

○
大
山
田
行
政
サ
ー
ビ
ス
巡
回
車

　
12
月
29
日
㈫
〜
１
月
３
日
㈰

　
⇩
運
休

○
青
山
行
政
バ
ス

　
12
月
29
日
㈫
〜
31
日
㈭

　
⇩
土
曜
ダ
イ
ヤ
で
運
行

　
１
月
１
日（
金
・
祝
）
〜
３
日
㈰

　
⇩
運
休

【
問
い
合
わ
せ
】

○
交
通
政
策
課

　
☎
22
・
９
６
６
３

　
℻  
22
・
９
６
９
４

○
三
重
交
通
㈱　
☎
66
・
３
７
１
５

○
各
支
所
振
興
課

　
（
上
野
支
所
を
除
く
。）

■
歯
科
診
療

【
診
療
時
間
】

　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

◆
12
月
30
日
㈬　
冨
嶋
歯
科
医
院

　
（
阿
保
２
１
５
―
２
）

　
☎
52
・
０
１
２
９

◆
12
月
31
日
㈭　
中
川
歯
科
医
院

　
（
上
野
小
玉
町
３
０
６
８
）

　
☎
21
・
０
３
３
４

◆
１
月
２
日
㈯　
服
部
歯
科
医
院

　
（
佐
那
具
町
６
４
０
）

　
☎
23
・
３
１
３
０

◆
１
月
３
日
㈰　
ば
ん
ば
歯
科
医
院

　
（
新
堂
１
２
７
６
―
1
）

　
☎
45
・
１
０
０
８

※
事
前
に
電
話
で
確
認
し
、
健
康
保

険
証
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
1
月
1
日（
金
・
祝
）は
診
療
を
行
い

ま
せ
ん
の
で
救
急
医
療
情
報
セ

ン
タ
ー
（
☎
０
５
９
・
２
２
９
・

１
１
９
９
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

年
末
年
始
の
お
知
ら
せ

市
の
施
設
は
一
部
を
除
き
、
12
月
29
日
㈫
か
ら
１
月
３
日
㈰
ま
で
閉
庁
し
ま
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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■
上
野
図
書
館
・
各
図
書
室

　
12
月
28
日
㈪
〜
1
月
５
日
㈫

　
⇩
休
館

※
島
ヶ
原
図
書
室
の
み

　
12
月
29
日
㈫
〜
1
月
4
日
㈪

　
⇩
休
館

【
問
い
合
わ
せ
】

○
上
野
図
書
館

　
☎
21
・
６
８
６
８

　
℻  
21
・
８
９
９
９

○
各
図
書
室

■
年
末
年
始
の
資
源
・ご

み
の
持
ち
込
み

　

処
理
施
設
へ
直
接
持
ち
込
む
場
合

は
、
必
ず
分
別
し
て
受
付
時
間
内
に
搬

入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
年
末
年
始
の
ご
み
収
集
は
、
伊
賀
北

部
地
区
は
「
資
源
・
ご
み
収
集
カ
レ

ン
ダ
ー
」、
伊
賀
南
部
地
区
は
「
ご

み
収
集
日
程
表
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
地
域
美
化
活
動
に
伴
う
減
免
申
請

は
、
事
前
申
請
が
必
要
で
す
。

▼
伊
賀
北
部
地
区
（
上
野
・
伊
賀
・　

　
島
ヶ
原
・
阿
山
・
大
山
田
）

○
可
燃
ご
み
、
硬
プ
ラ
・
革
製
品
類
、

容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、び
ん
類
、

金
属
類
、
埋
立
ご
み
、
紙
・
布
類
、

粗
大
ご
み　
な
ど

【
受
付
日
】

　
年
末
：
12
月
30
日
㈬
ま
で　

　
年
始
：
1
月
4
日
㈪
か
ら　

※
日
曜
日
、
祝
日
は
休
場

【
受
付
時
間
】

　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分

【
手
数
料
】

　
50
㎏
以
下
５
０
０
円

※
50
㎏
を
超
え
る
場
合
は
、
50
㎏
ご
と

に
５
０
０
円
を
加
算

【
持
込
先
】

　
さ
く
ら
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

　
（
治
田
３
５
４
７
―
13
）

○
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
土
、
瓦
、
ブ
ロ
ッ

ク
、
レ
ン
ガ
、
タ
イ
ル　
な
ど

【
受
付
日
】

　
年
末
：
12
月
28
日
㈪
ま
で

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
休
場
。

　
年
始
：
1
月
４
日
㈪
か
ら

【
受
付
時
間
】　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

【
手
数
料
】

　
搬
入
車
両
の
最
大
積
載
量
１
０
０
㎏

に
つ
き
５
０
０
円
を
乗
じ
た
額

※
２
ｔ
車
以
下
に
限
り
ま
す
。

※
１
０
０
㎏
未
満
は
１
０
０
㎏
と
し

ま
す
。

【
持
込
先
】

　
不
燃
物
処
理
場

　
（
西
高
倉
４
６
３
１
）

　
☎
23
・
８
９
９
１

【
問
い
合
わ
せ
】

○
さ
く
ら
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

　
☎
20
・
９
２
７
２

　
℻  
20
・
２
５
７
５　

○
各
支
所
振
興
課

　
（
上
野
・
青
山
支
所
を
除
く
。）

▼
伊
賀
南
部
地
区　
（
青
山
）

○
燃
や
す
ご
み
、
燃
や
さ
な
い
ご
み
、

容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、資
源（
び

ん
類
、
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
古
紙・

古
布
な
ど
）、
粗
大
ご
み　
な
ど

【
受
付
日
】

　
年
末
：
12
月
29
日
㈫
ま
で

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
休
場
。

　
（
12
月
20
日
㈰
は
受
け
付
け
ま
す
。）

　
年
始
：
1
月
４
日
㈪
か
ら

【
受
付
時
間
】

　
午
前
8
時
30
分
〜
正
午
、

　
午
後
1
時
〜
4
時
30
分

【
手
数
料
】

　
10
㎏
ご
と
に
１
２
０
円

※
資
源
は
無
料
で
す
。

【
持
込
先
】　

　
伊
賀
南
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
（
奥
鹿
野
１
９
９
０
）

　
☎
53
・
１
１
２
０

【
問
い
合
わ
せ
】

○
伊
賀
南
部
環
境
衛
生
組
合

　
☎
53
・
１
１
２
０

○
青
山
支
所
振
興
課

■
住
民
票
の
写
し
・

印
鑑
登
録
証
明
書
等
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付

　
12
月
29
日
㈫
〜
１
月
３
日
㈰

　
⇩
休
止

【
問
い
合
わ
せ
】　
戸
籍
住
民
課

　
☎
22
・
９
６
４
５

　
℻  
22
・
９
６
４
３

■
伊
賀
市
応
急
診
療
所

【
所
在
地
】　
上
野
桑
町
１
６
１
５

【
診
療
科
目
】　
一
般
診
療
・
小
児
科

【
診
療
時
間
】

◆
12
月
29
日
㈫
・
１
月
４
日
㈪

　
午
後
８
時
〜
11
時

◆
12
月
30
日
㈬
〜
１
月
３
日
㈰

○
午
前
９
時
〜
正
午

○
午
後
２
時
〜
５
時

○
午
後
８
時
〜
11
時

※
受
付
時
間
は
、
診
察
終
了
時
刻
の

30
分
前
ま
で
で
す
。

※
外
来
患
者
の
密
集
を
避
け
る
た

め
、
駐
車
場
に
受
付
を
設
置
し
て

い
ま
す
。

※
健
康
保
険
証
・
各
種
受
給
者
証
・

お
薬
手
帳
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
伊
賀
市
応
急
診
療
所

　
☎
22
・
９
９
９
０

■
伊
賀
市
救
急
・
健
康
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
24

　
☎
０
１
２
０
・
４
１
９
９
・
２
２

　
医
師
、
看
護
師
な
ど
が
24
時
間
年

中
無
休
で
、
救
急
医
療
や
応
急
処
置

な
ど
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
通
話
料
、
相
談
料
は
無
料
で
す
。

■
国
民
健
康
保
険
診
療
所

　
阿
波
診
療
所
・
霧
生
診
療
所

　
12
月
29
日
㈫
〜
1
月
３
日
㈰

　
⇩
休
診

【
問
い
合
わ
せ
】　
保
険
年
金
課

　
☎
22
・
９
６
５
９

　
℻  
26
・
０
１
５
１

■
二
次
救
急
実
施
病
院

【
診
療
時
間
】

　
午
前
8
時
45
分
〜
翌
日
午
前
8
時

45
分

※
岡
波
総
合
病
院
は
午
前
9
時
〜
翌

日
8
時
45
分

※
1
月
4
日
㈪
は
午
後
５
時
〜
翌
日

午
前
９
時

◆
12
月
29
日
㈫

　
上
野
総
合
市
民
病
院

◆
12
月
30
日
㈬　
岡
波
総
合
病
院

◆
12
月
31
日
㈭　
名
張
市
立
病
院

◆
１
月
１
日（
金
・
祝
）

　
上
野
総
合
市
民
病
院

◆
１
月
２
日
㈯　
名
張
市
立
病
院

◆
１
月
３
日
㈰　
名
張
市
立
病
院

◆
１
月
４
日
㈪　
岡
波
総
合
病
院

【
問
い
合
わ
せ
】　
医
療
福
祉
政
策
課

　
☎
22
・
９
７
０
５

　
℻  
22
・
９
６
７
３

■
市
内
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
・

　
行
政
バ
ス
の
運
行

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス「
に
ん
ま
る
」

　
12
月
29
日
㈫
〜
１
月
３
日
㈰

　
⇩
通
常
ダ
イ
ヤ
で
運
行

○
比
自
岐
コ
ス
モ
ス
号

○
い
が
ま
ち
行
政
サ
ー
ビ
ス
巡
回
車

○
島
ヶ
原
行
政
サ
ー
ビ
ス
巡
回
車

○
阿
山
行
政
サ
ー
ビ
ス
巡
回
車

○
大
山
田
行
政
サ
ー
ビ
ス
巡
回
車

　
12
月
29
日
㈫
〜
１
月
３
日
㈰

　
⇩
運
休

○
青
山
行
政
バ
ス

　
12
月
29
日
㈫
〜
31
日
㈭

　
⇩
土
曜
ダ
イ
ヤ
で
運
行

　
１
月
１
日（
金
・
祝
）
〜
３
日
㈰

　
⇩
運
休

【
問
い
合
わ
せ
】

○
交
通
政
策
課

　
☎
22
・
９
６
６
３

　
℻  
22
・
９
６
９
４

○
三
重
交
通
㈱　
☎
66
・
３
７
１
５

○
各
支
所
振
興
課

　
（
上
野
支
所
を
除
く
。）

■
歯
科
診
療

【
診
療
時
間
】

　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

◆
12
月
30
日
㈬　
冨
嶋
歯
科
医
院

　
（
阿
保
２
１
５
―
２
）

　
☎
52
・
０
１
２
９

◆
12
月
31
日
㈭　
中
川
歯
科
医
院

　
（
上
野
小
玉
町
３
０
６
８
）

　
☎
21
・
０
３
３
４

◆
１
月
２
日
㈯　
服
部
歯
科
医
院

　
（
佐
那
具
町
６
４
０
）

　
☎
23
・
３
１
３
０

◆
１
月
３
日
㈰　
ば
ん
ば
歯
科
医
院

　
（
新
堂
１
２
７
６
―
1
）

　
☎
45
・
１
０
０
８

※
事
前
に
電
話
で
確
認
し
、
健
康
保

険
証
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
1
月
1
日（
金
・
祝
）は
診
療
を
行
い

ま
せ
ん
の
で
救
急
医
療
情
報
セ

ン
タ
ー
（
☎
０
５
９
・
２
２
９
・

１
１
９
９
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

年
末
年
始
の
お
知
ら
せ

市
の
施
設
は
一
部
を
除
き
、
12
月
29
日
㈫
か
ら
１
月
３
日
㈰
ま
で
閉
庁
し
ま
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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新
成
人
の
皆
さ
ん
の
前
途
を
祝
福
し
開
催
し
ま
す

成
人
式
の
お
知
ら
せ

トピックス

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】　
生
涯
学
習
課

　
☎
22
・
９
６
７
９　
℻  
22
・
９
６
９
２　

gakushuu@
city.iga.lg.jp

　
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
を
徹
底
し
、
時
間
を
短
縮
し
て
開

催
し
ま
す
。

　
11
月
20
日
現
在
、
伊
賀
市
に
住
民
登
録

の
あ
る
人
に
は
12
月
初
旬
に
案
内
状
は
が

き
を
発
送
し
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と

し
て
、
参
加
者
の
連
絡
先
を
把
握
す
る
た

め
、
案
内
状
は
が
き
に
電
話
番
号
（
携
帯

電
話
）
を
記
入
の
上
、
当
日
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

　
伊
賀
市
出
身
の
人
で
、
現
在
、
就
学
や

就
職
な
ど
で
転
出
し
て
い
る
人
も
出
席
で

き
ま
す
が
、
案
内
状
は
が
き
は
届
き
ま
せ

ん
の
で
、
当
日
受
付
で
本
人
（
年
齢
）
確

認
書
類
（
健
康
保
険
証
、
運
転
免
許
証
な

ど
）を
提
示
し
て
受
付
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
状
況
に
よ
っ
て
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
成
人
式
に
関
す

る
情
報
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
必
ず
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

【
と　
き
】

　
１
月
10
日
㈰　
午
後
１
時
〜

　
（
受
付
：
午
後
０
時
30
分
〜
）　

※
時
間
は
40
分
程
度
で
す
。

※
入
場
前
に
検
温
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

早
め
に
来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

※
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
い
な
い
人
は
入
場

で
き
ま
せ
ん
。

【
と
こ
ろ
】

　
基
本
的
に
卒
業
し
た
学
校
区
の
会
場
へ

出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

　
私
立
学
校
卒
業
生
や
転
入
の
人
は
、
現

在
の
居
住
地
ま
た
は
勤
務
地
域
の
学
校
区

の
会
場
へ
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

○
崇
広
中
学
校
区

　
崇
広
中
学
校
体
育
館

○
緑
ケ
丘
中
学
校
区

　
緑
ケ
丘
中
学
校
体
育
館

○
城
東
中
学
校
区

　
城
東
中
学
校
体
育
館

○
上
野
南
中
学
校
区

　
上
野
南
中
学
校
体
育
館

○
柘
植･

霊
峰
中
学
校
区

　
い
が
ま
ち
公
民
館　
ホ
ー
ル

○
島
ヶ
原
中
学
校
区

　
島
ヶ
原
温
泉
や
ぶ
っ
ち
ゃ
の
湯

　
多
目
的
ホ
ー
ル

○
阿
山
中
学
校
区

　
あ
や
ま
文
化
セ
ン
タ
ー

　
さ
ん
さ
ん
ホ
ー
ル

○
大
山
田
中
学
校
区

　
大
山
田
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

　
ど
ん
ぐ
り
ホ
ー
ル

○
青
山
中
学
校
区　
青
山
ホ
ー
ル

【
対
象
者
】

　
平
成
12
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
13
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

※
対
象
者
以
外
の
人
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
。※写真は昨年度の成人式の様子

トピックス

大切な家族や自分自身の健康のために…

予防接種を受け忘れていませんか？

【問い合わせ】　健康推進課
　☎ 22-9653　℻   22-9666　 kenkousuishin@city.iga.lg.jp高齢者乳幼児

　予防接種はなるべく早めに受けましょう。受け忘れがないか、子どもは母子健康手帳、高齢者は案内はがきを確
認してください。
【接種場所】　医療機関（市内・市外）

※対象年齢以外の場合は自費となります。
※必ず医療機関で予約をしてから接種してください。

※県外で接種する人は健康推進課までご連絡ください。

予防接種名 回　数 対象年齢

ロタウイルス ２～３回
１価 (ロタリックス )：生後６週～ 24週
５価 (ロタテック )：生後６週～ 32週
※１回目の接種は、生後14週６日までに行うことが推奨されています。

ヒブ １～４回
生後２カ月～５歳未満

肺炎球菌 １～４回
Ｂ型肝炎 ３回 １歳未満
四種混合
（ジフテリア・百日咳・破傷風・
ポリオ）

４回
生後３カ月～７歳６カ月未満
※すでに三種混合ワクチン（４回）と、生ポリオワクチン（２回）また
は不活化ポリオワクチン（４回）を接種している人は接種不要。

ＢＣＧ １回 １歳未満

麻しん・風しん混合（ＭＲ）
１回 １期：１歳～２歳未満

※麻しんと風しんの単体ワクチンを１回ずつ接種している人は接種不要。
１回 ２期：平成 26年４月２日～平成 27年４月１日生まれ（年長児）

水痘（水ぼうそう） ２回 １歳～３歳未満
※水ぼうそうにかかったことのある人は接種不要。

日本脳炎 ４回 １期（３回）：３歳～７歳６カ月未満
２期（１回）：９歳～ 13歳未満

二種混合（ＤＴ） １回 11歳～ 13歳未満

子宮頸がん ３回
小学６年生（12歳相当）～高校１年生（16歳相当）の女子
※積極的には接種をお勧めしていませんが、有効性とリスクを理解し
た上で希望する人は接種することができます。

【接種期限】　3月 31日㈬
【対象者】　①②のいずれかに該当する人のうち、過去
に肺炎球菌の予防接種を受けたことがない人。
①今年度 65歳になる人（昭和 30年４月２日～昭和
31年４月１日生まれの人）

②接種時点で 60歳以上 65歳未満で、心臓・腎臓・
呼吸器の機能障害またはヒト免疫不全ウイルスによ
る免疫機能障害で身体障害者手帳 1級の人

※対象者に案内はがきを送付しています。

【接種回数】　１回
【費　用】　3,000 円
【対象者以外の人への助成】
　今年度に 70歳・75歳・80歳・85歳・90歳・95歳・
100 歳になる人で、過去に一度も肺炎球菌ワクチン
を接種していない人は接種費用の一部助成を受けるこ
とができます。
【注意事項】　市外・県外で接種する人は予診票を渡し
ますので、健康推進課までご連絡ください。

高齢者肺炎球菌

乳幼児定期予防接種
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新
成
人
の
皆
さ
ん
の
前
途
を
祝
福
し
開
催
し
ま
す

成
人
式
の
お
知
ら
せ

トピックス

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】　
生
涯
学
習
課

　
☎
22
・
９
６
７
９　
℻  
22
・
９
６
９
２　

gakushuu@
city.iga.lg.jp

　
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
を
徹
底
し
、
時
間
を
短
縮
し
て
開

催
し
ま
す
。

　
11
月
20
日
現
在
、
伊
賀
市
に
住
民
登
録

の
あ
る
人
に
は
12
月
初
旬
に
案
内
状
は
が

き
を
発
送
し
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と

し
て
、
参
加
者
の
連
絡
先
を
把
握
す
る
た

め
、
案
内
状
は
が
き
に
電
話
番
号
（
携
帯

電
話
）
を
記
入
の
上
、
当
日
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

　
伊
賀
市
出
身
の
人
で
、
現
在
、
就
学
や

就
職
な
ど
で
転
出
し
て
い
る
人
も
出
席
で

き
ま
す
が
、
案
内
状
は
が
き
は
届
き
ま
せ

ん
の
で
、
当
日
受
付
で
本
人
（
年
齢
）
確

認
書
類
（
健
康
保
険
証
、
運
転
免
許
証
な

ど
）を
提
示
し
て
受
付
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
状
況
に
よ
っ
て
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
成
人
式
に
関
す

る
情
報
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
必
ず
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

【
と　
き
】

　
１
月
10
日
㈰　
午
後
１
時
〜

　
（
受
付
：
午
後
０
時
30
分
〜
）　

※
時
間
は
40
分
程
度
で
す
。

※
入
場
前
に
検
温
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

早
め
に
来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

※
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
い
な
い
人
は
入
場

で
き
ま
せ
ん
。

【
と
こ
ろ
】

　
基
本
的
に
卒
業
し
た
学
校
区
の
会
場
へ

出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

　
私
立
学
校
卒
業
生
や
転
入
の
人
は
、
現

在
の
居
住
地
ま
た
は
勤
務
地
域
の
学
校
区

の
会
場
へ
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

○
崇
広
中
学
校
区

　
崇
広
中
学
校
体
育
館

○
緑
ケ
丘
中
学
校
区

　
緑
ケ
丘
中
学
校
体
育
館

○
城
東
中
学
校
区

　
城
東
中
学
校
体
育
館

○
上
野
南
中
学
校
区

　
上
野
南
中
学
校
体
育
館

○
柘
植･

霊
峰
中
学
校
区

　
い
が
ま
ち
公
民
館　
ホ
ー
ル

○
島
ヶ
原
中
学
校
区

　
島
ヶ
原
温
泉
や
ぶ
っ
ち
ゃ
の
湯

　
多
目
的
ホ
ー
ル

○
阿
山
中
学
校
区

　
あ
や
ま
文
化
セ
ン
タ
ー

　
さ
ん
さ
ん
ホ
ー
ル

○
大
山
田
中
学
校
区

　
大
山
田
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

　
ど
ん
ぐ
り
ホ
ー
ル

○
青
山
中
学
校
区　
青
山
ホ
ー
ル

【
対
象
者
】

　
平
成
12
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
13
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

※
対
象
者
以
外
の
人
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
。※写真は昨年度の成人式の様子

トピックス

大切な家族や自分自身の健康のために…

予防接種を受け忘れていませんか？

【問い合わせ】　健康推進課
　☎ 22-9653　℻   22-9666　 kenkousuishin@city.iga.lg.jp高齢者乳幼児

　予防接種はなるべく早めに受けましょう。受け忘れがないか、子どもは母子健康手帳、高齢者は案内はがきを確
認してください。
【接種場所】　医療機関（市内・市外）

※対象年齢以外の場合は自費となります。
※必ず医療機関で予約をしてから接種してください。

※県外で接種する人は健康推進課までご連絡ください。

予防接種名 回　数 対象年齢

ロタウイルス ２～３回
１価 (ロタリックス )：生後６週～ 24週
５価 (ロタテック )：生後６週～ 32週
※１回目の接種は、生後14週６日までに行うことが推奨されています。

ヒブ １～４回
生後２カ月～５歳未満

肺炎球菌 １～４回
Ｂ型肝炎 ３回 １歳未満
四種混合
（ジフテリア・百日咳・破傷風・
ポリオ）

４回
生後３カ月～７歳６カ月未満
※すでに三種混合ワクチン（４回）と、生ポリオワクチン（２回）また
は不活化ポリオワクチン（４回）を接種している人は接種不要。

ＢＣＧ １回 １歳未満

麻しん・風しん混合（ＭＲ）
１回 １期：１歳～２歳未満

※麻しんと風しんの単体ワクチンを１回ずつ接種している人は接種不要。
１回 ２期：平成 26年４月２日～平成 27年４月１日生まれ（年長児）

水痘（水ぼうそう） ２回 １歳～３歳未満
※水ぼうそうにかかったことのある人は接種不要。

日本脳炎 ４回 １期（３回）：３歳～７歳６カ月未満
２期（１回）：９歳～ 13歳未満

二種混合（ＤＴ） １回 11歳～ 13歳未満

子宮頸がん ３回
小学６年生（12歳相当）～高校１年生（16歳相当）の女子
※積極的には接種をお勧めしていませんが、有効性とリスクを理解し
た上で希望する人は接種することができます。

【接種期限】　3月 31日㈬
【対象者】　①②のいずれかに該当する人のうち、過去
に肺炎球菌の予防接種を受けたことがない人。
①今年度 65歳になる人（昭和 30年４月２日～昭和
31年４月１日生まれの人）
②接種時点で 60歳以上 65歳未満で、心臓・腎臓・
呼吸器の機能障害またはヒト免疫不全ウイルスによ
る免疫機能障害で身体障害者手帳 1級の人
※対象者に案内はがきを送付しています。

【接種回数】　１回
【費　用】　3,000 円
【対象者以外の人への助成】
　今年度に 70歳・75歳・80歳・85歳・90歳・95歳・
100 歳になる人で、過去に一度も肺炎球菌ワクチン
を接種していない人は接種費用の一部助成を受けるこ
とができます。
【注意事項】　市外・県外で接種する人は予診票を渡し
ますので、健康推進課までご連絡ください。

高齢者肺炎球菌

乳幼児定期予防接種
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　障害者週間は、障がいのある人たちの社会参加を推進し、障がいへの理解と関心を深めるための週間です。障がい
のある人にどのような配慮や支援が必要なのかを知り、「誰もが心地よく安心して暮らせるまち」をつくりましょう。

【問い合わせ】　障がい福祉課
　☎ 22-9657　℻   22-9662
　 shougai@city.iga.lg.jp

障がい者福祉に関する相談窓口 伊賀市障害者福祉連盟の
加入者を募集しています◆伊賀市障がい者相談支援センター（本庁舎 1階）

　☎  26-7725　℻  24-7511　 iga-syougai1@ict.jp
　市が設置している相談窓口で、障害者手帳のあるなしに関わら
ず、障がいのある人やその家族からの障がい福祉サービスの利用
や困りごとについて相談に応じます。

◆伊賀市障がい者相談員
　市の委嘱で活動している相談員です。自身の経験をもとにアド
バイスをします。※敬称略
【身体】　藤原　泰則（石川）・橋本　たき子（久米町）・
　　　　赤井　聖功（阿保）・浜口　恵美子（緑ケ丘本町）・　
　　　　福澤　正志（依那具）・福地　申大（富永）
【知的】　船見　泰子（緑ケ丘本町）・海野　啓子（緑ケ丘西町）・
　　　　藤島　恒久（中柘植）

　市内在住の障がいのある人やその家
族が相互の親睦を図り、障がい者共通
の問題の解決に向け、さまざまな活動
を行っている団体です。
【問い合わせ】
　伊賀市障害者福祉連盟事務局
　（伊賀市社会福祉協議会内）
　☎ 21-5866　℻  26-0002

「補助犬」を知っていますか 補助犬の種類
　盲導犬や聴導犬、介助犬など、障がいのある人を
助ける仕事をする犬を補助犬といいます。
　補助犬は、身体障害者補助犬法に基づき訓練・認
定された犬で、補助犬を活用することで障がいのあ
る人の自立と社会参加が促進されています。
　街で補助犬を見かけても、一生懸命働いている犬
が困ってしまうので、犬のからだに触ったり、声を
かけたり、食べ物をあげないようにしましょう。

◆盲導犬
目の不自由な人の歩行をサポート
する補助犬です。
例えば…
○信号を判別して知らせる
○指示された方向へ誘導する
○階段やエスカレーターなどの段差を知らせる　など

◆聴導犬
耳の聞こえにくい人に家の中での
音や外出先で危険を知らせる音を
教える補助犬です。
例えば…
○目覚まし時計の音、ドアベルの
音、FAXや電話の音、車のクラクションなど、
生活に必要な音を知らせる。

◆介助犬
身体の不自由な人の日常生活
をサポートする補助犬です。
例えば…
○立ち上がるときの支えになる
○ドアを開ける
○車いすでの移動を補助する　など

　身体障害者補助犬
法により、補助犬の
同伴が認められてい
る施設や、同伴を認
めるように努力義務
が定められている施設があります。
○補助犬の同伴が認められている施設
　公共交通機関・郵便局・国立博物館・ホテル・デ
パート・レストランなどの公共施設など
　障がいのある人を雇用している職場や公営住宅で
は補助犬の活用が可能です。
　それ以外の民間事業者などは、努力義務とされて
います。

障がいのある人について知りましょう

12 月３日～９日は障害者週間です
トピックス トピックス

【申込先・問い合わせ】　生涯学習課
　☎22-9679　℻  22-9692　 gakushuu@city.iga.lg.jp

【と　き】　１月 23日㈯　午前 10時～正午
【ところ】　小田公民館ホール
【講　師】　伊賀上野ケーブルテレビ㈱社員
【定　員】　20人（市内在住・在勤の 18歳以上）
【申込期限】　12月 25日㈮

【と　き】　１月 24日㈰　午後１時 30分～３時
【ところ】　上野南部公民館ホール
【講　師】　坂口　真美さん
【定　員】　20人
【料　金】　1,500 円
【申込期限】　12月 25日㈮

【と　き】　１月 31日㈰
　　　　　午後１時 30分～３時 30分
【ところ】　三田公民館　２階ホール
【講　師】　伊賀市社会福祉協議会　平井　俊圭さん
【定　員】　20人
【申込期限】　１月 15日㈮

【と　き】　１月 30日㈯　午後１時 30分～３時
【ところ】　上野東部公民館　３階会議室
【講　師】
　伊賀市社会福祉協議会　奥田　詩織さん
【定　員】　20人（小学生５年生以上）
※小学生は保護者同伴
【申込期限】　1月 15日㈮

【と　き】　２月４日㈭　午後２時～３時
【ところ】　ゆめぽりすセンター　２階大会議室
【講　師】　楊名時太極拳師範　杉本　洋子さん
【定　員】　20人
【申込期限】　１月 20日㈬

【と　き】　２月 20日㈯
　　　　　午後１時 30分～２時 30分
【ところ】　上野東部公民館　３階会議室
【講　師】　助産師　林　みち子さん
【定　員】　20人（市内在住・在勤の 20歳以上）
【申込期限】　２月１日㈪

【と　き】　２月 21日㈰　午後１時 30分～３時
【ところ】　三田公民館　２階ホール
【講　師】　高田　恵美子さん
【定　員】　20人
【申込期限】　２月１日㈪

【申込方法】
　生涯学習課または各公民館、分館にある申込書に必
要事項を記入の上、申込先まで。
　市ホームページ、電話、ファックスでも受け付けます。
※応募者多数の場合は抽選し、結果を申込者全員に通
知します。

新たな学びを始めてみませんか

地域出前講座のご案内
はじめてのリモート講座
～Z

ズ ー ム
oomを使いこなそう～ 己

おのれ
書
しょ
講（幸）座

新型コロナウィルス感染症に
伴う偏見と差別事象

防災グッズ手作り体験

はじめての健康太極拳 心のストレッチ教室
～幸せに生きる魔法～

姿勢・骨盤矯正ストレッチ教室
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　障害者週間は、障がいのある人たちの社会参加を推進し、障がいへの理解と関心を深めるための週間です。障がい
のある人にどのような配慮や支援が必要なのかを知り、「誰もが心地よく安心して暮らせるまち」をつくりましょう。

【問い合わせ】　障がい福祉課
　☎ 22-9657　℻   22-9662
　 shougai@city.iga.lg.jp

障がい者福祉に関する相談窓口 伊賀市障害者福祉連盟の
加入者を募集しています◆伊賀市障がい者相談支援センター（本庁舎 1階）

　☎  26-7725　℻  24-7511　 iga-syougai1@ict.jp
　市が設置している相談窓口で、障害者手帳のあるなしに関わら
ず、障がいのある人やその家族からの障がい福祉サービスの利用
や困りごとについて相談に応じます。

◆伊賀市障がい者相談員
　市の委嘱で活動している相談員です。自身の経験をもとにアド
バイスをします。※敬称略
【身体】　藤原　泰則（石川）・橋本　たき子（久米町）・
　　　　赤井　聖功（阿保）・浜口　恵美子（緑ケ丘本町）・　
　　　　福澤　正志（依那具）・福地　申大（富永）
【知的】　船見　泰子（緑ケ丘本町）・海野　啓子（緑ケ丘西町）・
　　　　藤島　恒久（中柘植）

　市内在住の障がいのある人やその家
族が相互の親睦を図り、障がい者共通
の問題の解決に向け、さまざまな活動
を行っている団体です。
【問い合わせ】
　伊賀市障害者福祉連盟事務局
　（伊賀市社会福祉協議会内）
　☎ 21-5866　℻  26-0002

「補助犬」を知っていますか 補助犬の種類
　盲導犬や聴導犬、介助犬など、障がいのある人を
助ける仕事をする犬を補助犬といいます。
　補助犬は、身体障害者補助犬法に基づき訓練・認
定された犬で、補助犬を活用することで障がいのあ
る人の自立と社会参加が促進されています。
　街で補助犬を見かけても、一生懸命働いている犬
が困ってしまうので、犬のからだに触ったり、声を
かけたり、食べ物をあげないようにしましょう。

◆盲導犬
目の不自由な人の歩行をサポート
する補助犬です。
例えば…
○信号を判別して知らせる
○指示された方向へ誘導する
○階段やエスカレーターなどの段差を知らせる　など

◆聴導犬
耳の聞こえにくい人に家の中での
音や外出先で危険を知らせる音を
教える補助犬です。
例えば…
○目覚まし時計の音、ドアベルの
音、FAXや電話の音、車のクラクションなど、
生活に必要な音を知らせる。

◆介助犬
身体の不自由な人の日常生活
をサポートする補助犬です。
例えば…
○立ち上がるときの支えになる
○ドアを開ける
○車いすでの移動を補助する　など

　身体障害者補助犬
法により、補助犬の
同伴が認められてい
る施設や、同伴を認
めるように努力義務
が定められている施設があります。
○補助犬の同伴が認められている施設
　公共交通機関・郵便局・国立博物館・ホテル・デ
パート・レストランなどの公共施設など
　障がいのある人を雇用している職場や公営住宅で
は補助犬の活用が可能です。
　それ以外の民間事業者などは、努力義務とされて
います。

障がいのある人について知りましょう

12 月３日～９日は障害者週間です
トピックス トピックス

【申込先・問い合わせ】　生涯学習課
　☎22-9679　℻  22-9692　 gakushuu@city.iga.lg.jp

【と　き】　１月 23日㈯　午前 10時～正午
【ところ】　小田公民館ホール
【講　師】　伊賀上野ケーブルテレビ㈱社員
【定　員】　20人（市内在住・在勤の 18歳以上）
【申込期限】　12月 25日㈮

【と　き】　１月 24日㈰　午後１時 30分～３時
【ところ】　上野南部公民館ホール
【講　師】　坂口　真美さん
【定　員】　20人
【料　金】　1,500 円
【申込期限】　12月 25日㈮

【と　き】　１月 31日㈰
　　　　　午後１時 30分～３時 30分
【ところ】　三田公民館　２階ホール
【講　師】　伊賀市社会福祉協議会　平井　俊圭さん
【定　員】　20人
【申込期限】　１月 15日㈮

【と　き】　１月 30日㈯　午後１時 30分～３時
【ところ】　上野東部公民館　３階会議室
【講　師】
　伊賀市社会福祉協議会　奥田　詩織さん
【定　員】　20人（小学生５年生以上）
※小学生は保護者同伴
【申込期限】　1月 15日㈮

【と　き】　２月４日㈭　午後２時～３時
【ところ】　ゆめぽりすセンター　２階大会議室
【講　師】　楊名時太極拳師範　杉本　洋子さん
【定　員】　20人
【申込期限】　１月 20日㈬

【と　き】　２月 20日㈯
　　　　　午後１時 30分～２時 30分
【ところ】　上野東部公民館　３階会議室
【講　師】　助産師　林　みち子さん
【定　員】　20人（市内在住・在勤の 20歳以上）
【申込期限】　２月１日㈪

【と　き】　２月 21日㈰　午後１時 30分～３時
【ところ】　三田公民館　２階ホール
【講　師】　高田　恵美子さん
【定　員】　20人
【申込期限】　２月１日㈪

【申込方法】
　生涯学習課または各公民館、分館にある申込書に必
要事項を記入の上、申込先まで。
　市ホームページ、電話、ファックスでも受け付けます。
※応募者多数の場合は抽選し、結果を申込者全員に通
知します。

新たな学びを始めてみませんか

地域出前講座のご案内
はじめてのリモート講座
～Z

ズ ー ム
oomを使いこなそう～ 己

おのれ
書
しょ
講（幸）座

新型コロナウィルス感染症に
伴う偏見と差別事象

防災グッズ手作り体験

はじめての健康太極拳 心のストレッチ教室
～幸せに生きる魔法～

姿勢・骨盤矯正ストレッチ教室
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【
問
い
合
わ
せ
】　
環
境
政
策
課

　
☎
22
・
９
６
２
４　
℻  
22
・
９
６
４
１　

kankyou@
city.iga.lg.jp

　

市
内
の
小
・
中
学
生
を
対
象
に

環
境
保
全
啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し

た
と
こ
ろ
、
１
０
６
点
の
応
募
が
あ

り
、
選
考
会
で
優
秀
作
品
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

　
優
秀
作
品
は
今
後
啓
発
活
動
に
活

用
し
ま
す
。

　
各
賞
の
受
賞
者
を
紹
介
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

○
市
長
賞

　
青
山
中
学
校
３
年　
赤
井　
結
香

○
教
育
長
賞

　
霊
峰
中
学
校
２
年　
中
森　
結
子

○
環
境
保
全
市
民
会
議
賞

　
府
中
小
学
校
３
年　
増
井　
美
胡

○
優
秀
賞

　
上
野
北
小
学
校
２
年　
鈴
木　
莉
唯

　
上
野
西
小
学
校
４
年

　
右
色　
ダ
イ
ス
ケ

　
玉
滝
小
学
校
４
年　
小
島　
蒼
一
朗

　
府
中
小
学
校
５
年　
富
増　
結
唯

　
地
震
や
大
型
台
風
、
集
中
豪
雨
に
よ
る

風
水
害
な
ど
の
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し

た
場
合
、
大
量
に
発
生
す
る
＊
災
害
廃
棄
物

の
処
理
が
課
題
と
な
り
ま
す
。

　
今
回
は
大
規
模
災
害
に
よ
っ
て
発
生
す

る
災
害
廃
棄
物
の
出
し
方
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

＊
災
害
に
よ
り
使
用
で
き
な
く
な
っ
た
家

具
類
や
家
電
製
品
、
倒
壊
・
破
損
し
た

建
物
な
ど
の
が
れ
き
や
木
く
ず
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
塊
、
金
属
く
ず
な
ど

◆
処
理
方
法

　
地
区
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
、
地
域
で
決

め
ら
れ
た
仮
置
き
場
へ
、
で
き
る
限
り
分

別
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
緊
急
車
両
や
ご
み
収
集
車
の
通
行
の
妨

げ
に
な
り
ま
す
の
で
、
地
域
の
集
積
場
や

家
の
前
の
道
路
へ
は
置
か
な
い
で
く
だ

さ
い
。

◆
基
本
的
な
分
別

　
木
製
家
具
類
・
金
属
製
品
・
家
電
４
品

目
（
冷
蔵
庫
・
テ
レ
ビ
・
洗
濯
機
・
エ
ア

コ
ン
）・
そ
の
他
の
家
電
・
畳
・
ガ
ラ
ス

く
ず
な
ど

◆
ご
み
収
集
に
関
す
る
お
願
い

　
災
害
発
生
後
は
、
腐
り
や
す
い
生
活
ご

み
を
優
先
的
に
収
集
す
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
資
源
物
の
収
集
は
一
時
的
に
中
止
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
で
も
、

分
別
は
普
段
通
り
行
っ
て
い
た
だ
き
、
再

開
ま
で
家
の
中
で
保
管
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
避
難
所
で
も
決
め
ら
れ
た
場
所

に
分
別
し
て
捨
て
ま
し
ょ
う
。

　
災
害
発
生
時
に
は
、
多
く
の
ご
み

が
出
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

ご
み
を
分
別
し
て
出
す
こ
と
が
、

災
害
廃
棄
物
の
ス
ム
ー
ズ
な
処
理
に

つ
な
が
り
、
早
期
の
復
旧
・
復
興
に

つ
な
が
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】　
廃
棄
物
対
策
課

　
☎
20
・
１
０
５
０　
℻  
20
・
２
５
７
５　

haikibutsu@
city.iga.lg.jp

トピックス

トピックス

環
境
ポ
ス
タ
ー
入
賞
作
品

災
害
廃
棄
物
の
処
理
の
し
か
た

家電４品目、畳など、分別して出しましょう

トピックス

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

　
国
民
年
金
は
、
歳
を
と
っ
た
と
き
な
ど

の
生
活
を
、
現
役
世
代
み
ん
な
で
支
え
よ

う
と
い
う
制
度
で
す
。

　
国
民
年
金
に
は
、
歳
を
と
っ
た
と
き
の

老
齢
年
金
の
ほ
か
、
病
気
や
事
故
で
障
が

い
が
残
っ
た
と
き
に
受
け
取
れ
る
障
害

年
金
や
、
加
入
者
が
死
亡
し
た
場
合
、
そ

の
加
入
者
に
よ
り
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い

た
遺
族
が
受
け
取
れ
る
遺
族
年
金
が
あ
り

ま
す
。

　
20
歳
に
な
っ
た
人
に
は
日
本
年
金
機
構

か
ら
国
民
年
金
加
入
の
お
知
ら
せ
と
納
付

書
な
ど
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
そ
の
数
日
後

に
年
金
手
帳
が
送
付
さ
れ
ま
す
。（
厚
生

年
金
加
入
中
の
人
を
除
き
ま
す
。
ま
た
、

20
歳
に
な
る
直
前
に
海
外
か
ら
転
入
し
た

人
な
ど
は
国
民
年
金
加
入
手
続
き
が
必
要

で
す
。）

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
難
し
い
人

で
、
次
の
制
度
の
対
象
と
な
る
人
は
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
学
生
納
付
特
例
制
度

　
学
生
で
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の

場
合
に
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大
学
、
大
学

院
、
短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門

学
校
、
専
修
学
校
お
よ
び
各
種
学
校
（
修

業
年
限
１
年
以
上
で
あ
る
課
程
）、
一
部

の
海
外
大
学
の
日
本
分
校
に
在
学
す
る
人

が
対
象
で
す
。

◆
免
除
・
納
付
猶
予
制
度

※
学
生
納
付
特
例
制
度
に
該
当
す
る
人
は

申
請
で
き
ま
せ
ん
。

○
免
除
制
度
：
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主

そ
れ
ぞ
れ
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下

の
場
合
に
、
保
険
料
が
全
額
ま
た
は
一

部
免
除
さ
れ
ま
す
。

○
納
付
猶
予
制
度
：
50
歳
未
満
の
人
で
、

本
人
・
配
偶
者
の
そ
れ
ぞ
れ
の
前
年
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、
保
険
料

の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。　

〈
保
険
料
は
口
座
振
替
に
よ
る
前
納
が

で
き
ま
す
〉

　
保
険
料
を
前
も
っ
て
ま
と
め
て
納
付

す
る
と
、
保
険
料
の
割
引
額
が
多
く
な

り
ま
す
。
口
座
振
替
で
前
納
を
希
望
す

る
場
合
に
は
、
事
前
の
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
込
期
限
】

○
２
年
前
納
、
１
年
前
納
、
６
カ
月
前
納

（
４
月
〜
９
月
分
）：
毎
年
２
月
末
日

○
６
カ
月
前
納
（
10
月
〜
翌
年
３
月

分
）：
毎
年
８
月
末
日

【
問
い
合
わ
せ
】

○
保
険
年
金
課　
☎
22
・
９
６
５
９　
℻  
26
・
０
１
５
１

○
津
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課　
☎
０
５
９・
２
２
８
・
９
１
１
２

トピックス

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集

　
防
災
・
減
災
な
ど
に
役
立
て
る
「
国
土

強
靭
化
基
本
法
」
に
基
づ
き
、
大
規
模
な

自
然
災
害
に
対
し
て
被
害
を
最
小
限
に
抑

え
る
な
ど
、
減
災
・
縮
災
対
策
が
必
要

で
す
。
市
で
は
「
伊
賀
市
国
土
強
靭
化
地

域
計
画
」
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
計
画
の
中
間
案
に
対
す
る
ご
意
見

を
募
集
し
ま
す
。

【
閲
覧
場
所
】

○
総
合
危
機
管
理
課

○
各
支
所
振
興
課

○
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

○
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

【
受
付
期
間
】

　
12
月
３
日
㈭
〜
１
月
７
日
㈮　
※
必
着

【
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　
総
合
危
機
管
理
課

　
☎
22
・
９
６
４
０　
℻  
22
・
９
６
９
４

　

kikikanri@
city.iga.lg.jp

　
「
第
３
次
伊
賀
市
男
女
共
同
参
画
基
本

計
画
」
の
計
画
期
間
が
令
和
３
年
３
月

末
日
で
終
了
し
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
以
降
の
次
期
基
本
計
画
の

策
定
に
向
け
た
中
間
案
に
対
す
る
ご
意

見
を
募
集
し
ま
す
。

【
閲
覧
場
所
】

○
人
権
政
策
課　

○
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
（
ハ
イ
ト
ピ
ア
伊
賀　
４
階
）

○
各
支
所
振
興
課

○
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

○
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

【
受
付
期
限
】

　
12
月
25
日
㈮　
午
後
５
時　
※
必
着

【
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
☎
22
・
９
６
３
２　
℻  
22
・
９
６
６
６

　

jinken-danjo@
city.iga.lg.jp

　
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
件
名
（「
伊

賀
市
国
土
強
靭
化
地
域
計
画
中
間
案
」「
第

４
次
伊
賀
市
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
中

間
案
」
の
い
ず
れ
か
）・
該
当
箇
所
と
そ

れ
に
対
す
る
ご
意
見
を
明
記
の
上
、
各
提

出
先
ま
で
。

※
提
出
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
計
画
策

定
の
参
考
資
料
と
し
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
公
表
し
ま
す
。

※
個
別
の
回
答
は
行
わ
ず
、
い
た
だ
い
た

ご
意
見
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

※
持
参
の
場
合
、
各
支
所
振
興
課
で
も
受

け
付
け
ま
す
。

伊
賀
市
国
土
強
靭
化

地
域
計
画
中
間
案

ご
意
見
の
提
出
方
法

第
４
次
伊
賀
市
男
女
共
同

参
画
基
本
計
画
中
間
案
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【
問
い
合
わ
せ
】　
環
境
政
策
課

　
☎
22
・
９
６
２
４　
℻  
22
・
９
６
４
１　

kankyou@
city.iga.lg.jp

　

市
内
の
小
・
中
学
生
を
対
象
に

環
境
保
全
啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し

た
と
こ
ろ
、
１
０
６
点
の
応
募
が
あ

り
、
選
考
会
で
優
秀
作
品
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

　
優
秀
作
品
は
今
後
啓
発
活
動
に
活

用
し
ま
す
。

　
各
賞
の
受
賞
者
を
紹
介
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

○
市
長
賞

　
青
山
中
学
校
３
年　
赤
井　
結
香

○
教
育
長
賞

　
霊
峰
中
学
校
２
年　
中
森　
結
子

○
環
境
保
全
市
民
会
議
賞

　
府
中
小
学
校
３
年　
増
井　
美
胡

○
優
秀
賞

　
上
野
北
小
学
校
２
年　
鈴
木　
莉
唯

　
上
野
西
小
学
校
４
年

　
右
色　
ダ
イ
ス
ケ

　
玉
滝
小
学
校
４
年　
小
島　
蒼
一
朗

　
府
中
小
学
校
５
年　
富
増　
結
唯

　
地
震
や
大
型
台
風
、
集
中
豪
雨
に
よ
る

風
水
害
な
ど
の
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し

た
場
合
、
大
量
に
発
生
す
る
＊
災
害
廃
棄
物

の
処
理
が
課
題
と
な
り
ま
す
。

　
今
回
は
大
規
模
災
害
に
よ
っ
て
発
生
す

る
災
害
廃
棄
物
の
出
し
方
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

＊
災
害
に
よ
り
使
用
で
き
な
く
な
っ
た
家

具
類
や
家
電
製
品
、
倒
壊
・
破
損
し
た

建
物
な
ど
の
が
れ
き
や
木
く
ず
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
塊
、
金
属
く
ず
な
ど

◆
処
理
方
法

　
地
区
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
、
地
域
で
決

め
ら
れ
た
仮
置
き
場
へ
、
で
き
る
限
り
分

別
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
緊
急
車
両
や
ご
み
収
集
車
の
通
行
の
妨

げ
に
な
り
ま
す
の
で
、
地
域
の
集
積
場
や

家
の
前
の
道
路
へ
は
置
か
な
い
で
く
だ

さ
い
。

◆
基
本
的
な
分
別

　
木
製
家
具
類
・
金
属
製
品
・
家
電
４
品

目
（
冷
蔵
庫
・
テ
レ
ビ
・
洗
濯
機
・
エ
ア

コ
ン
）・
そ
の
他
の
家
電
・
畳
・
ガ
ラ
ス

く
ず
な
ど

◆
ご
み
収
集
に
関
す
る
お
願
い

　
災
害
発
生
後
は
、
腐
り
や
す
い
生
活
ご

み
を
優
先
的
に
収
集
す
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
資
源
物
の
収
集
は
一
時
的
に
中
止
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
で
も
、

分
別
は
普
段
通
り
行
っ
て
い
た
だ
き
、
再

開
ま
で
家
の
中
で
保
管
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
避
難
所
で
も
決
め
ら
れ
た
場
所

に
分
別
し
て
捨
て
ま
し
ょ
う
。

　
災
害
発
生
時
に
は
、
多
く
の
ご
み

が
出
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

ご
み
を
分
別
し
て
出
す
こ
と
が
、

災
害
廃
棄
物
の
ス
ム
ー
ズ
な
処
理
に

つ
な
が
り
、
早
期
の
復
旧
・
復
興
に

つ
な
が
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】　
廃
棄
物
対
策
課

　
☎
20
・
１
０
５
０　
℻  
20
・
２
５
７
５　

haikibutsu@
city.iga.lg.jp

トピックス

トピックス

環
境
ポ
ス
タ
ー
入
賞
作
品

災
害
廃
棄
物
の
処
理
の
し
か
た

家電４品目、畳など、分別して出しましょう

トピックス

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

　
国
民
年
金
は
、
歳
を
と
っ
た
と
き
な
ど

の
生
活
を
、
現
役
世
代
み
ん
な
で
支
え
よ

う
と
い
う
制
度
で
す
。

　
国
民
年
金
に
は
、
歳
を
と
っ
た
と
き
の

老
齢
年
金
の
ほ
か
、
病
気
や
事
故
で
障
が

い
が
残
っ
た
と
き
に
受
け
取
れ
る
障
害

年
金
や
、
加
入
者
が
死
亡
し
た
場
合
、
そ

の
加
入
者
に
よ
り
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い

た
遺
族
が
受
け
取
れ
る
遺
族
年
金
が
あ
り

ま
す
。

　
20
歳
に
な
っ
た
人
に
は
日
本
年
金
機
構

か
ら
国
民
年
金
加
入
の
お
知
ら
せ
と
納
付

書
な
ど
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
そ
の
数
日
後

に
年
金
手
帳
が
送
付
さ
れ
ま
す
。（
厚
生

年
金
加
入
中
の
人
を
除
き
ま
す
。
ま
た
、

20
歳
に
な
る
直
前
に
海
外
か
ら
転
入
し
た

人
な
ど
は
国
民
年
金
加
入
手
続
き
が
必
要

で
す
。）

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
難
し
い
人

で
、
次
の
制
度
の
対
象
と
な
る
人
は
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
学
生
納
付
特
例
制
度

　
学
生
で
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の

場
合
に
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大
学
、
大
学

院
、
短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門

学
校
、
専
修
学
校
お
よ
び
各
種
学
校
（
修

業
年
限
１
年
以
上
で
あ
る
課
程
）、
一
部

の
海
外
大
学
の
日
本
分
校
に
在
学
す
る
人

が
対
象
で
す
。

◆
免
除
・
納
付
猶
予
制
度

※
学
生
納
付
特
例
制
度
に
該
当
す
る
人
は

申
請
で
き
ま
せ
ん
。

○
免
除
制
度
：
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主

そ
れ
ぞ
れ
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下

の
場
合
に
、
保
険
料
が
全
額
ま
た
は
一

部
免
除
さ
れ
ま
す
。

○
納
付
猶
予
制
度
：
50
歳
未
満
の
人
で
、

本
人
・
配
偶
者
の
そ
れ
ぞ
れ
の
前
年
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、
保
険
料

の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。　

〈
保
険
料
は
口
座
振
替
に
よ
る
前
納
が

で
き
ま
す
〉

　
保
険
料
を
前
も
っ
て
ま
と
め
て
納
付

す
る
と
、
保
険
料
の
割
引
額
が
多
く
な

り
ま
す
。
口
座
振
替
で
前
納
を
希
望
す

る
場
合
に
は
、
事
前
の
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
込
期
限
】

○
２
年
前
納
、
１
年
前
納
、
６
カ
月
前
納

（
４
月
〜
９
月
分
）：
毎
年
２
月
末
日

○
６
カ
月
前
納
（
10
月
〜
翌
年
３
月

分
）：
毎
年
８
月
末
日

【
問
い
合
わ
せ
】

○
保
険
年
金
課　
☎
22
・
９
６
５
９　
℻  
26
・
０
１
５
１

○
津
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課　
☎
０
５
９・
２
２
８
・
９
１
１
２
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パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集

　
防
災
・
減
災
な
ど
に
役
立
て
る
「
国
土

強
靭
化
基
本
法
」
に
基
づ
き
、
大
規
模
な

自
然
災
害
に
対
し
て
被
害
を
最
小
限
に
抑

え
る
な
ど
、
減
災
・
縮
災
対
策
が
必
要

で
す
。
市
で
は
「
伊
賀
市
国
土
強
靭
化
地

域
計
画
」
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
計
画
の
中
間
案
に
対
す
る
ご
意
見

を
募
集
し
ま
す
。

【
閲
覧
場
所
】

○
総
合
危
機
管
理
課

○
各
支
所
振
興
課

○
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

○
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

【
受
付
期
間
】

　
12
月
３
日
㈭
〜
１
月
７
日
㈮　
※
必
着

【
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　
総
合
危
機
管
理
課

　
☎
22
・
９
６
４
０　
℻  
22
・
９
６
９
４

　

kikikanri@
city.iga.lg.jp

　
「
第
３
次
伊
賀
市
男
女
共
同
参
画
基
本

計
画
」
の
計
画
期
間
が
令
和
３
年
３
月

末
日
で
終
了
し
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
以
降
の
次
期
基
本
計
画
の

策
定
に
向
け
た
中
間
案
に
対
す
る
ご
意

見
を
募
集
し
ま
す
。

【
閲
覧
場
所
】

○
人
権
政
策
課　

○
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
（
ハ
イ
ト
ピ
ア
伊
賀　
４
階
）

○
各
支
所
振
興
課

○
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

○
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

【
受
付
期
限
】

　
12
月
25
日
㈮　
午
後
５
時　
※
必
着

【
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
☎
22
・
９
６
３
２　
℻  
22
・
９
６
６
６

　

jinken-danjo@
city.iga.lg.jp

　
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
件
名
（「
伊

賀
市
国
土
強
靭
化
地
域
計
画
中
間
案
」「
第

４
次
伊
賀
市
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
中

間
案
」
の
い
ず
れ
か
）・
該
当
箇
所
と
そ

れ
に
対
す
る
ご
意
見
を
明
記
の
上
、
各
提

出
先
ま
で
。

※
提
出
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
計
画
策

定
の
参
考
資
料
と
し
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
公
表
し
ま
す
。

※
個
別
の
回
答
は
行
わ
ず
、
い
た
だ
い
た

ご
意
見
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

※
持
参
の
場
合
、
各
支
所
振
興
課
で
も
受

け
付
け
ま
す
。

伊
賀
市
国
土
強
靭
化

地
域
計
画
中
間
案

ご
意
見
の
提
出
方
法

第
４
次
伊
賀
市
男
女
共
同

参
画
基
本
計
画
中
間
案
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【
問
い
合
わ
せ
】

○
多
文
化
共
生
セ
ン
タ
ー

　
☎
22
・
９
６
２
９　
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
クID

：@
igashitkc

○
市
民
生
活
課

　
☎
22
・
９
６
３
８　
℻  
22
・
９
６
４
１　

shim
in@
city.iga.lg.jp

多
文
化
共
生
セ
ン
タ
ー
を
紹
介
し
ま
す

　
多
文
化
共
生
セ
ン
タ
ー
は
、
在
住
外
国

人
の
生
活
や
活
動
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
異
文
化
理
解
を
深
め
る
た
め
の
交
流

や
学
習
、
生
活
相
談
が
で
き
る
多
文
化
共

生
の
拠
点
施
設
で
す
。

　
12
月
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
語
で
の
相
談
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

　
施
設
内
に
は
伊
賀
市
国
際
交
流
協
会
の

事
務
所
が
あ
り
ま
す
の
で
、
国
際
交
流
に

関
心
の
あ
る
人
も
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
業
務
内
容
】

○
外
国
人
の
生
活
相
談

　
（
通
訳
、
映
像
通
訳
13
カ
国
語
に
対
応
）

○
多
言
語
に
よ
る
情
報
提
供

○
多
文
化
共
生
に
関
す
る
相
談
窓
口

○
日
本
人
と
外
国
人
の
交
流
イ
ベ
ン
ト

○
各
種
講
座　
な
ど

【
開
所
時
間
】

　
平
日
、
第
２
・
第
４
日
曜
日

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
。）

【
と
こ
ろ
】

　
上
野
東
町
２
９
５
５

【
通
訳
担
当
】

○
月
曜
日　
英
語
・
ベ
ト
ナ
ム
語

○
火
曜
日　
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
・
ス
ペ
イ
ン
語

○
水
曜
日　
英
語
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
・

　
　
　
　
　
ス
ペ
イ
ン
語

○
木
曜
日
・
第
２
日
曜
日　
中
国
語

○
金
曜
日
・
第
４
日
曜
日　
英
語

※
無
料
で
使
え
る
パ
ソ
コ
ン
や
有
料
の
カ

ラ
ー
コ
ピ
ー
機
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

※
領
事
館
や
入
管
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請

な
ど
の
パ
ソ
コ
ン
操
作
を
ス
タ
ッ
フ
が

お
手
伝
い
し
ま
す
。

水
道
管
の
冬
支
度
を
し
ま
し
ょ
う

　
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
以
下
に
な
る
と

水
道
管
の
中
の
水
が
凍
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
12
月
か
ら
２
月
に
か
け
て
、
水
道

管
の
凍
結
や
破
損
事
故
な
ど
が
多
く
起
こ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
事
故
を
防
ぐ
た

め
、
水
道
管
の
凍
結
防
止
対
策
を
お
願
い

し
ま
す
。

◆
防
寒
材
を
取
り
付
け
ま
し
ょ
う

　

む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
水
道
管
や

蛇
口
に
、
保
温
材
・
古
い
毛
布
・
布
き
れ

な
ど
を
巻
き
つ
け
、
そ
の
上
か
ら
ビ
ニ
ー

ル
テ
ー
プ
な
ど
を
巻
い
て
保
護
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
水
道
管
が
凍
っ
て
水
が
出
な
い
と
き

　
凍
っ
た
と
思
わ
れ
る
水
道
管
の
露
出
し

た
部
分
に
、
タ
オ
ル
な
ど
を
か
ぶ
せ
、
そ

の
上
か
ら
ゆ
っ
く
り
と
ぬ
る
ま
湯
を
か
け

て
く
だ
さ
い
。
急
に
熱
湯
を
か
け
る
と
、

水
道
管
や
蛇
口
が
破
損
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
水
道
管
や
蛇
口
が
破
損
し
た
と
き

　
量
水
器
（
メ
ー
タ
ー
）
の
そ
ば
に
あ
る

止
水
栓
を
止
め
て
く
だ
さ
い
。
止
水
栓
が

わ
か
ら
な
か
っ
た
り
、
止
め
ら
れ
な
い
と

き
は
、
破
損
し
た
部
分
に
布
や
テ
ー
プ
な

ど
を
巻
き
つ
け
て
応
急
処
置
を
し
、
市
の

水
道
指
定
工
事
店
へ
修
理
を
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。

※
量
水
器
よ
り
内
線(

宅
内)

側
で
、
破

損
（
漏
水
）
に
よ
り
発
生
し
た
水
道
の

料
金
は
本
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

※
水
道
指
定
工
事
店
に
つ
い
て
、
詳
し
く

は「
伊
賀
市
く
ら
し
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
時
期
に
長
期
間
留
守
に
す
る
場
合

は
、
止
水
栓
を
閉
め
る
な
ど
の
対
応
を

お
勧
め
し
ま
す
。

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

○
水
道
の
給
水
申
し
込
み
・
漏
水
・
水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
り
替
え
な
ど

　
上
下
水
道
部
水
道
工
務
課

　
☎
24
・
０
０
０
２　
℻  
24
・
０
０
０
６　

suidou-koum
u@
city.iga.lg.jp

○
検
針
・
開
閉
栓
・
料
金
な
ど

　
水
道
お
客
様
セ
ン
タ
ー　
☎
24
・
０
０
１
３　
℻  
24
・
０
０
０
７

　
※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
（
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
）
を
除
く
。
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【
問
い
合
わ
せ
】　
人
権
政
策
課

　
☎
22
・
９
６
８
３　
℻  
22
・
９
６
８
４　

jinken-danjo@
city.iga.lg.jp

人
権
作
品
市
長
賞

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
人
権
問
題
に
対
す
る

関
心
を
深
め
、
人
権
意
識
の
高
揚
を
図
る

た
め
に
、
人
権
作
品
（
作
文・ポ
ス
タ
ー・

標
語
）
を
募
集
し
、
総
応
募
数
１
５
，

１
５
６
点
の
中
か
ら
、
市
長
賞・優
秀
賞・

佳
作
・
入
選
作
品
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
そ
の
中
か
ら
市
長
賞
を
受
賞
さ
れ
た
皆

さ
ん
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

　
ま
た
、
12
月
中
、
２
０
２
０
年
度
伊
賀

市
人
権
作
品
受
賞
作
の
パ
ネ
ル
展
を
本
庁

舎
３
階
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

◆
作
文

○
小
学
生
の
部

　
「
大
好
き
な
父
」

　
壬
生
野
小
学
校
６
年

　
ダ
シ
ル
バ　
流
愛　
ヴ
ェ
ロ
ニ
カ

○
中
学
生
の
部

　
「
個
性
が
認
め
ら
れ
る
社
会
を
目
指
し
て
」

　
霊
峰
中
学
校
３
年　
稲
葉　
歩
乃
美　

◆
標
語

○
小
学
生
の
部

　
「
行
動
で　
示
し
て
み
よ
う
よ

　
そ
の
言
葉
」

　
青
山
小
学
校
５
年　
中
尾　
颯
汰

○
中
学
生
の
部

　
「
変
わ
る
の
は　
周
り
じ
ゃ
な
く
て　

　
自
分
か
ら
」

　
大
山
田
中
学
校
３
年　
北
村　
颯
士

◆
ポ
ス
タ
ー

○
小
学
校
低
学
年
の
部

○
小
学
校
高
学
年
の
部

○
中
学
生
の
部

も
う
一
度
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
〜
部
落
差
別
解
消
推
進
法
〜

　
「
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る

法
律
（
部
落
差
別
解
消
推
進
法
）」
は
、

２
０
１
６
年
12
月
16
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
若
い
世
代

を
中
心
に
差
別
を
解
消
し
よ
う
と
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
人
た
ち
も
増
え
て
き
て

い
ま
す
。

　
法
律
の
施
行
か
ら
今
年
で
５
年
目
と
な

り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
部
落
差
別
に
つ
い

て
も
う
一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

◆
部
落
差
別
の
現
状

　
部
落
差
別
は
、
以
前
と
は
形
を
変
え
て

現
在
も
残
っ
て
い
ま
す
。

　

部
落
差
別
解
消
推
進
法
第
１
条
で
は
、

部
落
差
別
が
現
在
も
あ
る
こ
と
を
明
記
し

た
上
で
、情
報
化
社
会
の
進
展
に
伴
っ
て
、

差
別
の
状
況
が
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
５
年
に
実
施
し
た
人
権
に
関
す

る
市
民
意
識
調
査
で
は
、
90
％
以
上
の
人

が
「
差
別
は
恥
ず
べ
き
行
為
だ
」
と
回
答

し
て
お
り
、
直
接
的
な
差
別
行
為
は
少
な

く
な
っ
て
き
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
被
差

別
部
落
と
さ
れ
る
地
区
や
そ
こ
に
住
む
人

た
ち
を
誹
謗
・
中
傷
す
る
コ
メ
ン
ト
が
投

稿
さ
れ
る
な
ど
、
今
ま
で
見
え
な
か
っ
た

部
落
差
別
意
識
が
表
面
化
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
交
際
や
結
婚
な
ど
、
自
分
に
直

接
関
わ
る
場
面
で
は
、
普
段
眠
っ
て
い
る

差
別
意
識
が
表
面
化
し
、
被
差
別
部
落
の

出
身
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
断
る
な
ど
の

差
別
事
例
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

◆
部
落
差
別
は

　
当
事
者
だ
け
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　
皆
さ
ん
は
「
自
分
は
被
差
別
部
落
の
出

身
者
で
は
な
い
し
、
差
別
も
し
な
い
か
ら

関
係
が
な
い
」
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
普
段
の
生
活
の
中
で
、
部
落
問
題
に
つ

い
て
考
え
た
り
、
差
別
の
場
面
に
直
接
遭

遇
し
た
り
す
る
こ
と
は
少
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
社
会
に
差
別
意
識
が
ま
だ
ま

だ
残
っ
て
い
る
た
め
に
、
被
差
別
部
落
出

身
者
の
人
は
、
自
分
の
出
身
地
を
話
す
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
り
、
交
際
や
結
婚
の

際
に
差
別
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
不
安

を
抱
い
た
り
す
る
な
ど
、
生
き
に
く
さ
を

感
じ
て
い
ま
す
。

　
誰
も
が
安
心
し
て
生
き
て
い
け
る
社
会

を
つ
く
っ
て
い
く
の
は
、
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
で
す
。

　
こ
の
機
会
に
も
う
一
度
こ
の
法
律
が
で

き
た
意
義
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】　
人
権
政
策
課

　
☎
22
・
９
６
８
３　
℻  
22
・
９
６
８
４　

jinken-danjo@
city.iga.lg.jp

大山田小学校１年
中森　優人

城東中学校３年
奥　くるみ

友生小学校６年
前原　優衣
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【
問
い
合
わ
せ
】

○
多
文
化
共
生
セ
ン
タ
ー

　
☎
22
・
９
６
２
９　
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
クID

：@
igashitkc

○
市
民
生
活
課

　
☎
22
・
９
６
３
８　
℻  
22
・
９
６
４
１　

shim
in@
city.iga.lg.jp

多
文
化
共
生
セ
ン
タ
ー
を
紹
介
し
ま
す

　
多
文
化
共
生
セ
ン
タ
ー
は
、
在
住
外
国

人
の
生
活
や
活
動
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
異
文
化
理
解
を
深
め
る
た
め
の
交
流

や
学
習
、
生
活
相
談
が
で
き
る
多
文
化
共

生
の
拠
点
施
設
で
す
。

　
12
月
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
語
で
の
相
談
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

　
施
設
内
に
は
伊
賀
市
国
際
交
流
協
会
の

事
務
所
が
あ
り
ま
す
の
で
、
国
際
交
流
に

関
心
の
あ
る
人
も
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
業
務
内
容
】

○
外
国
人
の
生
活
相
談

　
（
通
訳
、
映
像
通
訳
13
カ
国
語
に
対
応
）

○
多
言
語
に
よ
る
情
報
提
供

○
多
文
化
共
生
に
関
す
る
相
談
窓
口

○
日
本
人
と
外
国
人
の
交
流
イ
ベ
ン
ト

○
各
種
講
座　
な
ど

【
開
所
時
間
】

　
平
日
、
第
２
・
第
４
日
曜
日

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
。）

【
と
こ
ろ
】

　
上
野
東
町
２
９
５
５

【
通
訳
担
当
】

○
月
曜
日　
英
語
・
ベ
ト
ナ
ム
語

○
火
曜
日　
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
・
ス
ペ
イ
ン
語

○
水
曜
日　
英
語
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
・

　
　
　
　
　
ス
ペ
イ
ン
語

○
木
曜
日
・
第
２
日
曜
日　
中
国
語

○
金
曜
日
・
第
４
日
曜
日　
英
語

※
無
料
で
使
え
る
パ
ソ
コ
ン
や
有
料
の
カ

ラ
ー
コ
ピ
ー
機
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

※
領
事
館
や
入
管
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請

な
ど
の
パ
ソ
コ
ン
操
作
を
ス
タ
ッ
フ
が

お
手
伝
い
し
ま
す
。

水
道
管
の
冬
支
度
を
し
ま
し
ょ
う

　
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
以
下
に
な
る
と

水
道
管
の
中
の
水
が
凍
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
12
月
か
ら
２
月
に
か
け
て
、
水
道

管
の
凍
結
や
破
損
事
故
な
ど
が
多
く
起
こ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
事
故
を
防
ぐ
た

め
、
水
道
管
の
凍
結
防
止
対
策
を
お
願
い

し
ま
す
。

◆
防
寒
材
を
取
り
付
け
ま
し
ょ
う

　

む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
水
道
管
や

蛇
口
に
、
保
温
材
・
古
い
毛
布
・
布
き
れ

な
ど
を
巻
き
つ
け
、
そ
の
上
か
ら
ビ
ニ
ー

ル
テ
ー
プ
な
ど
を
巻
い
て
保
護
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
水
道
管
が
凍
っ
て
水
が
出
な
い
と
き

　
凍
っ
た
と
思
わ
れ
る
水
道
管
の
露
出
し

た
部
分
に
、
タ
オ
ル
な
ど
を
か
ぶ
せ
、
そ

の
上
か
ら
ゆ
っ
く
り
と
ぬ
る
ま
湯
を
か
け

て
く
だ
さ
い
。
急
に
熱
湯
を
か
け
る
と
、

水
道
管
や
蛇
口
が
破
損
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
水
道
管
や
蛇
口
が
破
損
し
た
と
き

　
量
水
器
（
メ
ー
タ
ー
）
の
そ
ば
に
あ
る

止
水
栓
を
止
め
て
く
だ
さ
い
。
止
水
栓
が

わ
か
ら
な
か
っ
た
り
、
止
め
ら
れ
な
い
と

き
は
、
破
損
し
た
部
分
に
布
や
テ
ー
プ
な

ど
を
巻
き
つ
け
て
応
急
処
置
を
し
、
市
の

水
道
指
定
工
事
店
へ
修
理
を
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。

※
量
水
器
よ
り
内
線(

宅
内)

側
で
、
破

損
（
漏
水
）
に
よ
り
発
生
し
た
水
道
の

料
金
は
本
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

※
水
道
指
定
工
事
店
に
つ
い
て
、
詳
し
く

は「
伊
賀
市
く
ら
し
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
時
期
に
長
期
間
留
守
に
す
る
場
合

は
、
止
水
栓
を
閉
め
る
な
ど
の
対
応
を

お
勧
め
し
ま
す
。

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

○
水
道
の
給
水
申
し
込
み
・
漏
水
・
水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
り
替
え
な
ど

　
上
下
水
道
部
水
道
工
務
課

　
☎
24
・
０
０
０
２　
℻  
24
・
０
０
０
６　

suidou-koum
u@
city.iga.lg.jp

○
検
針
・
開
閉
栓
・
料
金
な
ど

　
水
道
お
客
様
セ
ン
タ
ー　
☎
24
・
０
０
１
３　
℻  
24
・
０
０
０
７

　
※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
（
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
）
を
除
く
。

トピックス

トピックス

【
問
い
合
わ
せ
】　
人
権
政
策
課

　
☎
22
・
９
６
８
３　
℻  
22
・
９
６
８
４　

jinken-danjo@
city.iga.lg.jp

人
権
作
品
市
長
賞

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
人
権
問
題
に
対
す
る

関
心
を
深
め
、
人
権
意
識
の
高
揚
を
図
る

た
め
に
、
人
権
作
品
（
作
文・ポ
ス
タ
ー・

標
語
）
を
募
集
し
、
総
応
募
数
１
５
，

１
５
６
点
の
中
か
ら
、
市
長
賞・優
秀
賞・

佳
作
・
入
選
作
品
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
そ
の
中
か
ら
市
長
賞
を
受
賞
さ
れ
た
皆

さ
ん
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

　
ま
た
、
12
月
中
、
２
０
２
０
年
度
伊
賀

市
人
権
作
品
受
賞
作
の
パ
ネ
ル
展
を
本
庁

舎
３
階
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

◆
作
文

○
小
学
生
の
部

　
「
大
好
き
な
父
」

　
壬
生
野
小
学
校
６
年

　
ダ
シ
ル
バ　
流
愛　
ヴ
ェ
ロ
ニ
カ

○
中
学
生
の
部

　
「
個
性
が
認
め
ら
れ
る
社
会
を
目
指
し
て
」

　
霊
峰
中
学
校
３
年　
稲
葉　
歩
乃
美　

◆
標
語

○
小
学
生
の
部

　
「
行
動
で　
示
し
て
み
よ
う
よ

　
そ
の
言
葉
」

　
青
山
小
学
校
５
年　
中
尾　
颯
汰

○
中
学
生
の
部

　
「
変
わ
る
の
は　
周
り
じ
ゃ
な
く
て　

　
自
分
か
ら
」

　
大
山
田
中
学
校
３
年　
北
村　
颯
士

◆
ポ
ス
タ
ー

○
小
学
校
低
学
年
の
部

○
小
学
校
高
学
年
の
部

○
中
学
生
の
部

も
う
一
度
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
〜
部
落
差
別
解
消
推
進
法
〜

　
「
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る

法
律
（
部
落
差
別
解
消
推
進
法
）」
は
、

２
０
１
６
年
12
月
16
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
若
い
世
代

を
中
心
に
差
別
を
解
消
し
よ
う
と
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
人
た
ち
も
増
え
て
き
て

い
ま
す
。

　
法
律
の
施
行
か
ら
今
年
で
５
年
目
と
な

り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
部
落
差
別
に
つ
い

て
も
う
一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

◆
部
落
差
別
の
現
状

　
部
落
差
別
は
、
以
前
と
は
形
を
変
え
て

現
在
も
残
っ
て
い
ま
す
。

　

部
落
差
別
解
消
推
進
法
第
１
条
で
は
、

部
落
差
別
が
現
在
も
あ
る
こ
と
を
明
記
し

た
上
で
、情
報
化
社
会
の
進
展
に
伴
っ
て
、

差
別
の
状
況
が
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
５
年
に
実
施
し
た
人
権
に
関
す

る
市
民
意
識
調
査
で
は
、
90
％
以
上
の
人

が
「
差
別
は
恥
ず
べ
き
行
為
だ
」
と
回
答

し
て
お
り
、
直
接
的
な
差
別
行
為
は
少
な

く
な
っ
て
き
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
被
差

別
部
落
と
さ
れ
る
地
区
や
そ
こ
に
住
む
人

た
ち
を
誹
謗
・
中
傷
す
る
コ
メ
ン
ト
が
投

稿
さ
れ
る
な
ど
、
今
ま
で
見
え
な
か
っ
た

部
落
差
別
意
識
が
表
面
化
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
交
際
や
結
婚
な
ど
、
自
分
に
直

接
関
わ
る
場
面
で
は
、
普
段
眠
っ
て
い
る

差
別
意
識
が
表
面
化
し
、
被
差
別
部
落
の

出
身
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
断
る
な
ど
の

差
別
事
例
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

◆
部
落
差
別
は

　
当
事
者
だ
け
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　
皆
さ
ん
は
「
自
分
は
被
差
別
部
落
の
出

身
者
で
は
な
い
し
、
差
別
も
し
な
い
か
ら

関
係
が
な
い
」
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
普
段
の
生
活
の
中
で
、
部
落
問
題
に
つ

い
て
考
え
た
り
、
差
別
の
場
面
に
直
接
遭

遇
し
た
り
す
る
こ
と
は
少
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
社
会
に
差
別
意
識
が
ま
だ
ま

だ
残
っ
て
い
る
た
め
に
、
被
差
別
部
落
出

身
者
の
人
は
、
自
分
の
出
身
地
を
話
す
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
り
、
交
際
や
結
婚
の

際
に
差
別
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
不
安

を
抱
い
た
り
す
る
な
ど
、
生
き
に
く
さ
を

感
じ
て
い
ま
す
。

　
誰
も
が
安
心
し
て
生
き
て
い
け
る
社
会

を
つ
く
っ
て
い
く
の
は
、
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
で
す
。

　
こ
の
機
会
に
も
う
一
度
こ
の
法
律
が
で

き
た
意
義
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

【
問
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わ
せ
】　
人
権
政
策
課

　
☎
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・
９
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℻  
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・
９
６
８
４　

jinken-danjo@
city.iga.lg.jp

大山田小学校１年
中森　優人

城東中学校３年
奥　くるみ

友生小学校６年
前原　優衣
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【問い合わせ】　甲賀市秘書広報課　☎ 0748-69-2101 【問い合わせ】　亀山市広報秘書Ｇ　☎0595-84-5021

となりまち　いが· こうか · かめやま
甲賀市甲賀市

　滋賀県一の生産量を
誇る甲賀のお茶と信楽
焼の関わりに焦点を当
てた企画展を開催して
います。水口会場では
大物の茶壺や小物の煎
茶器を作るための道具を中心に、土山会場では茶
器と製茶工程を紹介します。
◆水口会場：水口歴史民俗資料館
【と　き】　12月16日㈬まで　※木・金曜日休館
　午前 10時～午後５時
【ところ】　滋賀県甲賀市水口町水口 5638
【料　金】　大人 150円　小・中学生 80円
◆土山会場：土山歴史民俗資料館
【と　き】　12月 6日㈰まで　※月・火曜日休館
　午前 10時～午後５時
【ところ】　滋賀県甲賀市土山町北土山 2230
【問い合わせ】
○水口歴史民俗資料館　☎ 0748-62-7141
○土山歴史民俗資料館　☎ 0748-66-1056

甲賀の茶と信楽焼のヒストリー
―茶壺から汽車土瓶まで―

亀山市亀山市
かめやま街あかり

～ライトアップ＆イルミネーション～
◆足湯庭園ライトアップ＆関宿かるた行灯飾り 
　ライトアップした庭園と関宿を描いた行灯を楽
しめます。
【と　き】　12月 13日㈰まで
【ところ】　亀山市関宿足湯交流施設「小萬の湯」
　（亀山市関町新所 1974-1）
【点灯時間】　日没～午後８時
◆旧亀山城多門櫓 ブルーライトアップ 
　医療従事者への感謝を込めて
ブルーライトで照らします。
【と　き】
　12月５日㈯～２月 28日㈰
【ところ】　旧亀山城多門櫓（亀山市本丸町 575-2）
【点灯時間】　日没～午後９時
詳しくは亀山市ホームページをご覧くだ
さい。
【問い合わせ】
　かめやま文化年プロジェクト実行委員会事務局
　（亀山市文化共生グループ内）
　☎ 0595-96-1223

　多くの人の命を預かる公共交通は「安全」であるこ
とが絶対条件です。忍者線（伊賀線）では、市が所有
する鉄道施設の保守業務を伊賀鉄道㈱へ委託し、安全
性の確保に努めています。
　線路にはさまざまな安全に関するルールがあり、少
しでも異常があれば電
車を運行させることは
できないため、総延
長 16.6㎞を定期的に
保線職員が巡視し線路
に異常がないか確認を
行っています。
　電車は、保線職員の日々の点検によって、安全な運
行が支えられているのです。
　ぜひ、整備された線路に注目しながら、忍者線に乗っ
てみてはいかがでしょうか。
【問い合わせ】
　交通政策課　☎ 22-9663　℻  22-9694

忍者線（伊賀線）だより

安全で信頼される忍者線（伊賀線）であるために
　突然、事件や事故に巻き込まれた被害者やその家族
の精神的苦痛は大変大きく、犯人検挙後も精神的・経
済的な負担はなくなりません。
　そこで警察では、被害に遭った人やその家族の負担
を減らし、早期回復するために、次の支援を行ってい
ます。
○医療機関への付き添い
○２次被害防止の措置
○捜査状況に関する情報提供
　また、（公社）みえ犯罪被害者総合支援センターでは、
被害者の早期回復や社会復帰を目的とした支援活動を
実施しています。
　犯罪被害者支援にご理解とご協力をお願いします。
【問い合わせ】
○伊賀警察署　☎ 21-0110
○名張警察署　☎ 62-0110
○（公社）みえ犯罪被害者総合支援センター
　☎ 059-221-7830

犯罪被害者支援をご存じですか

伊賀警察署だより

夜間の保線作業の様子

人権教育と啓発の推進が法律で定められて 20年です
－ライトピアおおやまだ－

　今年の 12月 6日で「人権教育及び人権啓発の推
進に関する法律」が施行され、20年が経過します。
　この法律の施行により、人権教育と啓発の推進が
法的根拠を持つことになりました。
　法の下の平等を定める憲法第 14条では「人種、
信条、性別、社会的身分又は門地により（略）差別
されない。」となっていますが、この法律の第１条
では、「社会的身分、門地、人種、信条又は性別に
よる不当な差別の発生等の人種侵害の現状その他人
権の擁護に関する内外の情勢にかんがみ（略）国、
地方公共団体及び国民の責務を明らかにするととも
に（略）」となっています。
　気づいた人もいるかと思いますが、この法律では
憲法より「社会的身分」「門地」が先に記述されて
います。つまり、部落差別をはじめとする「出自」

などによる差別の解消を強く意識していることがう
かがえます。
　また、第４条以下には国や地方公共団体、国民
一人ひとりの責務が明記され、人権教育や啓発は「し
なくても許される時代」から「しなくてはいけない
時代」になりました。
　さらに、この法律を受けて２年後に出された「人
権教育・啓発に関する基本計画」では、その冒頭
で「人権教育・啓発の重要性については、これをど
んなに強調しても、し過ぎることはない」と記され
ています。
　人権の世紀といわれる 21世紀も、20年が経過
しようとしています。この法律のもつ意味と重要さ
をそれぞれの立場で再確認したいと思います。 

人権について考えるコラムです。明日に向かって ～差別をなくしていくために～

■ご意見などは人権政策課 ☎ 22-9683　℻   22-9684　 　jinken-danjo@city.iga.lg.jp へ
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世
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ら
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に
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。
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。
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。
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迎
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よ
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こ
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【問い合わせ】　甲賀市秘書広報課　☎ 0748-69-2101 【問い合わせ】　亀山市広報秘書Ｇ　☎0595-84-5021

となりまち　いが· こうか · かめやま
甲賀市甲賀市

　滋賀県一の生産量を
誇る甲賀のお茶と信楽
焼の関わりに焦点を当
てた企画展を開催して
います。水口会場では
大物の茶壺や小物の煎
茶器を作るための道具を中心に、土山会場では茶
器と製茶工程を紹介します。
◆水口会場：水口歴史民俗資料館
【と　き】　12月16日㈬まで　※木・金曜日休館
　午前 10時～午後５時
【ところ】　滋賀県甲賀市水口町水口 5638
【料　金】　大人 150円　小・中学生 80円
◆土山会場：土山歴史民俗資料館
【と　き】　12月 6日㈰まで　※月・火曜日休館
　午前 10時～午後５時
【ところ】　滋賀県甲賀市土山町北土山 2230
【問い合わせ】
○水口歴史民俗資料館　☎ 0748-62-7141
○土山歴史民俗資料館　☎ 0748-66-1056

甲賀の茶と信楽焼のヒストリー
―茶壺から汽車土瓶まで―

亀山市亀山市
かめやま街あかり

～ライトアップ＆イルミネーション～
◆足湯庭園ライトアップ＆関宿かるた行灯飾り 
　ライトアップした庭園と関宿を描いた行灯を楽
しめます。
【と　き】　12月 13日㈰まで
【ところ】　亀山市関宿足湯交流施設「小萬の湯」
　（亀山市関町新所 1974-1）
【点灯時間】　日没～午後８時
◆旧亀山城多門櫓 ブルーライトアップ 
　医療従事者への感謝を込めて
ブルーライトで照らします。
【と　き】
　12月５日㈯～２月 28日㈰
【ところ】　旧亀山城多門櫓（亀山市本丸町 575-2）
【点灯時間】　日没～午後９時
詳しくは亀山市ホームページをご覧くだ
さい。
【問い合わせ】
　かめやま文化年プロジェクト実行委員会事務局
　（亀山市文化共生グループ内）
　☎ 0595-96-1223

　多くの人の命を預かる公共交通は「安全」であるこ
とが絶対条件です。忍者線（伊賀線）では、市が所有
する鉄道施設の保守業務を伊賀鉄道㈱へ委託し、安全
性の確保に努めています。
　線路にはさまざまな安全に関するルールがあり、少
しでも異常があれば電
車を運行させることは
できないため、総延
長 16.6㎞を定期的に
保線職員が巡視し線路
に異常がないか確認を
行っています。
　電車は、保線職員の日々の点検によって、安全な運
行が支えられているのです。
　ぜひ、整備された線路に注目しながら、忍者線に乗っ
てみてはいかがでしょうか。
【問い合わせ】
　交通政策課　☎ 22-9663　℻  22-9694

忍者線（伊賀線）だより

安全で信頼される忍者線（伊賀線）であるために
　突然、事件や事故に巻き込まれた被害者やその家族
の精神的苦痛は大変大きく、犯人検挙後も精神的・経
済的な負担はなくなりません。
　そこで警察では、被害に遭った人やその家族の負担
を減らし、早期回復するために、次の支援を行ってい
ます。
○医療機関への付き添い
○２次被害防止の措置
○捜査状況に関する情報提供
　また、（公社）みえ犯罪被害者総合支援センターでは、
被害者の早期回復や社会復帰を目的とした支援活動を
実施しています。
　犯罪被害者支援にご理解とご協力をお願いします。
【問い合わせ】
○伊賀警察署　☎ 21-0110
○名張警察署　☎ 62-0110
○（公社）みえ犯罪被害者総合支援センター
　☎ 059-221-7830

犯罪被害者支援をご存じですか

伊賀警察署だより

夜間の保線作業の様子

人権教育と啓発の推進が法律で定められて 20年です
－ライトピアおおやまだ－

　今年の 12月 6日で「人権教育及び人権啓発の推
進に関する法律」が施行され、20年が経過します。
　この法律の施行により、人権教育と啓発の推進が
法的根拠を持つことになりました。
　法の下の平等を定める憲法第 14条では「人種、
信条、性別、社会的身分又は門地により（略）差別
されない。」となっていますが、この法律の第１条
では、「社会的身分、門地、人種、信条又は性別に
よる不当な差別の発生等の人種侵害の現状その他人
権の擁護に関する内外の情勢にかんがみ（略）国、
地方公共団体及び国民の責務を明らかにするととも
に（略）」となっています。
　気づいた人もいるかと思いますが、この法律では
憲法より「社会的身分」「門地」が先に記述されて
います。つまり、部落差別をはじめとする「出自」

などによる差別の解消を強く意識していることがう
かがえます。
　また、第４条以下には国や地方公共団体、国民
一人ひとりの責務が明記され、人権教育や啓発は「し
なくても許される時代」から「しなくてはいけない
時代」になりました。
　さらに、この法律を受けて２年後に出された「人
権教育・啓発に関する基本計画」では、その冒頭
で「人権教育・啓発の重要性については、これをど
んなに強調しても、し過ぎることはない」と記され
ています。
　人権の世紀といわれる 21世紀も、20年が経過
しようとしています。この法律のもつ意味と重要さ
をそれぞれの立場で再確認したいと思います。 

人権について考えるコラムです。明日に向かって ～差別をなくしていくために～

■ご意見などは人権政策課 ☎ 22-9683　℻   22-9684　 　jinken-danjo@city.iga.lg.jp へ
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的
な
病
兆
が
認
め
ら
れ
、
11
月
に
は
村
中

に
蔓ま

ん

延え
ん

す
る
状
況
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

よ
う
や
く
12
月
下
旬
に
な
っ
て
終
息
に
近

づ
き
、
結
果
と
し
て
村
民
の
25
％
が
医
師

の
治
療
ま
た
は
自
宅
療
養
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
と
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
東
柘
植
村
で
の
流
行
の
実
態
を
示

す
数
値
が
報
告
書
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
時
の
東
柘
植
村
は
、
毎
年
40
〜
50
人
の

人
口
増
加
を
記
録
し
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
こ
の
大
正
７
年
に
限
っ
て
は
、
５
人

の
人
口
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。
報
告
書

は
、
原
因
が
「
流
行
性
感
冒
ノ
＊
猖し

ょ
う

獗け
つ

」

に
あ
る
と
し
て
「
一
村
衛
生
誌
ニ
特
筆
大

書
ス
ベ
キ
（
特
に
記
録
に
残
す
べ
き
）」

こ
と
だ
と
記
し
て
い
ま
す
。

　

人
口
が
減
少
す
る
ほ
ど
の
流
行
に
対

し
、
阿
山
郡
役
所
は
各
町
村
長
に
「
流
行

性
感
冒
ノ
予
防
ニ
関
ス
ル
件
」
と
題
し
た

文
書
を
配
布
し
ま
す
。
そ
こ
に
示
さ
れ
た

予
防
策
は
、
マ
ス
ク
の
奨
励
、
マ
ス
ク
を

入
手
で
き
な
い
人
へ
の
支
給
の
検
討
、
マ

ス
ク
を
着
用
し
て
い
な
い
人
の
乗
合
自
動

車
・
劇
場
・
寄
席
へ
の
乗
車
や
入
場
を
控

え
さ
せ
る
指
導
な
ど
で
す
。

　
啓
発
ポ
ス
タ
ー
に
も
あ
る
よ
う
に
、
当

時
の
予
防
策
も
「
マ
ス
ク
」
と
「
う
が
い
」

が
基
本
で
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
だ
け
で
な
く
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

が
流
行
す
る
季
節
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
手
洗
い
を
含
め
、
感
染
対
策
の
基

本
を
徹
底
し
、
予
防
に
努

め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

＊
猖
獗
…
悪
い
物
事
が
は

　
び
こ
り
、
勢
い
を
増
す

　
こ
と
。

文
化
財
課
歴
史
資
料
係　

　
☎
52
・
４
３
８
０

　
℻  
52
・
４
３
８
１

話
余
史
歴
の
賀
伊

話
余
史
歴
の
賀
伊
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▲感染予防のポスター
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●曙保育園「すくすくらんど」　☎21-7393　　開放日：月～金曜日　10：00～ 16：00

本とおもちゃルーム「ぐるんぱ」 未就園児
６日㈬・13日㈬・
21日㈭・22日㈮・
23日㈯・27日㈬

10：00～
絵本の読み聞かせ
21・22・23日は、みんなでえほん展
in 曙保育園 ～おはなしの世界へどうぞ～

すくすくひろば 未就園児 18日㈪・25日㈪ 10：00～ お正月あそび

イベント 対象 日程 時間 内容・申込など

●森川病院「エンジェル」　☎21-2425　　開放日：月・水・金・土・日曜日　12：00～ 17：00
赤ちゃんなんでも相談・
はついく測定会 13日㈬ ９：30～

離乳食お悩み相談会 ６カ月～の親子 27日㈬ 10：00～ ※予約制（３人）

●にんにんパーク　☎22-9665　　開放日：第 2日曜日　9：00～ 14：00
子育て相談・からだそだて事業 10日㈰ 10：00～ ビニール袋で凧

たこ

を作って凧あげをしようの術

●青山子育て支援センター　☎53-0711　　開放日：火～土曜日　9：00～ 17：00
おはなし会 未就学児 ６日㈬ 10：30～ 絵本の読み聞かせ

おともだちあつまれ
妊婦・０～１歳 14日㈭

10：30～ からだ遊びと工作など
２歳～ 21日㈭

●大山田子育て支援センター　☎47-0088　　開放日：月～金曜日　9：00～ 17：00

おたのしみひろば 未就学児 12日㈫ 10：00～ おしょうがつあそび （先着 10組）※予約受付：1/5 ㈫～

のびっこひろば 未就学児 18日㈪ 10：00～ 親子であそぼう（先着 10組）※予約受付：1/13 ㈬～

えほんとせいさくのひろば 未就学児 22日㈮ 10：00～ 読み聞かせ　カレンダー作り（先着10 組）
※予約受付：1/13 ㈬～

【問い合わせ】　子育て包括支援センター（こども未来課内）
　☎ 22-9665　℻   22-9666　 kodomo@city.iga.lg.jp

※各教室の開催時間は１時間～１時間 30分程度です。持ち物など、詳しくは各支援センターへお問い合わせください。

えほんとせいさくのひろば
　この教室は、未就学児を対象に、月１回大山田子育て支援センターで
実施しています。親子で楽しめるふれ合いあそびや絵本の読み聞かせ、
１年間のカレンダー作りなどをしています。
　ふれ合いあそびでは、親子でふれ合う心地良さを感じ、読み聞かせ
では、子どもたちは目をキラキラさせて絵本の世界を楽しんでいます。
2021年のカレンダーもいろんな素材を使って親子で楽しく作ります。

▲ひざの上で、大好きな絵本を読んでもらいました。

１月の子育てコーナー

イベント 対象 日程 時間 内容・申込など

●子育て包括支援センター　☎22-9665　開放日：月～金曜日、第 3土曜日　9：00～ 17：00　第 4日曜日　9：00～ 12：00
土曜ふれあい広場 未就学児 ９日㈯ 10：00～ 親子ふれあいあそび

ぴよぴよ Baby ０～６カ月 15日㈮ 14：30～ 親子ふれあいあそびと親子サロン（先着 10組）
※予約受付：1/8 ㈮　9：00～

キラキラぷち① 2019年４月～
９月生まれ 21日㈭ 10：00～ からだ育て体操と保健師のおはなし（先着 10組）

※予約受付：1/14 ㈭　 9：00～

キラキラぷち② 2019年 10月～
2020年１月生まれ 26日㈫ 10：00～ からだ育て体操と保健師のおはなし（先着 10組）

※予約受付：1/19 ㈫　9：00～

すくすく Baby ７～ 11カ月 27日㈬ 14：30～ あかちゃん体操とたいせつな歯のおはなし（先着 10組）
※予約受付：1/20 ㈬　 9：00～

●いがまち子育て支援センター　☎45-1015　　開放日：月～金曜日　9：00～ 17：00

らぶらぶひろば 未就学児 ８日㈮・15日㈮・
22日㈮・29日㈮ 9：00～ 大型遊具遊び

赤ちゃんひろばミルキィ 2020年生まれで
生後３カ月以上 20日㈬ 10：30～ 離乳食について（先着 10組）※予約受付：1/6 ㈬～ 1/8 ㈮

おはなしひろば“わくわく” 未就学児 21日㈭ 10：30～ 絵本読み聞かせ（先着 10組）※予約受付：1/6 ㈬～ 1/8 ㈮

おたんじょう会 １月生まれの
未就学児 25日㈪ 10：15～ 親子でお祝い（先着 10組）※予約受付：1/12 ㈫～ 1/14 ㈭

●あやま子育て支援センター　☎43-2166　　開放日：火～土曜日　9：00～ 17：00

元気っ子ひろば 未就園児 ８日㈮ 10：00～ 食育あそび（先着 10組）※予約受付：12/10 ㈭　9：00～

みんなあつまれ！ 未就園児 19日㈫ 10：30～ 絵本を楽しもう（先着６組）※予約受付：1/7 ㈭　9：00～

赤ちゃんの健診と相談
健診・相談名 健診・相談日 時　間 場　所 対象・内容など

子育て支援のための教室・遊び場の開放

１歳６カ月児健診 12 日㈫ 13：15～ 14：40 伊賀市保健センター（ハイトピア伊賀４階）
身体計測、内科・歯科健診、歯の相談、栄養相談、
育児相談など
※対象児には、１歳６カ月児健診は１歳７カ
月頃、３歳児健診は３歳７カ月頃までに通
知します。母子健康手帳をご持参ください。

３歳児健診
（３歳６カ月児） 14 日㈭ 13：15～ 14：40 伊賀市保健センター（ハイトピア伊賀４階）

乳幼児相談

６日㈬ 10：00～ 11：00 島ヶ原子育て支援センター
育児相談・栄養相談
※母子健康手帳をご持参ください。
【問い合わせ】
 健康推進課　☎ 22-9653
 いがまち保健福祉センター　☎ 45-1016
 青山保健センター  ☎ 52-2280 

８日㈮ ９：30～ 11：00 いがまち保健福祉センター

15日㈮ 10：00～ 11：00
13：30～ 14：30

伊賀市保健センター
（ハイトピア伊賀４階）

25日㈪ 10：00～ 11：00 大山田子育て支援センター

●島ヶ原子育て支援センター　☎59-9060　　開放日：月～金曜日　9：00～ 17：00

わくわくひろば 未就学児 ６日㈬ 10：00～ 歯の個別相談（先着 10組）※予約受付：12/23 ㈬　9：00 ～
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●曙保育園「すくすくらんど」　☎21-7393　　開放日：月～金曜日　10：00～ 16：00

本とおもちゃルーム「ぐるんぱ」 未就園児
６日㈬・13日㈬・
21日㈭・22日㈮・
23日㈯・27日㈬

10：00～
絵本の読み聞かせ
21・22・23日は、みんなでえほん展
in 曙保育園 ～おはなしの世界へどうぞ～

すくすくひろば 未就園児 18日㈪・25日㈪ 10：00～ お正月あそび

イベント 対象 日程 時間 内容・申込など

●森川病院「エンジェル」　☎21-2425　　開放日：月・水・金・土・日曜日　12：00～ 17：00
赤ちゃんなんでも相談・
はついく測定会 13日㈬ ９：30～

離乳食お悩み相談会 ６カ月～の親子 27日㈬ 10：00～ ※予約制（３人）

●にんにんパーク　☎22-9665　　開放日：第 2日曜日　9：00～ 14：00
子育て相談・からだそだて事業 10日㈰ 10：00～ ビニール袋で凧

たこ

を作って凧あげをしようの術

●青山子育て支援センター　☎53-0711　　開放日：火～土曜日　9：00～ 17：00
おはなし会 未就学児 ６日㈬ 10：30～ 絵本の読み聞かせ

おともだちあつまれ
妊婦・０～１歳 14日㈭

10：30～ からだ遊びと工作など
２歳～ 21日㈭

●大山田子育て支援センター　☎47-0088　　開放日：月～金曜日　9：00～ 17：00

おたのしみひろば 未就学児 12日㈫ 10：00～ おしょうがつあそび （先着 10組）※予約受付：1/5 ㈫～

のびっこひろば 未就学児 18日㈪ 10：00～ 親子であそぼう（先着 10組）※予約受付：1/13 ㈬～

えほんとせいさくのひろば 未就学児 22日㈮ 10：00～ 読み聞かせ　カレンダー作り（先着10 組）
※予約受付：1/13 ㈬～

【問い合わせ】　子育て包括支援センター（こども未来課内）
　☎ 22-9665　℻   22-9666　 kodomo@city.iga.lg.jp

※各教室の開催時間は１時間～１時間 30分程度です。持ち物など、詳しくは各支援センターへお問い合わせください。

えほんとせいさくのひろば
　この教室は、未就学児を対象に、月１回大山田子育て支援センターで
実施しています。親子で楽しめるふれ合いあそびや絵本の読み聞かせ、
１年間のカレンダー作りなどをしています。
　ふれ合いあそびでは、親子でふれ合う心地良さを感じ、読み聞かせ
では、子どもたちは目をキラキラさせて絵本の世界を楽しんでいます。
2021年のカレンダーもいろんな素材を使って親子で楽しく作ります。

▲ひざの上で、大好きな絵本を読んでもらいました。

１月の子育てコーナー

イベント 対象 日程 時間 内容・申込など

●子育て包括支援センター　☎22-9665　開放日：月～金曜日、第 3土曜日　9：00～ 17：00　第 4日曜日　9：00～ 12：00
土曜ふれあい広場 未就学児 ９日㈯ 10：00～ 親子ふれあいあそび

ぴよぴよ Baby ０～６カ月 15日㈮ 14：30～ 親子ふれあいあそびと親子サロン（先着 10組）
※予約受付：1/8 ㈮　9：00～

キラキラぷち① 2019年４月～
９月生まれ 21日㈭ 10：00～ からだ育て体操と保健師のおはなし（先着 10組）

※予約受付：1/14 ㈭　 9：00～

キラキラぷち② 2019年 10月～
2020年１月生まれ 26日㈫ 10：00～ からだ育て体操と保健師のおはなし（先着 10組）

※予約受付：1/19 ㈫　9：00～

すくすく Baby ７～ 11カ月 27日㈬ 14：30～ あかちゃん体操とたいせつな歯のおはなし（先着 10組）
※予約受付：1/20 ㈬　 9：00～

●いがまち子育て支援センター　☎45-1015　　開放日：月～金曜日　9：00～ 17：00

らぶらぶひろば 未就学児 ８日㈮・15日㈮・
22日㈮・29日㈮ 9：00～ 大型遊具遊び

赤ちゃんひろばミルキィ 2020年生まれで
生後３カ月以上 20日㈬ 10：30～ 離乳食について（先着 10組）※予約受付：1/6 ㈬～ 1/8 ㈮

おはなしひろば“わくわく” 未就学児 21日㈭ 10：30～ 絵本読み聞かせ（先着 10組）※予約受付：1/6 ㈬～ 1/8 ㈮

おたんじょう会 １月生まれの
未就学児 25日㈪ 10：15～ 親子でお祝い（先着 10組）※予約受付：1/12 ㈫～ 1/14 ㈭

●あやま子育て支援センター　☎43-2166　　開放日：火～土曜日　9：00～ 17：00

元気っ子ひろば 未就園児 ８日㈮ 10：00～ 食育あそび（先着 10組）※予約受付：12/10 ㈭　9：00～

みんなあつまれ！ 未就園児 19日㈫ 10：30～ 絵本を楽しもう（先着６組）※予約受付：1/7 ㈭　9：00～

赤ちゃんの健診と相談
健診・相談名 健診・相談日 時　間 場　所 対象・内容など

子育て支援のための教室・遊び場の開放

１歳６カ月児健診 12 日㈫ 13：15～ 14：40 伊賀市保健センター（ハイトピア伊賀４階）
身体計測、内科・歯科健診、歯の相談、栄養相談、
育児相談など
※対象児には、１歳６カ月児健診は１歳７カ
月頃、３歳児健診は３歳７カ月頃までに通
知します。母子健康手帳をご持参ください。

３歳児健診
（３歳６カ月児） 14 日㈭ 13：15～ 14：40 伊賀市保健センター（ハイトピア伊賀４階）

乳幼児相談

６日㈬ 10：00～ 11：00 島ヶ原子育て支援センター
育児相談・栄養相談
※母子健康手帳をご持参ください。
【問い合わせ】
 健康推進課　☎ 22-9653
 いがまち保健福祉センター　☎ 45-1016
 青山保健センター  ☎ 52-2280 

８日㈮ ９：30～ 11：00 いがまち保健福祉センター

15日㈮ 10：00～ 11：00
13：30～ 14：30

伊賀市保健センター
（ハイトピア伊賀４階）

25日㈪ 10：00～ 11：00 大山田子育て支援センター

●島ヶ原子育て支援センター　☎59-9060　　開放日：月～金曜日　9：00～ 17：00

わくわくひろば 未就学児 ６日㈬ 10：00～ 歯の個別相談（先着 10組）※予約受付：12/23 ㈬　9：00 ～
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国
土
強き

ょ
う

靭じ
ん

化
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。
簡か
ん

単た
ん

に
言
う
と
、

「
私わ
た
し

た
ち
の
住
む
と
こ
ろ
を
、
も
っ
と
強

く
し
な
や
か
に
し
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
こ

と
で
す
。
ど
う
い
っ
た
意
味
が
あ
る
の
か

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
日
本
は
災
害
の
多
い
国

　
自
然
は
私わ

た
し

た
ち
に
た
く
さ
ん
の
恵め

ぐ
み
を

与あ
た
え
て
く
れ
ま
す
が
、
台
風
や
地じ

震し
ん
の
よ

う
な
災
害
を
も
た
ら
す
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
多
く
の
被ひ

害が
い

が
発
生
し
、
人
の
命
が
失
わ
れ

る
よ
う
な
こ
と
も
起
こ
り
ま
す
。

　
日
本
は
、
毎
年
た
く
さ
ん
台
風
が
き
て
、
各
地

で
水
害
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
熊
本
県
を

中
心
に
大
き
な
被ひ

害が
い

が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地じ

震し
ん

も
た
く
さ
ん
起
こ
っ
て
い
て
、
世

界
で
起
こ
っ
た
大
地じ

震し
ん

の
お
よ
そ
20
％
は
日
本
が

震し
ん

源げ
ん

で
す
。
特
に
大
き
な
地じ

震し
ん

と
し
て
１
９
９
５

年
の
阪
神
淡あ
わ

路じ

大だ
い

震し
ん

災さ
い

、
２
０
１
１
年
の
東
日
本

大だ
い

震し
ん

災さ
い

、
２
０
１
６
年
の
熊
本
地じ

震し
ん

な
ど
が
あ
り

ま
し
た
。

　
伊い

賀が

市
で
も
、
１
８
５
４
年
の
安
政
伊い

賀が

上
野

地じ

震し
ん
や
１
９
５
３
年
の
東
近き

ん
畿き

大
水
害
な
ど
、
大

き
な
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

■
災
害
が
発
生
し
て
し
ま
っ
た
ら

　
今
、
大
水
害
や
巨き

ょ
大だ

い
地じ

震し
ん
が
発
生
す
れ
ば
、
私わ

た
し

た
ち
の
ま
ち
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
豪ご

う
雨う

災
害
や
土ど

砂し
ゃ

災
害
は
、
い
つ
起
こ
っ
て
も
不
思
議

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
30
年
以
内
に
70
〜
80
％

の
確
率
で
南
海
ト
ラ
フ
巨き
ょ

大だ
い

地じ

震し
ん

が
発
生
す
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
時
、
何
も
備
え
を
し
て

い
な
か
っ
た
ら
、
と
て
も
大
き
な
被ひ

害が
い
が
出
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

■
災
害
を
乗
り
切
る
た
め
に

　
最
悪
の
事
態
に
な
ら
な
い
た
め
に
は
、
過
去
の

災
害
の
教
訓
を
生
か
す
こ
と
が
大
切
で
す
。「
大

災
害
が
発
生
し
て
も
被ひ

害が
い

を
最
小
限
に
で
き
る
よ

う
に
強
く
、
被ひ

害が
い

が
あ
っ
て
も
速
や
か
に
復
旧
・

復
興
で
き
る
よ
う
に
し
な
や
か
な
ま
ち
づ
く
り
を

お
こ
な
う
こ
と
」
が
国
土
強き
ょ
う

靭じ
ん

化
で
す
。

　

そ
ん
な
「
強
さ
と
し
な
や
か
さ
」
を
持
っ
た
、

災
害
へ
の
備
え
の
あ
る
ま
ち
を
め
ざ
し
て
、
市
で

は
「
国
土
強き
ょ
う

靭じ
ん

化
地ち

域い
き

計
画
」
の
策さ

く
定て

い
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
災
害
に
強
い
防
災
・
減
災
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
、
一い
っ

緒し
ょ

に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
総
合
危き

機き

管
理
課

　
☎
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小・中学生のためのコラムです

こども広場
「国土強

きょう

靭
じん

化」

「ウィークリー伊賀市」でも見られるよ！
【放送期間】
　12月７日㈪～ 13日㈰

Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｏ

セ
レ
ク
シ
ョ
ン

名
阪
国
道
中

瀬
イ
ン
タ
ー
を
下

り
て
す
ぐ
、
西

明
寺
に
あ
る
欣

榮
堂
は
、
明
治

34
年
の
創
業
以

来
、
和
菓
子
の
製
造
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
欣
榮
堂
の
お
菓
子
作
り
は
、
素
材
選
び
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
季
節
の
お
菓
子
、
和
洋
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ

デ
ア
を
取
り
入
れ
た
新
感
覚
な
も
の
ま
で
、
常
に
新

し
い
商
品
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。 

　
平
成
25
年
２
月
に
ま
ち
の
駅
に
認
定
さ
れ
、
店
舗

横
に
は
休
憩
処
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

株式会社 欣榮堂
代表取締役　町野　晃巳さん

【
問
い
合
わ
せ
】　
商
工
労
働
課

　
☎
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No.8

いちご大福
　いちごは、主に伊賀産を使用し、形・大
きさ・酸味をチェックした上で厳選してい
ます。白あんは、北海道産を使用し、手間
をかけじっくりと炊き上げた「自家製あん」
です。いちご、白あん、餅が繰り広げる三
位一体の味をご賞味ください。

図書館
　だより

■一般書
『文豪たちのずるい謝罪文』

山口　謠司／著

■児童書
『魔法の絵筆としあわせの呪文』　

あんびる　やすこ／作・絵

■一般書　
『昆虫のとんでもない世界』

丸山　宗利／監修
『ヒロシのソロキャンプ』 ヒロシ／著
『園芸道具の選び方・使い方「コツ」
の科学』　　　　 園芸文化協会／著

■児童書　
『はじめて出会う短歌 100』

千葉　聡／編、佐藤　りえ／絵
『おじいちゃんとの最後の旅』
ウルフ・スタルク／作、キティ・クローザー／絵
『イベントおりがみ』主婦の友社／編

■絵　本
『サンドイッチにはさまれたいやつ
よっといで』　 岡田　よしたか／著
『にんじゃいぬタロー』渡辺　陽子／作
『日本どっちからよんでも』

本村　亜美／文、高畠　純／絵

《問い合わせ》
　上野図書館　☎ 21-6868　℻   21-8999
　いがまち図書室（いがまち公民館内）　☎ 45-9122
　島ヶ原図書室（島ヶ原会館内）　☎ 59-2291
　阿山図書室（あやま文化センター内）　☎ 43-0154
　大山田図書室（大山田公民館内）　☎ 47-1175
　青山図書室（青山公民館内）　☎ 52-1110

■絵　本　
『こんたのさかなつり』

田中　友佳子／作・絵
　くまおじさんと釣りに行くため、待ち合わ
せ場所に向かったこぎつねのこんたと弟のこ
んきち。寄り道しない約束だったのに、風
に飛ばされたこんきちのぼうしを追いかけ
て、暗い森の中に入っていってしまい…。
こんたのおつかいシリーズの第３弾です。

司書のおすすめ

詳しい情報はこちら

図書館（室）からのお知らせ

絵本の読み聞かせや紙芝居、手遊びなどをします。（30分～１時間程度）
12 月の読み聞かせ

と　き ところ 催物（読み手）

８日㈫ 10：30～ 阿山図書室 読み聞かせの会（はあと＆はあと）

８日㈫ 11：30～ 青山図書室 おとなカフェ

12日㈯ 10：30～
上野図書館 おはなしの会

大山田図書室 おはなしたいむ（きらきら）

15日㈫ 10：30～ 大山田図書室 あかちゃんたいむ・ミニおはなし会

16日㈬ 10：30～ 上野図書館 えほんの森（よもよも）

20日㈰ 10：30～ 阿山図書室 読み聞かせの会（はあと＆はあと）

23日㈬ 10：30～ 上野図書館 おひざでだっこのおはなし会

24日㈭ 10：30～ 青山図書室 おはなしなあに？

【と　き】　12月18日㈮　午後６時～７時30 分
【ところ】　ハイトピア伊賀　５階多目的大研修室
【テーマ】　藤堂藩研究と久保文武
【講　師】　地域誌「伊賀百筆」編集長　北出 楯夫さん
※来場の際は、上野図書館駐車場または市営上野
公園第３駐車場（午後５時以降無料）をご利用
ください。

　伊賀地域に伝わる民話などを読み語ります。写
真や絵と一緒に地元のおはなしを楽しみましょう。
【と　き】　12月26日㈯　午後２時～
【ところ】　上野図書館　２階視聴覚室
【絵本読み手】　ボランティアグループ　いがぐり、
よもよも、ちいさなねこ
【対　象】　小学生
※保護者同伴可
※３歳未満の子どもの入室は、ご遠慮ください。
【定　員】　先着 10組程度
【申込受付開始日】　12月 12日㈯　午前９時～
【申込方法】　電話または来館
【申込先・問い合わせ】　上野図書館

◆郷土の歴史夜咄会

◆こんなん知ってる？ 伊賀に伝わるおはなしの会

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、参加
者の人数を制限しています。
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国
土
強き

ょ
う

靭じ
ん

化
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。
簡か
ん

単た
ん

に
言
う
と
、

「
私わ
た
し

た
ち
の
住
む
と
こ
ろ
を
、
も
っ
と
強

く
し
な
や
か
に
し
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
こ

と
で
す
。
ど
う
い
っ
た
意
味
が
あ
る
の
か

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
日
本
は
災
害
の
多
い
国

　
自
然
は
私わ

た
し

た
ち
に
た
く
さ
ん
の
恵め

ぐ
み
を

与あ
た

え
て
く
れ
ま
す
が
、
台
風
や
地じ

震し
ん

の
よ

う
な
災
害
を
も
た
ら
す
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
多
く
の
被ひ

害が
い
が
発
生
し
、
人
の
命
が
失
わ
れ

る
よ
う
な
こ
と
も
起
こ
り
ま
す
。

　
日
本
は
、
毎
年
た
く
さ
ん
台
風
が
き
て
、
各
地

で
水
害
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
熊
本
県
を

中
心
に
大
き
な
被ひ

害が
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地じ

震し
ん
も
た
く
さ
ん
起
こ
っ
て
い
て
、
世

界
で
起
こ
っ
た
大
地じ

震し
ん
の
お
よ
そ
20
％
は
日
本
が

震し
ん
源げ

ん
で
す
。
特
に
大
き
な
地じ

震し
ん
と
し
て
１
９
９
５

年
の
阪
神
淡あ
わ
路じ

大だ
い
震し

ん
災さ

い
、
２
０
１
１
年
の
東
日
本

大だ
い
震し

ん
災さ

い
、
２
０
１
６
年
の
熊
本
地じ

震し
ん
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
。

　
伊い

賀が

市
で
も
、
１
８
５
４
年
の
安
政
伊い

賀が

上
野

地じ

震し
ん

や
１
９
５
３
年
の
東
近き

ん
畿き

大
水
害
な
ど
、
大

き
な
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

■
災
害
が
発
生
し
て
し
ま
っ
た
ら

　
今
、
大
水
害
や
巨き

ょ
大だ

い
地じ

震し
ん
が
発
生
す
れ
ば
、
私わ

た
し

た
ち
の
ま
ち
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
豪ご

う
雨う

災
害
や
土ど

砂し
ゃ

災
害
は
、
い
つ
起
こ
っ
て
も
不
思
議

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
30
年
以
内
に
70
〜
80
％

の
確
率
で
南
海
ト
ラ
フ
巨き
ょ

大だ
い

地じ

震し
ん

が
発
生
す
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
時
、
何
も
備
え
を
し
て

い
な
か
っ
た
ら
、
と
て
も
大
き
な
被ひ

害が
い

が
出
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

■
災
害
を
乗
り
切
る
た
め
に

　
最
悪
の
事
態
に
な
ら
な
い
た
め
に
は
、
過
去
の

災
害
の
教
訓
を
生
か
す
こ
と
が
大
切
で
す
。「
大

災
害
が
発
生
し
て
も
被ひ

害が
い
を
最
小
限
に
で
き
る
よ

う
に
強
く
、
被ひ

害が
い

が
あ
っ
て
も
速
や
か
に
復
旧
・

復
興
で
き
る
よ
う
に
し
な
や
か
な
ま
ち
づ
く
り
を

お
こ
な
う
こ
と
」
が
国
土
強き
ょ
う

靭じ
ん
化
で
す
。

　

そ
ん
な
「
強
さ
と
し
な
や
か
さ
」
を
持
っ
た
、

災
害
へ
の
備
え
の
あ
る
ま
ち
を
め
ざ
し
て
、
市
で

は
「
国
土
強き
ょ
う

靭じ
ん
化
地ち

域い
き
計
画
」
の
策さ

く
定て

い
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
災
害
に
強
い
防
災
・
減
災
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
、
一い
っ
緒し

ょ
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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小・中学生のためのコラムです

こども広場
「国土強
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じん

化」

「ウィークリー伊賀市」でも見られるよ！
【放送期間】
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名
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中

瀬
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タ
ー
を
下

り
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す
ぐ
、
西

明
寺
に
あ
る
欣

榮
堂
は
、
明
治

34
年
の
創
業
以

来
、
和
菓
子
の
製
造
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
欣
榮
堂
の
お
菓
子
作
り
は
、
素
材
選
び
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
季
節
の
お
菓
子
、
和
洋
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ

デ
ア
を
取
り
入
れ
た
新
感
覚
な
も
の
ま
で
、
常
に
新

し
い
商
品
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
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平
成
25
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２
月
に
ま
ち
の
駅
に
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定
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店
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に
は
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憩
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　いちごは、主に伊賀産を使用し、形・大
きさ・酸味をチェックした上で厳選してい
ます。白あんは、北海道産を使用し、手間
をかけじっくりと炊き上げた「自家製あん」
です。いちご、白あん、餅が繰り広げる三
位一体の味をご賞味ください。

図書館
　だより

■一般書
『文豪たちのずるい謝罪文』

山口　謠司／著

■児童書
『魔法の絵筆としあわせの呪文』　

あんびる　やすこ／作・絵

■一般書　
『昆虫のとんでもない世界』

丸山　宗利／監修
『ヒロシのソロキャンプ』 ヒロシ／著
『園芸道具の選び方・使い方「コツ」
の科学』　　　　 園芸文化協会／著

■児童書　
『はじめて出会う短歌 100』

千葉　聡／編、佐藤　りえ／絵
『おじいちゃんとの最後の旅』
ウルフ・スタルク／作、キティ・クローザー／絵
『イベントおりがみ』主婦の友社／編

■絵　本
『サンドイッチにはさまれたいやつ
よっといで』　 岡田　よしたか／著
『にんじゃいぬタロー』渡辺　陽子／作
『日本どっちからよんでも』

本村　亜美／文、高畠　純／絵

《問い合わせ》
　上野図書館　☎ 21-6868　℻   21-8999
　いがまち図書室（いがまち公民館内）　☎ 45-9122
　島ヶ原図書室（島ヶ原会館内）　☎ 59-2291
　阿山図書室（あやま文化センター内）　☎ 43-0154
　大山田図書室（大山田公民館内）　☎ 47-1175
　青山図書室（青山公民館内）　☎ 52-1110

■絵　本　
『こんたのさかなつり』

田中　友佳子／作・絵
　くまおじさんと釣りに行くため、待ち合わ
せ場所に向かったこぎつねのこんたと弟のこ
んきち。寄り道しない約束だったのに、風
に飛ばされたこんきちのぼうしを追いかけ
て、暗い森の中に入っていってしまい…。
こんたのおつかいシリーズの第３弾です。

司書のおすすめ

詳しい情報はこちら

図書館（室）からのお知らせ

絵本の読み聞かせや紙芝居、手遊びなどをします。（30分～１時間程度）
12 月の読み聞かせ

と　き ところ 催物（読み手）

８日㈫ 10：30～ 阿山図書室 読み聞かせの会（はあと＆はあと）

８日㈫ 11：30～ 青山図書室 おとなカフェ

12日㈯ 10：30～
上野図書館 おはなしの会

大山田図書室 おはなしたいむ（きらきら）

15日㈫ 10：30～ 大山田図書室 あかちゃんたいむ・ミニおはなし会

16日㈬ 10：30～ 上野図書館 えほんの森（よもよも）

20日㈰ 10：30～ 阿山図書室 読み聞かせの会（はあと＆はあと）

23日㈬ 10：30～ 上野図書館 おひざでだっこのおはなし会

24日㈭ 10：30～ 青山図書室 おはなしなあに？

【と　き】　12月18日㈮　午後６時～７時30 分
【ところ】　ハイトピア伊賀　５階多目的大研修室
【テーマ】　藤堂藩研究と久保文武
【講　師】　地域誌「伊賀百筆」編集長　北出 楯夫さん
※来場の際は、上野図書館駐車場または市営上野
公園第３駐車場（午後５時以降無料）をご利用
ください。

　伊賀地域に伝わる民話などを読み語ります。写
真や絵と一緒に地元のおはなしを楽しみましょう。
【と　き】　12月26日㈯　午後２時～
【ところ】　上野図書館　２階視聴覚室
【絵本読み手】　ボランティアグループ　いがぐり、
よもよも、ちいさなねこ
【対　象】　小学生
※保護者同伴可
※３歳未満の子どもの入室は、ご遠慮ください。
【定　員】　先着 10組程度
【申込受付開始日】　12月 12日㈯　午前９時～
【申込方法】　電話または来館
【申込先・問い合わせ】　上野図書館

◆郷土の歴史夜咄会

◆こんなん知ってる？ 伊賀に伝わるおはなしの会

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、参加
者の人数を制限しています。
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　10月29日㈭から11月１日㈰の４日間、ハイトピア伊賀５階で、
第 15回伊賀市民美術展覧会を行いました。
　これは、新型コロナウイルス感染症拡大を受け、３月から延期さ
れていたものです。
　会場には、絵画、彫塑工芸、写真、書の４部門で入賞・入選した
作品のうち 103点が展示され、訪れた人は作品を一つひとつじっ
くりと眺め、作者の思いを感じている様子でした。

第 15回伊賀市民美術展覧会

１・２．来場者が入賞・入選作品を見に訪れました。
３・４．多くの力作が並びました。 １

２ ３ ４

※掲載広告について不明な点は直接広告主へお問い合わせください。

１．だんじりと印がだん
じり会館からそれぞれの
町に戻りました。
２．上野東町ではだんじ
りの試し曳きが行われま
した。
３．鬼の面や衣装が展示
されました。
４．お囃子演奏の様子。

　10月 24日㈯・25日㈰の２日間、上野天神祭が開催されました。
　今年は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、鬼行列とだ
んじり巡行などが中止となりました。だんじりを運営する町の一部
で、蔵の周辺などにだんじりが展示され、地元住民らが感染症対策
を行いながらお囃子を演奏しました。また、鬼町と呼ばれる４つの
町では、鬼行列に使われる鬼の面や衣装などの展示も行われました。

上野天神祭

１

２ ３ ４

まま ちち かか どど 通通 信信

　10月23日㈮、N
ニ ッ ポ ニ ア
IPPONIA H

ホ テ ル
OTEL伊賀上野城下町の開業に先立ち、

ホテルの K
カ ン ム リ
ANMURI 棟でオープニングレセプションを行いました。

　セレモニーには関係者らが出席し、開業を祝いました。
　その後、ホテルの内覧会やレストランで提供される料理の試食が行
われ、出席者は城下町ホテルの雰囲気を楽しみました。

城下町ホテルオープニングレセプション

１．セレモニーには、多くの報道関係者が集まりました。２．開業を祝して、鏡
開きを行いました。３．ホテルで提供される予定の料理。４．フロントではセレ
モニーの出席者を上野天神祭の鬼が迎えました。 １

２ ３ ４

　10月 24日㈯、伊賀鉄道忍者市（上野市）駅で、いがてつマルシェ
が開催されました。
　この日は車両内にたくさんの店が並び、限定グッズを求めて鉄道
ファンが長い列を作りました。運転シミュレーションのコーナーで
はテレビ画面に車窓が映し出され、体験者はハンドルを操作しなが
ら運転手気分を楽しんでいました。

１．操作を手伝ってもらい運転を楽しむ子ども。２・３．車内で買い物を楽し
む様子。４．鉄道グッズを買い求める人の行列。

いがてつマルシェ

２

１

３ ４
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　10月29日㈭から11月１日㈰の４日間、ハイトピア伊賀５階で、
第 15回伊賀市民美術展覧会を行いました。
　これは、新型コロナウイルス感染症拡大を受け、３月から延期さ
れていたものです。
　会場には、絵画、彫塑工芸、写真、書の４部門で入賞・入選した
作品のうち 103点が展示され、訪れた人は作品を一つひとつじっ
くりと眺め、作者の思いを感じている様子でした。

第 15回伊賀市民美術展覧会

１・２．来場者が入賞・入選作品を見に訪れました。
３・４．多くの力作が並びました。 １

２ ３ ４

※掲載広告について不明な点は直接広告主へお問い合わせください。

１．だんじりと印がだん
じり会館からそれぞれの
町に戻りました。
２．上野東町ではだんじ
りの試し曳きが行われま
した。
３．鬼の面や衣装が展示
されました。
４．お囃子演奏の様子。

　10月 24日㈯・25日㈰の２日間、上野天神祭が開催されました。
　今年は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、鬼行列とだ
んじり巡行などが中止となりました。だんじりを運営する町の一部
で、蔵の周辺などにだんじりが展示され、地元住民らが感染症対策
を行いながらお囃子を演奏しました。また、鬼町と呼ばれる４つの
町では、鬼行列に使われる鬼の面や衣装などの展示も行われました。

上野天神祭

１

２ ３ ４

まま ちち かか どど 通通 信信

　10月23日㈮、N
ニ ッ ポ ニ ア
IPPONIA H

ホ テ ル
OTEL伊賀上野城下町の開業に先立ち、

ホテルの K
カ ン ム リ
ANMURI 棟でオープニングレセプションを行いました。

　セレモニーには関係者らが出席し、開業を祝いました。
　その後、ホテルの内覧会やレストランで提供される料理の試食が行
われ、出席者は城下町ホテルの雰囲気を楽しみました。

城下町ホテルオープニングレセプション

１．セレモニーには、多くの報道関係者が集まりました。２．開業を祝して、鏡
開きを行いました。３．ホテルで提供される予定の料理。４．フロントではセレ
モニーの出席者を上野天神祭の鬼が迎えました。 １

２ ３ ４

　10月 24日㈯、伊賀鉄道忍者市（上野市）駅で、いがてつマルシェ
が開催されました。
　この日は車両内にたくさんの店が並び、限定グッズを求めて鉄道
ファンが長い列を作りました。運転シミュレーションのコーナーで
はテレビ画面に車窓が映し出され、体験者はハンドルを操作しなが
ら運転手気分を楽しんでいました。

１．操作を手伝ってもらい運転を楽しむ子ども。２・３．車内で買い物を楽し
む様子。４．鉄道グッズを買い求める人の行列。

いがてつマルシェ

２

１

３ ４
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※申し込みの記載がないものは申し込み不要です。

　認知症の人や家族、認知症に関心
のある人、地域の人など、誰でも参
加できるカフェです。
　「認知症について知りたい」「相談
したい」「仲間を作りたい」という
皆さん、ぜひお越しください。
【と　き】
　12月８日㈫　午前 10時～正午
※午前 10時 30 分から健康体操や
脳トレなどのミニイベントを行い
ます。（20分程度）

【ところ】　ハイトピア伊賀
　４階健康ステーション
【問い合わせ】
　地域包括支援センター
　☎ 26-1521　℻  24-7511

いがオレンジカフェ

　　　　　　　

　毎月１問、伊賀に関するクイ
ズを掲載します。
　　　旧小田小学校の屋根には
瓦が葺かれていますが、その屋
根の形式は（　　　　）です。
①切妻造り
②入母屋造り
③宝型造り
④寄棟造り

（答えは 33ページ）

伊賀のこと
もっと知

りたい！

問題

　認知症の人を介護する家族の情報
交換の場です。
【と　き】　12月 22日㈫
　午後１時 30分～４時
【ところ】
　本庁舎　２階会議室 202
【料　金】　200 円（認知症の人は無
料。家族の会会員は 100円）
※認知症の人が参加する場合は、事
前に連絡してください。

【問い合わせ】
　地域包括支援センター
　南部サテライト
　☎ 52-2715　℻   52-2281

認知症の人と家族の会　
「伊賀地域つどい・交流会」

　外国にルーツをもつ小学３年生か
ら中学３年生までの児童生徒を対象
とした、教科指導や受付業務などの
ボランティアスタッフを随時募集し
ています。
【と　き】
　毎週土曜日　午後２時～４時
【ところ】
　伊賀市総合福祉会館　２階
【対象者】　高校生以上　
※市内の現役小中学校教諭を除く。
【応募方法】
　電話またはＥメールで下記まで。
【応募先・問い合わせ】
　伊賀市国際交流協会
　☎ 070-4455-4900
　 mie-iifa@ict.jp
　平日午前９時～午後５時

「学習支援教室ささゆり」
ボランティアスタッフ募集

【と　き】　１月 19日㈫
　午後１時 30分～３時
【ところ】
　ハイトピア伊賀　４階多目的室
【内　容】　離乳食前期（１～２回食）
の話・離乳食の調理
【持ち物】　母子手帳・筆記用具・エ
プロン・三角巾・手ふきタオル
【定　員】　先着 6人
【申込方法】　住所・参加する保護者
と子どもの氏名・生年月日・電話番
号を下記まで。
※託児を希望する人はご相談ください。
【申込受付開始日】　12月 15日㈫
【申込先・問い合わせ】
　健康推進課
　☎ 22-9653　℻  22-9666

　上野総合市民病院内で実施してい
た病児・病後児保育室「くまさんルー
ム」は、11月末日をもって閉鎖し
ました。12月 1日からは医療法人
グリーンスウォード「ゆめこどもク
リニック伊賀」に病児保育事業を委
託し実施します。
【ところ】
　ゆめこどもクリニック伊賀 病児
保育室（小田町 258-2）
【対象年齢】
　生後 6カ月～小学 6年生
【利用時間】
○月・火・水・金曜日：午前９時～
　午後 6時
○土曜日：午前 9時～午後 5時
※いずれも電話受付は午前 8時～
　☎ 0595-24-7605
※クリニックの休診日は利用できま
せん。

※人数に限りがあり利用できないこ
とがありますので、利用希望日の
朝、必ず電話で空き状況を確認し
てください。

【問い合わせ】　こども未来課
　☎ 22-9677　℻  22-9646

離乳食教室12月１日から
病児保育室が変わります

　葦
あし

の枝を雪囲いのよ
うに組み合わせ、花を
生けます。華やかなお
正月のアレンジを楽し
みませんか。
【と　き】
　12月 25日㈮
①午後６時～７時 30分
②午後７時 30分～９時
【ところ】　大山田公民館　研修室
【講　師】　木下　直美さん
【対象者】　市内在住・在勤の人
【料　金】　2,500 円
【定　員】　各回先着 10人
【申込方法】
　住所・氏名・年齢・電話番号を下
記まで。
【申込期間】　12月８日㈫～18日㈮
【申込先・問い合わせ】
　大山田公民館
　☎ 46-0130　℻  46-0131
　 ooyamada-cc@city.iga.lg.jp

フラワーアレンジメント

受診・相談センター
（帰国者・接触者相談
センターから名称変更）
○午前 9時～午後 9時
　伊賀保健所
　☎  24-8050
○午後 9時～午前 9時
　三重県救急医療情報センター
　☎  059-229-1199

新型コロナウイルス感染症相談窓口

春日の社を巡る
【問い合わせ】　総合政策課
　☎ 22-9620　℻   22-9672
　 sougouseisaku@city.iga.lg.jp

水と歴史でつながる伊賀城和（伊賀・山城南・東大和）定住自立圏

伊賀市 笠置町 南山城村 山添村

　伊賀城和定住自立圏の市町村は、かつて都のあった
奈良市の東に位置し、今もその影響を色濃く残してい
ます。
　奈良公園にある春日大社は、奈良時代の神護景雲２
（768）年、藤原氏の氏神である武

たけみかづちのみこと
甕槌命が常

ひたちのくに
陸国（茨

城県）から春日の御
み
蓋
かさ
山
やま
に遷

うつ
り、「春

かすがのかみ
日神」と称した

ことに始まるとされています。伊賀市には、武甕槌命
が常陸国から大

やまとのくに
和国（奈良県）に行く時に立ち寄った

とされる川東の春日神社や阿保の大村神社のほか、武
甕槌命を祭神とする神社がいくつかあります。同様の
伝承は、山添村の春日神社にもあります。
　また、春日大社に代表される「春日造り」は、建物
の妻方向が正面となるのが特徴で、定住自立圏の市町
村内の社でよく見られる建築様式です。今回は、春日
の社をめぐる特色ある神社建築を紹介します。

　 天神社は、山添村北野区の奥集落を南に一望でき
る高台にあります。応永年間（1394 ～ 1428）に造
営されたと伝わる春日造りの社殿です。屋根は神社で
よく見られる檜

ひわだ
皮葺

ぶ
きではなく、杉の厚板葺きである

ことが大きな特徴で、正面の建築部材には華やかな装
飾が施されています。また、天正６（1578）年から
慶応３（1867）年までの棟

むな
札
ふだ
（建物の上棟や修理の際

などに施主や費用などを記した木札）16枚も国指定
重要文化財に指定されており、長い期間にわたって地
域の人々に大切にされてきたことがわかります。
　なお、天神社社殿の隣には、北野区牛ヶ峰の春日神
社から移築され、腰越の若宮神社、津越の八幡神社な
どを合祀した美

みすまる
統神社社殿があります。これらは室町

時代のもので、村指定有形文化財となっています。

　六所神社は、南山城村の北部、野殿地区にあります。
元禄年間（1688 ～ 1704）に建てられたとされるこ
の神社は、本殿と摂

せっしゃ
社（本殿の祭神と関わりをもつ

社）５棟が横一列に並んでいて、本殿は厚板葺きの春
日造り、摂社も春日造りかそれを簡略化した切

きり
妻
づま
造り

となっています。春日造りの社殿が横一列に並ぶ様子
は、春日大社の影響を受けていることを示しています。
　この神社の大きな特徴は、本殿・摂社の覆

おおい
屋
や
と拝殿

の屋根が茅葺きになっていることです。覆屋は、屋根
裏に保管されていた板札に記された年号から宝暦２
（1752）年のものであると考えられています。こうし
た建築は少なく、本殿の覆屋と拝殿が一対となって古
風な景観を今に伝えています。

　国津神社は、笠置町有市の木津川右岸にあります。
社殿は春日造りで、南を正面に建てられています。現
在の本殿は、元禄３（1690）年に建てられた春日大
社の本殿を移したもので、棟札から正徳元（1711）
年に移されたことがわかります。春日大社の本殿を移
していることから、春日大社と国津神社は深い関わり
があったことがうかがえます。

国津神社本殿

六所神社拝殿（左）と本殿・摂社の覆屋（右）

天神社本殿

天神社本殿（山添村　国指定重要文化財）

国津神社（笠置町　京都府登録有形文化財）

六所神社 （南山城村　京都府登録有形文化財）
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※申し込みの記載がないものは申し込み不要です。

　認知症の人や家族、認知症に関心
のある人、地域の人など、誰でも参
加できるカフェです。
　「認知症について知りたい」「相談
したい」「仲間を作りたい」という
皆さん、ぜひお越しください。
【と　き】
　12月８日㈫　午前 10時～正午
※午前 10時 30 分から健康体操や
脳トレなどのミニイベントを行い
ます。（20分程度）

【ところ】　ハイトピア伊賀
　４階健康ステーション
【問い合わせ】
　地域包括支援センター
　☎ 26-1521　℻  24-7511

いがオレンジカフェ

　　　　　　　

　毎月１問、伊賀に関するクイ
ズを掲載します。
　　　旧小田小学校の屋根には
瓦が葺かれていますが、その屋
根の形式は（　　　　）です。
①切妻造り
②入母屋造り
③宝型造り
④寄棟造り

（答えは 33ページ）

伊賀のこと
もっと知

りたい！

問題

　認知症の人を介護する家族の情報
交換の場です。
【と　き】　12月 22日㈫
　午後１時 30分～４時
【ところ】
　本庁舎　２階会議室 202
【料　金】　200 円（認知症の人は無
料。家族の会会員は 100円）
※認知症の人が参加する場合は、事
前に連絡してください。

【問い合わせ】
　地域包括支援センター
　南部サテライト
　☎ 52-2715　℻   52-2281

認知症の人と家族の会　
「伊賀地域つどい・交流会」

　外国にルーツをもつ小学３年生か
ら中学３年生までの児童生徒を対象
とした、教科指導や受付業務などの
ボランティアスタッフを随時募集し
ています。
【と　き】
　毎週土曜日　午後２時～４時
【ところ】
　伊賀市総合福祉会館　２階
【対象者】　高校生以上　
※市内の現役小中学校教諭を除く。
【応募方法】
　電話またはＥメールで下記まで。
【応募先・問い合わせ】
　伊賀市国際交流協会
　☎ 070-4455-4900
　 mie-iifa@ict.jp
　平日午前９時～午後５時

「学習支援教室ささゆり」
ボランティアスタッフ募集

【と　き】　１月 19日㈫
　午後１時 30分～３時
【ところ】
　ハイトピア伊賀　４階多目的室
【内　容】　離乳食前期（１～２回食）
の話・離乳食の調理
【持ち物】　母子手帳・筆記用具・エ
プロン・三角巾・手ふきタオル
【定　員】　先着 6人
【申込方法】　住所・参加する保護者
と子どもの氏名・生年月日・電話番
号を下記まで。
※託児を希望する人はご相談ください。
【申込受付開始日】　12月 15日㈫
【申込先・問い合わせ】
　健康推進課
　☎ 22-9653　℻  22-9666

　上野総合市民病院内で実施してい
た病児・病後児保育室「くまさんルー
ム」は、11月末日をもって閉鎖し
ました。12月 1日からは医療法人
グリーンスウォード「ゆめこどもク
リニック伊賀」に病児保育事業を委
託し実施します。
【ところ】
　ゆめこどもクリニック伊賀 病児
保育室（小田町 258-2）
【対象年齢】
　生後 6カ月～小学 6年生
【利用時間】
○月・火・水・金曜日：午前９時～
　午後 6時
○土曜日：午前 9時～午後 5時
※いずれも電話受付は午前 8時～
　☎ 0595-24-7605
※クリニックの休診日は利用できま
せん。
※人数に限りがあり利用できないこ
とがありますので、利用希望日の
朝、必ず電話で空き状況を確認し
てください。

【問い合わせ】　こども未来課
　☎ 22-9677　℻  22-9646

離乳食教室12月１日から
病児保育室が変わります

　葦
あし

の枝を雪囲いのよ
うに組み合わせ、花を
生けます。華やかなお
正月のアレンジを楽し
みませんか。
【と　き】
　12月 25日㈮
①午後６時～７時 30分
②午後７時 30分～９時
【ところ】　大山田公民館　研修室
【講　師】　木下　直美さん
【対象者】　市内在住・在勤の人
【料　金】　2,500 円
【定　員】　各回先着 10人
【申込方法】
　住所・氏名・年齢・電話番号を下
記まで。
【申込期間】　12月８日㈫～18日㈮
【申込先・問い合わせ】
　大山田公民館
　☎ 46-0130　℻  46-0131
　 ooyamada-cc@city.iga.lg.jp

フラワーアレンジメント

受診・相談センター
（帰国者・接触者相談
センターから名称変更）
○午前 9時～午後 9時
　伊賀保健所
　☎  24-8050
○午後 9時～午前 9時
　三重県救急医療情報センター
　☎  059-229-1199

新型コロナウイルス感染症相談窓口

春日の社を巡る
【問い合わせ】　総合政策課
　☎ 22-9620　℻   22-9672
　 sougouseisaku@city.iga.lg.jp

水と歴史でつながる伊賀城和（伊賀・山城南・東大和）定住自立圏

伊賀市 笠置町 南山城村 山添村

　伊賀城和定住自立圏の市町村は、かつて都のあった
奈良市の東に位置し、今もその影響を色濃く残してい
ます。
　奈良公園にある春日大社は、奈良時代の神護景雲２
（768）年、藤原氏の氏神である武

たけみかづちのみこと
甕槌命が常

ひたちのくに
陸国（茨

城県）から春日の御
み
蓋
かさ
山
やま
に遷

うつ
り、「春

かすがのかみ
日神」と称した

ことに始まるとされています。伊賀市には、武甕槌命
が常陸国から大

やまとのくに
和国（奈良県）に行く時に立ち寄った

とされる川東の春日神社や阿保の大村神社のほか、武
甕槌命を祭神とする神社がいくつかあります。同様の
伝承は、山添村の春日神社にもあります。
　また、春日大社に代表される「春日造り」は、建物
の妻方向が正面となるのが特徴で、定住自立圏の市町
村内の社でよく見られる建築様式です。今回は、春日
の社をめぐる特色ある神社建築を紹介します。

　 天神社は、山添村北野区の奥集落を南に一望でき
る高台にあります。応永年間（1394 ～ 1428）に造
営されたと伝わる春日造りの社殿です。屋根は神社で
よく見られる檜

ひわだ
皮葺

ぶ
きではなく、杉の厚板葺きである

ことが大きな特徴で、正面の建築部材には華やかな装
飾が施されています。また、天正６（1578）年から
慶応３（1867）年までの棟

むな
札
ふだ
（建物の上棟や修理の際

などに施主や費用などを記した木札）16枚も国指定
重要文化財に指定されており、長い期間にわたって地
域の人々に大切にされてきたことがわかります。
　なお、天神社社殿の隣には、北野区牛ヶ峰の春日神
社から移築され、腰越の若宮神社、津越の八幡神社な
どを合祀した美

みすまる
統神社社殿があります。これらは室町

時代のもので、村指定有形文化財となっています。

　六所神社は、南山城村の北部、野殿地区にあります。
元禄年間（1688 ～ 1704）に建てられたとされるこ
の神社は、本殿と摂

せっしゃ
社（本殿の祭神と関わりをもつ

社）５棟が横一列に並んでいて、本殿は厚板葺きの春
日造り、摂社も春日造りかそれを簡略化した切

きり
妻
づま
造り

となっています。春日造りの社殿が横一列に並ぶ様子
は、春日大社の影響を受けていることを示しています。
　この神社の大きな特徴は、本殿・摂社の覆

おおい
屋
や
と拝殿

の屋根が茅葺きになっていることです。覆屋は、屋根
裏に保管されていた板札に記された年号から宝暦２
（1752）年のものであると考えられています。こうし
た建築は少なく、本殿の覆屋と拝殿が一対となって古
風な景観を今に伝えています。

　国津神社は、笠置町有市の木津川右岸にあります。
社殿は春日造りで、南を正面に建てられています。現
在の本殿は、元禄３（1690）年に建てられた春日大
社の本殿を移したもので、棟札から正徳元（1711）
年に移されたことがわかります。春日大社の本殿を移
していることから、春日大社と国津神社は深い関わり
があったことがうかがえます。

国津神社本殿

六所神社拝殿（左）と本殿・摂社の覆屋（右）

天神社本殿

天神社本殿（山添村　国指定重要文化財）

国津神社（笠置町　京都府登録有形文化財）

六所神社 （南山城村　京都府登録有形文化財）
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※申し込みの記載がないものは申し込み不要です。

「ヘルプマーク」を
知っていますか？
援助や配慮を必要と
する人が伝えやすく、
支援ができる人が気
づきやすくなる「お

もいやりの絆」をつなげるマー
クです。
【問い合わせ】　障がい福祉課
　☎ 22-9656　℻ 22-9662　
　　shougai@city.iga.lg.jp

　市消防本部・市消防団による消防
出初式を、新型コロナウィルス感染
症拡大防止のため、規模を縮小して
行います。
※見学はご遠慮ください。
【と　き】　１月 10日㈰　
　午前 10時～ 11時
【ところ】　しらさぎ運動公園
　多目的グラウンド
【問い合わせ】　消防本部地域防災課
　☎ 24-9115　℻  24-9111

【と　き】　12月６日㈰・13日㈰
　午前 10時～午後３時
【専用ダイヤル】
　☎ 059-224-2026
※相談日当日のみつながります。
※相談は１時間程度を限度とします。
【対応者】　弁護士（三重弁護士会）・
司法書士（三重県司法書士会）
【問い合わせ】　市民生活課　
　☎ 22-9638　℻  22-9641

消防出初式

借金のお悩み電話相談

　「料理に挑戦してみよう」という
男性を対象とした料理教室です。大
切な人と笑顔で過ごすため、簡単で
美味しい料理に挑戦してみませんか。
【と　き】　１月 23日㈯
　午前 10時～午後１時
【ところ】
　ハイトピア伊賀　４階調理実習室
【メニュー】
　鮭とたらこの炊き込みご飯・肉の
しぐれ煮・厚焼き玉子・野菜のごま
酢和え・デザート ほか
※試食は行わず、弁当にします。
【講　師】　松永　啓子さん
【持ち物】　米１合・エプロン・三角
巾・マスク
【対象者】
　市内在住の料理初心者の男性
【料　金】　500円
【定　員】　先着 12人
【申込方法】
　住所・氏名・電話番号を下記まで。
【申込受付開始日】　12月７日㈪
【申込先・問い合わせ】
　男女共同参画センター
　☎ 22-9632　℻  22-9666
　 jinken-danjo@city.iga.lg.jp

【と　き】　12月 15日㈫・16日㈬
　午前９時～午後３時
【ところ】　上野総合市民病院
【内　容】
○１日目：感染予防対策、看護技術
（採血・点滴静注・血糖測定・吸引）、
医療機器の取扱、救急蘇生法
○２日目：病棟実習（看護業務体験）
※託児を希望する人は、申込時にお
伝えください。

【対象者】
　看護師免許を持っている人
※令和３年３月末までに看護師免許
取得予定の人も参加できます。

【申込方法】　住所・氏名・年齢・電
話番号を下記まで。
【申込期間】　12月 11日㈮
【申込先・問い合わせ】
　上野総合市民病院看護部
　☎ 24-1111　℻  24-1565
　 kango@iga-med.jp

　開催を延期していた記念講演会を
行います。
【と　き】　12月 19日㈯
　午後１時 30分～３時 15分
【ところ】
　ハイトピア伊賀　3階ホール
【内　容】
○演題：伊賀上野の城下町と成瀬平
馬家長屋門
○講師：三重大学名誉教授
　菅原　洋一さん
　講演会のほか、午後２時 30分か
ら４時まで成瀬平馬家長屋門を自由
に見学できます。
【定　員】　25人程度
【申込方法】　電話
※成瀬平馬家長屋門の見学のみの場
合は申込不要です。

【申込期限】　12月 18日㈮
【申込先・問い合わせ】
　中心市街地推進課
　☎ 22-9825　℻  22-9628

おとこの料理教室
おうちで食べる彩り弁当

ナースのための
カムバックセミナー

成瀬平馬家長屋門
工事完成記念講演会

　12月は、「明るい選挙推進強調月
間」です。
　政治家は、冠婚葬祭など一般的な
日常の付き合いであっても、法律で
寄附行為が禁止されています。
　伊賀市明るい選挙推進協議会では
「贈らない、求めない、受け取らない」
のルールを守り、公平公正な選挙の
実現のため「三ない運動」を重点的
に進めています。
　不正を防ぐには、政治に携わる人
だけでなく、有権者一人ひとりが認
識を深め、自覚することが大切です。
◆寄附行為
○町内会の集会や旅行、地域の行事
などへ、寸志や飲食物の差し入れ
をする。

○入学、卒業、就職、出産などのお
祝いに金品を贈る。

○花輪や供花を贈る。
【問い合わせ】
　伊賀市明るい選挙推進協議会事務局
（総務課内）
　☎ 22-9601　℻  22-9672

明るい選挙推進強調月間

　12 月７日㈪から 11 日㈮まで、
上野公園高石垣の維持管理と景観保
持のため、陸上自衛隊第 33普通科
連隊（久居駐屯地）による、高石垣
の雑木伐採作業を行います。
　終日作業をする予定の８日㈫、９
日㈬、10日㈭は、隊員の皆さんが、
忍者のように作業をする姿をご覧い
ただけます。
【問い合わせ】　都市計画課
　☎ 22-9731　℻  22-9734

上野公園高石垣雑木伐採作業

２次元コードから詳しい情報が見られます。

【と　き】
　12月８日㈫
　午後７時 30分～９時
【ところ】
　ライトピアおおやまだ　ホール
【内　容】
○演題：「人権の世間」をつくる
○講師：近畿大学　奥田　均さん
【定　員】　80人
【申込方法】
　氏名・電話番号を下記まで。
【申込先・問い合わせ】
　ライトピアおおやまだ
　☎ 47-1160　℻  47-1162
　 raitopia@city.iga.lg.jp

第５回おおやまだ人権大学
講座 inライトピア

【問い合わせ】　総合危機管理課
　☎ 22-9640　℻  24-0444
　　 kikikanri@city.iga.lg.jp

※右の２次元コードを読
み込んで登録できます。

　携帯電話などのメールアドレス
を登録した人には、市から緊急情報
メールが届きます。また、災害時の
緊急情報・避難所情報や休日・夜
間診療所情報などが閲覧できます。
　 http://www.anshin-bousai.net/iga/

「あんしん・防災ねっと」

　水引の話とあわじ結びの祝い箸・
お年玉袋を作ります。
【と　き】　12月 20日㈰
　午後１時 30分～３時 30分
【ところ】　青山公民館　中ホール
【講　師】　「ギャラリエ 縁」
　小島　敏孝さん、小島　淳子さん
【対象者】　小学生以上
※小学生は保護者同伴
【料　金】　500円
【定　員】　先着 15人
【申込方法】
　住所･氏名･電話番号を下記まで。
【申込期間】　12月７日㈪～14日㈪
【申込先・問い合わせ】
　青山公民館
　☎ 52-1110　℻  52-1211

もうすぐお正月水引講座

　12 月 28 日㈪までスタンプラ
リーパネル展 2020 を開催してい
ます。スタンプを５つ集めた人には
ひざかけをプレゼントします。

◆島ヶ原支所　人権パネル展
　「気づきパネル　こんなときどう
しますか？」
【と　き】　12月１日㈫～ 14日㈪
【ところ】　島ヶ原支所

◆阿山支所　人権啓発パネル展
　「子どもの人権」
【と　き】　12月１日㈫～ 28日㈪
【ところ】　阿山支所

◆寺田市民館　じんけんパネル展
　「ありのまま、ここで生きる～障
がいのある人の視点から社会を見つ
め直す～」
【と　き】　12月１日㈫～ 24日㈭
※開館延長日　８日㈫、15日㈫
【ところ】
　寺田教育集会所　第１学習室

◆いがまち人権パネル展
　「部落差別解消推進法」
【と　き】　12月１日㈫～ 17日㈭
※開館延長日　３日㈭、17日㈭
【ところ】　いがまち人権センター

◆青山公民館　人権啓発パネル展
　「気づきパネル　こんなときどう
しますか？」
　「新型コロナウイルスの３つの顔
を知ろう～負のスパイラルを断ち
切るために～」

【と　き】　12月15日㈫～28日㈪
【ところ】　青山公民館　１階ロビー

【問い合わせ】　人権政策課
　☎ 22-9683　℻  22-9684

スタンプラリーパネル展2020
～人権の花を咲かせよう～

【と　き】
　12月 16日㈬　午後１時～４時
【ところ】
　本庁舎　2階相談室 3
【定　員】　先着 6人
【申込方法】　電話
【申込期限】
　12月 15日㈫　午後 5時
※次回の開催は２月 17日㈬です。
【申込先・問い合わせ】
　日本司法支援センター
　三重地方事務所（法テラス）
　☎ 050-3383-5470

　ごみの受け入れやごみ処理に関す
る作業などを見学します。
【と　き】
　１月 20日㈬　午前 10時～
【ところ】
　さくらリサイクルセンターなど
【対象者】　市内在住・在勤の人
※小学生以下は保護者同伴
【定　員】　先着 20人
【申込方法】　電話
【申込期間】　12月７日㈪～18日㈮
　午前９時～午後５時
【申込先・問い合わせ】
　環境政策課
　☎ 22-9624　℻  22-9641

法テラス法律相談会

環境ウォッチング
「ごみ処理施設等見学会」

本庁舎　４階

　市内で活動する個人、団体な
らどなたでも展示できます。
令和３年１月からの

展示作品募集中
【問い合わせ】　文化交流課
　☎ 22-9621　℻   22-9619
　 bunka@city.iga.lg.jp

　　お薬手帳を1冊に
　まとめましょう

【問い合わせ】　医療福祉政策課
　☎ 22-9705　℻   22-9673

　複数のお薬手帳を持っている人
は、１冊にまとめて適切な管理を
行いましょう。

お薬手帳

飲んでいる薬や治療歴
の管理ができて安心
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※申し込みの記載がないものは申し込み不要です。

「ヘルプマーク」を
知っていますか？
援助や配慮を必要と
する人が伝えやすく、
支援ができる人が気
づきやすくなる「お

もいやりの絆」をつなげるマー
クです。
【問い合わせ】　障がい福祉課
　☎ 22-9656　℻ 22-9662　
　　shougai@city.iga.lg.jp

　市消防本部・市消防団による消防
出初式を、新型コロナウィルス感染
症拡大防止のため、規模を縮小して
行います。
※見学はご遠慮ください。
【と　き】　１月 10日㈰　
　午前 10時～ 11時
【ところ】　しらさぎ運動公園
　多目的グラウンド
【問い合わせ】　消防本部地域防災課
　☎ 24-9115　℻  24-9111

【と　き】　12月６日㈰・13日㈰
　午前 10時～午後３時
【専用ダイヤル】
　☎ 059-224-2026
※相談日当日のみつながります。
※相談は１時間程度を限度とします。
【対応者】　弁護士（三重弁護士会）・
司法書士（三重県司法書士会）
【問い合わせ】　市民生活課　
　☎ 22-9638　℻  22-9641

消防出初式

借金のお悩み電話相談

　「料理に挑戦してみよう」という
男性を対象とした料理教室です。大
切な人と笑顔で過ごすため、簡単で
美味しい料理に挑戦してみませんか。
【と　き】　１月 23日㈯
　午前 10時～午後１時
【ところ】
　ハイトピア伊賀　４階調理実習室
【メニュー】
　鮭とたらこの炊き込みご飯・肉の
しぐれ煮・厚焼き玉子・野菜のごま
酢和え・デザート ほか
※試食は行わず、弁当にします。
【講　師】　松永　啓子さん
【持ち物】　米１合・エプロン・三角
巾・マスク
【対象者】
　市内在住の料理初心者の男性
【料　金】　500円
【定　員】　先着 12人
【申込方法】
　住所・氏名・電話番号を下記まで。
【申込受付開始日】　12月７日㈪
【申込先・問い合わせ】
　男女共同参画センター
　☎ 22-9632　℻  22-9666
　 jinken-danjo@city.iga.lg.jp

【と　き】　12月 15日㈫・16日㈬
　午前９時～午後３時
【ところ】　上野総合市民病院
【内　容】
○１日目：感染予防対策、看護技術
（採血・点滴静注・血糖測定・吸引）、
医療機器の取扱、救急蘇生法
○２日目：病棟実習（看護業務体験）
※託児を希望する人は、申込時にお
伝えください。

【対象者】
　看護師免許を持っている人
※令和３年３月末までに看護師免許
取得予定の人も参加できます。

【申込方法】　住所・氏名・年齢・電
話番号を下記まで。
【申込期間】　12月 11日㈮
【申込先・問い合わせ】
　上野総合市民病院看護部
　☎ 24-1111　℻  24-1565
　 kango@iga-med.jp

　開催を延期していた記念講演会を
行います。
【と　き】　12月 19日㈯
　午後１時 30分～３時 15分
【ところ】
　ハイトピア伊賀　3階ホール
【内　容】
○演題：伊賀上野の城下町と成瀬平
馬家長屋門
○講師：三重大学名誉教授
　菅原　洋一さん
　講演会のほか、午後２時 30分か
ら４時まで成瀬平馬家長屋門を自由
に見学できます。
【定　員】　25人程度
【申込方法】　電話
※成瀬平馬家長屋門の見学のみの場
合は申込不要です。

【申込期限】　12月 18日㈮
【申込先・問い合わせ】
　中心市街地推進課
　☎ 22-9825　℻  22-9628

おとこの料理教室
おうちで食べる彩り弁当

ナースのための
カムバックセミナー

成瀬平馬家長屋門
工事完成記念講演会

　12月は、「明るい選挙推進強調月
間」です。
　政治家は、冠婚葬祭など一般的な
日常の付き合いであっても、法律で
寄附行為が禁止されています。
　伊賀市明るい選挙推進協議会では
「贈らない、求めない、受け取らない」
のルールを守り、公平公正な選挙の
実現のため「三ない運動」を重点的
に進めています。
　不正を防ぐには、政治に携わる人
だけでなく、有権者一人ひとりが認
識を深め、自覚することが大切です。
◆寄附行為
○町内会の集会や旅行、地域の行事
などへ、寸志や飲食物の差し入れ
をする。
○入学、卒業、就職、出産などのお
祝いに金品を贈る。
○花輪や供花を贈る。
【問い合わせ】
　伊賀市明るい選挙推進協議会事務局
（総務課内）
　☎ 22-9601　℻  22-9672

明るい選挙推進強調月間

　12 月７日㈪から 11 日㈮まで、
上野公園高石垣の維持管理と景観保
持のため、陸上自衛隊第 33普通科
連隊（久居駐屯地）による、高石垣
の雑木伐採作業を行います。
　終日作業をする予定の８日㈫、９
日㈬、10日㈭は、隊員の皆さんが、
忍者のように作業をする姿をご覧い
ただけます。
【問い合わせ】　都市計画課
　☎ 22-9731　℻  22-9734

上野公園高石垣雑木伐採作業

２次元コードから詳しい情報が見られます。

【と　き】
　12月８日㈫
　午後７時 30分～９時
【ところ】
　ライトピアおおやまだ　ホール
【内　容】
○演題：「人権の世間」をつくる
○講師：近畿大学　奥田　均さん
【定　員】　80人
【申込方法】
　氏名・電話番号を下記まで。
【申込先・問い合わせ】
　ライトピアおおやまだ
　☎ 47-1160　℻  47-1162
　 raitopia@city.iga.lg.jp

第５回おおやまだ人権大学
講座 inライトピア

【問い合わせ】　総合危機管理課
　☎ 22-9640　℻  24-0444
　　 kikikanri@city.iga.lg.jp

※右の２次元コードを読
み込んで登録できます。

　携帯電話などのメールアドレス
を登録した人には、市から緊急情報
メールが届きます。また、災害時の
緊急情報・避難所情報や休日・夜
間診療所情報などが閲覧できます。
　 http://www.anshin-bousai.net/iga/

「あんしん・防災ねっと」

　水引の話とあわじ結びの祝い箸・
お年玉袋を作ります。
【と　き】　12月 20日㈰
　午後１時 30分～３時 30分
【ところ】　青山公民館　中ホール
【講　師】　「ギャラリエ 縁」
　小島　敏孝さん、小島　淳子さん
【対象者】　小学生以上
※小学生は保護者同伴
【料　金】　500円
【定　員】　先着 15人
【申込方法】
　住所･氏名･電話番号を下記まで。
【申込期間】　12月７日㈪～14日㈪
【申込先・問い合わせ】
　青山公民館
　☎ 52-1110　℻  52-1211

もうすぐお正月水引講座

　12 月 28 日㈪までスタンプラ
リーパネル展 2020 を開催してい
ます。スタンプを５つ集めた人には
ひざかけをプレゼントします。

◆島ヶ原支所　人権パネル展
　「気づきパネル　こんなときどう
しますか？」
【と　き】　12月１日㈫～ 14日㈪
【ところ】　島ヶ原支所

◆阿山支所　人権啓発パネル展
　「子どもの人権」
【と　き】　12月１日㈫～ 28日㈪
【ところ】　阿山支所

◆寺田市民館　じんけんパネル展
　「ありのまま、ここで生きる～障
がいのある人の視点から社会を見つ
め直す～」
【と　き】　12月１日㈫～ 24日㈭
※開館延長日　８日㈫、15日㈫
【ところ】
　寺田教育集会所　第１学習室

◆いがまち人権パネル展
　「部落差別解消推進法」
【と　き】　12月１日㈫～ 17日㈭
※開館延長日　３日㈭、17日㈭
【ところ】　いがまち人権センター

◆青山公民館　人権啓発パネル展
　「気づきパネル　こんなときどう
しますか？」

　「新型コロナウイルスの３つの顔
を知ろう～負のスパイラルを断ち
切るために～」

【と　き】　12月15日㈫～28日㈪
【ところ】　青山公民館　１階ロビー

【問い合わせ】　人権政策課
　☎ 22-9683　℻  22-9684

スタンプラリーパネル展2020
～人権の花を咲かせよう～

【と　き】
　12月 16日㈬　午後１時～４時
【ところ】
　本庁舎　2階相談室 3
【定　員】　先着 6人
【申込方法】　電話
【申込期限】
　12月 15日㈫　午後 5時
※次回の開催は２月 17日㈬です。
【申込先・問い合わせ】
　日本司法支援センター
　三重地方事務所（法テラス）
　☎ 050-3383-5470

　ごみの受け入れやごみ処理に関す
る作業などを見学します。
【と　き】
　１月 20日㈬　午前 10時～
【ところ】
　さくらリサイクルセンターなど
【対象者】　市内在住・在勤の人
※小学生以下は保護者同伴
【定　員】　先着 20人
【申込方法】　電話
【申込期間】　12月７日㈪～18日㈮
　午前９時～午後５時
【申込先・問い合わせ】
　環境政策課
　☎ 22-9624　℻  22-9641

法テラス法律相談会

環境ウォッチング
「ごみ処理施設等見学会」

本庁舎　４階

　市内で活動する個人、団体な
らどなたでも展示できます。
令和３年１月からの

展示作品募集中
【問い合わせ】　文化交流課
　☎ 22-9621　℻   22-9619
　 bunka@city.iga.lg.jp

　　お薬手帳を1冊に
　まとめましょう

【問い合わせ】　医療福祉政策課
　☎ 22-9705　℻   22-9673

　複数のお薬手帳を持っている人
は、１冊にまとめて適切な管理を
行いましょう。

お薬手帳

飲んでいる薬や治療歴
の管理ができて安心
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※申し込みの記載がないものは申し込み不要です。

　償却資産とは、工場や商店の経営
者や駐車場・アパートを賃貸してい
る人が、事業のために使用する土地・
建物以外の有形資産のことです。
　例えば、一般家庭のミシンは課税
対象となりませんが、縫製工場など
で使用している場合は償却資産とし
て課税対象となるため、収益の有無
に関係なく申告が必要です。
【対象者】　市内で事業を行っている
すべての法人・個人
【課税対象】
○構築物
○機械・装置
○車両・運搬具
※自動車税・軽自動車税の対象とな
る車両は除く。
○工具・器具・備品
【申告書の入手方法】
　対象者には 12月中旬に申告書を
発送します。届かない場合はご連絡
ください。申告書は市ホームページ
からもダウンロードできます。
【提出方法】
　申告書に必要事項を記入の上、下
記まで。詳しくは市ホームページを
ご覧ください。
※便利な電子申告（e

えるたっくす
LTAX）も利

用できます。
【提出期限】　２月１日㈪
【提出先】　課税課
※各支所住民福祉課でも受け付けて
います。
※締め切り間際は申告が集中するた
め、早めの申告をお願いします。
◆新型コロナウイルスに係る固定資
産税の軽減措置
　事業収入に一定の減少があった中
小事業者等に対して、令和３年度の
事業用家屋及び償却資産の固定資産
税が軽減されます。詳しく
は市ホームページをご確認
ください。
【問い合わせ】　課税課
　☎ 22-9614　℻  22-9618

償却資産申告書を提出して
ください

　 29ページの答え　
④寄棟造り
　小田小学校は、和風の寄せ棟
の瓦屋根と漆喰塗りの外壁、玄
関の上のバルコニーが特徴の擬
洋風建築で、特に屋根の上に再
現された六角形の太鼓楼が特筆
されます。
※設問と回答は「伊賀学検定 370 問
　ドリル」（上野商工会議所発行・伊賀
　学検定実施委員会編集）から抜粋

　不動産を相続した後、長期間相続
登記をせず放置しておくと、さまざ
まな問題が発生する可能性がありま
す。早めに相続登記をしましょう。
◆こんな問題が発生します
○更に次の相続が発生した時、相続
人の確定が難しくなる。

○相続登記の手続費用が高額になる。
○不動産の売却やローンの手続きが
すぐにできない。

○不動産が適正に管理されず、荒地
や空き家などが増え、環境が悪化
する。

　また、法務局で「法定相続情報証
明制度」を利用することができます。
この制度は法務局が戸籍などの書類
をもとに法定相続人が誰なのかを確
認し、戸籍謄本などに代わる公的証
明書を無料で発行するものです。相
続登記はもちろんのこと、金融機関
での預貯金の払戻しなど、さまざま
な相続手続きで利用できます。
【問い合わせ】
　津地方法務局伊賀支局
　☎ 21-0804

未来につなぐ「相続登記」
をしましょう

２次元コード　

▲

伊賀市 公式
フェイスブックページ

伊賀の いいね！ がいっぱい

facebook

【義援金総額】　※ 10月末現在
○東日本大震災
　64,636,996 円
○熊本地震災害
　630,889 円
○平成 29年 7月 5日からの大雨災害
　62,283 円
○バングラデシュ南部避難民
　55,596 円
○平成 30年 7月豪雨災害
　306,603 円
○令和元年 8月豪雨災害
　156,737 円
○令和 2年 7月豪雨災害　 
　279,327 円
※お寄せいただいた義援金は、日本
赤十字社を通じて、支援を必要と
する方々にお届けします。

【義援金箱の設置場所】
○本庁舎　１階ロビー
○各支所（上野支所を除く。）
【問い合わせ】　医療福祉政策課
　☎ 26-3940　℻   22-9673

義援金　受け入れ状況

　特定建設資材＊を用いた建築物な
どの解体・新築・土木工事などで、
一定規模の面積または金額以上のも
のは、建設リサイクル法により、発
注者または自主施工者に次のことが
義務付けられています。
○建設資材廃棄物を基準に従って工
事現場で分別（分別解体）し、特
定建設資材廃棄物の再資源化を行
うこと。
○分別解体などの計画について、工
事に着手する日の７日前までに届
け出を行うこと。
＊特定建設資材…コンクリート、コ
ンクリートや鉄でできた建設資
材、木材（繊維板などを含む）、
アスファルトコンクリートのこと。
※その他、関係法令に基づき適正に
作業を行う必要があります。詳し
くはお問い合わせください。

【問い合わせ】　都市計画課
　☎ 22-9732　℻  22-9734

解体工事などをする前に

　建築基準法では、建築物（門・塀・
設備を含む）は、所有者などが維持
管理することと定められています。
建築物は、老朽化により本来の機能
や性能が低下し、放置すると思わぬ
災害につながることがあります。コ
ンクリートブロック造の塀について
も、地震時に倒壊しないよう安全点
検をし、日頃から適切に維持管理し
ましょう。
【問い合わせ】　都市計画課
　☎ 22-9732　℻  22-9734

建築物を適切に維持管理
しましょう

２次元コードから詳しい情報が見られます。

　伊賀市人権学習企業等連絡会は、
市内に事業所のある企業や団体など
89事業者で構成され、あらゆる差
別の撤廃と、一人ひとりの人権が尊
重され、誰もがその個性と能力を十
分に発揮できる機会が認められる、
地域の社会環境づくりを進めていま
す。
　会員が相互に連携し、住民、地域
団体、行政などと協働し、ワークラ
イフバランスやハタラキカタ応援宣
言、イクボス講座などさまざまな取
り組みを行っています。
【実施事業】
○新入社員、経営者、人事担当者な
どの研修
○人権啓発に関する事業　など
【年会費】
○市内に単一の事業所のある場合
　3,000 円
○市内に複数の事業所がある場合
•従業員の合計が 50 人未満　　　
　3,000 円
•従業員の合計が 50 人以上 100 
人未満　5,000 円
•従業員の合計が 100 人以上　　
10,000 円

【申込方法】　まずは電話でお問い合
わせください。
【申込先・問い合わせ】
　伊賀市人権学習企業等連絡会事務局
（商工労働課内）
　☎ 22-9669　℻  22-9695

◆積雪・凍結道路で滑り止めをして
いない車での運転は法令違反です
　ノーマルタイヤでの雪道走行は、
事故の危険性が高まるだけでなく、
立往生による深刻な通行障害を引き
起こすことになります。
　大雪時は幹線道路を中心に、融雪
剤の散布などを行いますが、散布後
でもノーマルタイヤでの通行は危険
です。タイヤチェーンや冬用タイヤ
を装備し、安心・安全な走行を心が
けましょう。
【問い合わせ】
○伊賀建設事務所保全室
　☎ 24-8210
○伊賀警察署　☎ 21-0110
○名張警察署　☎ 62-0110
○道路河川課
　☎ 22-9726　℻  22-9724

【募集人数】　１人
【応募資格】　昭和 61年４月２日以
降生まれで、診療放射線技師免許を
持っている人
【勤務条件・賃金】
　市の条例・規則による。
※前歴に応じた加算措置や諸手当が
あります。
※託児所がありますので、子どもが
いる人も安心して勤務できます。

【勤務場所】　上野総合市民病院
【応募方法】　病院総務課にある「伊
賀市職員選考採用試験受験申込書」
を持参または郵送で下記まで。申込
書は市ホームページからもダウン
ロードできます。
【選考方法】　作文・面接
○試験日：１月８日㈮
※時間などは応募した人に後日お知
らせします。
○採用予定日：４月１日㈭
【応募期限】
　12月 25日㈮　午後５時 15分
※必着
※郵送の場合、簡易書留で送付して
ください。

【応募先・問い合わせ】
　上野総合市民病院病院総務課
　☎ 41-0065　℻  24-1565

　アライグマは雑食性で、農作物や
果物、ザリガニやカエルなどの小動
物、ペットフードなどを好み、ゴミ
箱を漁ることもあります。人に懐く
ことはなく、人畜共通の感染症を媒
介しますので、見かけても絶対に
触ったり、餌付けをしないでください。
　また、繁殖のために、家屋に浸入
し、屋根裏に住み着くこともありま
す。換気口や隙間を塞ぐなど事前に
対策をしてください。
　アライグマを捕獲する場合、捕獲
許可が必要です。自分で捕獲しよう
とする場合は、事前に農林振興課ま
たは各支所振興課に届け出をしてく
ださい。捕獲檻の貸し出しや捕獲し
たアライグマの処分を無料で実施し
ていますので、ご利用ください。
○捕獲檻貸出し（伊賀・阿山・大山
田・青山支所）１人１基まで
○捕獲したアライグマの処分（阿山・
青山支所）
※捕獲檻に生きたアライグマが入っ
た状態で持ち込んでください。
一般の人にアライグマ以外の鳥獣
の捕獲許可は出せません。捕獲し
たい場合は、専門の事業者に依頼
するなどしてください。

【問い合わせ】
　農林振興課
　☎ 22-9714　℻  22-9715

　２月 20日㈯から本町通り周辺で
開催する「伊賀上野・城下町のおひ
なさん」で、うえせん白鳳プラザに
展示する絵手紙を募集します。
【募集内容】
　おひなさんをテーマにした、絵と
文字が入った絵手紙
※用紙は郵便はがきサイズで、紙質
は自由です。
※絵手紙は返却しません。
【応募方法】　郵送・持参
※土・日曜日、祝日を除く。
【応募期限】　２月 17日㈬
【応募先・問い合わせ】
　伊賀上野・城下町のおひなさん実
行委員会（観光戦略課内）
　☎ 22-9670　℻  22-9695

伊賀市人権学習企業等連絡会
新規会員募集

自動車の冬装備をしよう

診療放射線技師募集 アライグマの捕獲には
届け出が必要です

「伊賀上野・城下町の
おひなさん」絵手紙募集

　露出展示している大溝遺構の凍
結による破損劣化を防止するため、
シートで保護します。
　次の期間は大溝の見学はできま
せん。
【期　間】
　12 月 18 日㈮～３月 19 日㈮
※期間中は無料で入園できます。
【休園日】　毎週月～木曜日・年末年
始 （12 月 29 日～１月３日）
【問い合わせ】
○文化財課　
　☎ 22-9678　℻  22-9667
○（公財）伊賀市文化都市協会
　☎ 22-0511

城之越遺跡
大溝のシート養生
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※申し込みの記載がないものは申し込み不要です。

　償却資産とは、工場や商店の経営
者や駐車場・アパートを賃貸してい
る人が、事業のために使用する土地・
建物以外の有形資産のことです。
　例えば、一般家庭のミシンは課税
対象となりませんが、縫製工場など
で使用している場合は償却資産とし
て課税対象となるため、収益の有無
に関係なく申告が必要です。
【対象者】　市内で事業を行っている
すべての法人・個人
【課税対象】
○構築物
○機械・装置
○車両・運搬具
※自動車税・軽自動車税の対象とな
る車両は除く。
○工具・器具・備品
【申告書の入手方法】
　対象者には 12月中旬に申告書を
発送します。届かない場合はご連絡
ください。申告書は市ホームページ
からもダウンロードできます。
【提出方法】
　申告書に必要事項を記入の上、下
記まで。詳しくは市ホームページを
ご覧ください。
※便利な電子申告（e

えるたっくす
LTAX）も利

用できます。
【提出期限】　２月１日㈪
【提出先】　課税課
※各支所住民福祉課でも受け付けて
います。
※締め切り間際は申告が集中するた
め、早めの申告をお願いします。
◆新型コロナウイルスに係る固定資
産税の軽減措置
　事業収入に一定の減少があった中
小事業者等に対して、令和３年度の
事業用家屋及び償却資産の固定資産
税が軽減されます。詳しく
は市ホームページをご確認
ください。
【問い合わせ】　課税課
　☎ 22-9614　℻  22-9618

償却資産申告書を提出して
ください

　 29ページの答え　
④寄棟造り
　小田小学校は、和風の寄せ棟
の瓦屋根と漆喰塗りの外壁、玄
関の上のバルコニーが特徴の擬
洋風建築で、特に屋根の上に再
現された六角形の太鼓楼が特筆
されます。
※設問と回答は「伊賀学検定 370 問
　ドリル」（上野商工会議所発行・伊賀
　学検定実施委員会編集）から抜粋

　不動産を相続した後、長期間相続
登記をせず放置しておくと、さまざ
まな問題が発生する可能性がありま
す。早めに相続登記をしましょう。
◆こんな問題が発生します
○更に次の相続が発生した時、相続
人の確定が難しくなる。
○相続登記の手続費用が高額になる。
○不動産の売却やローンの手続きが
すぐにできない。
○不動産が適正に管理されず、荒地
や空き家などが増え、環境が悪化
する。
　また、法務局で「法定相続情報証
明制度」を利用することができます。
この制度は法務局が戸籍などの書類
をもとに法定相続人が誰なのかを確
認し、戸籍謄本などに代わる公的証
明書を無料で発行するものです。相
続登記はもちろんのこと、金融機関
での預貯金の払戻しなど、さまざま
な相続手続きで利用できます。
【問い合わせ】
　津地方法務局伊賀支局
　☎ 21-0804

未来につなぐ「相続登記」
をしましょう

２次元コード　

▲

伊賀市 公式
フェイスブックページ

伊賀の いいね！ がいっぱい

facebook

【義援金総額】　※ 10月末現在
○東日本大震災
　64,636,996 円
○熊本地震災害
　630,889 円
○平成 29年 7月 5日からの大雨災害
　62,283 円
○バングラデシュ南部避難民
　55,596 円
○平成 30年 7月豪雨災害
　306,603 円
○令和元年 8月豪雨災害
　156,737 円
○令和 2年 7月豪雨災害　 
　279,327 円
※お寄せいただいた義援金は、日本
赤十字社を通じて、支援を必要と
する方々にお届けします。

【義援金箱の設置場所】
○本庁舎　１階ロビー
○各支所（上野支所を除く。）
【問い合わせ】　医療福祉政策課
　☎ 26-3940　℻   22-9673

義援金　受け入れ状況

　特定建設資材＊を用いた建築物な
どの解体・新築・土木工事などで、
一定規模の面積または金額以上のも
のは、建設リサイクル法により、発
注者または自主施工者に次のことが
義務付けられています。
○建設資材廃棄物を基準に従って工
事現場で分別（分別解体）し、特
定建設資材廃棄物の再資源化を行
うこと。
○分別解体などの計画について、工
事に着手する日の７日前までに届
け出を行うこと。
＊特定建設資材…コンクリート、コ
ンクリートや鉄でできた建設資
材、木材（繊維板などを含む）、
アスファルトコンクリートのこと。
※その他、関係法令に基づき適正に
作業を行う必要があります。詳し
くはお問い合わせください。

【問い合わせ】　都市計画課
　☎ 22-9732　℻  22-9734

解体工事などをする前に

　建築基準法では、建築物（門・塀・
設備を含む）は、所有者などが維持
管理することと定められています。
建築物は、老朽化により本来の機能
や性能が低下し、放置すると思わぬ
災害につながることがあります。コ
ンクリートブロック造の塀について
も、地震時に倒壊しないよう安全点
検をし、日頃から適切に維持管理し
ましょう。
【問い合わせ】　都市計画課
　☎ 22-9732　℻  22-9734

建築物を適切に維持管理
しましょう

２次元コードから詳しい情報が見られます。

　伊賀市人権学習企業等連絡会は、
市内に事業所のある企業や団体など
89事業者で構成され、あらゆる差
別の撤廃と、一人ひとりの人権が尊
重され、誰もがその個性と能力を十
分に発揮できる機会が認められる、
地域の社会環境づくりを進めていま
す。
　会員が相互に連携し、住民、地域
団体、行政などと協働し、ワークラ
イフバランスやハタラキカタ応援宣
言、イクボス講座などさまざまな取
り組みを行っています。
【実施事業】
○新入社員、経営者、人事担当者な
どの研修

○人権啓発に関する事業　など
【年会費】
○市内に単一の事業所のある場合
　3,000 円
○市内に複数の事業所がある場合
•従業員の合計が 50 人未満　　　
　3,000 円
•従業員の合計が 50 人以上 100 
人未満　5,000 円

•従業員の合計が 100 人以上　　
10,000 円

【申込方法】　まずは電話でお問い合
わせください。
【申込先・問い合わせ】
　伊賀市人権学習企業等連絡会事務局
（商工労働課内）
　☎ 22-9669　℻  22-9695

◆積雪・凍結道路で滑り止めをして
いない車での運転は法令違反です

　ノーマルタイヤでの雪道走行は、
事故の危険性が高まるだけでなく、
立往生による深刻な通行障害を引き
起こすことになります。
　大雪時は幹線道路を中心に、融雪
剤の散布などを行いますが、散布後
でもノーマルタイヤでの通行は危険
です。タイヤチェーンや冬用タイヤ
を装備し、安心・安全な走行を心が
けましょう。
【問い合わせ】
○伊賀建設事務所保全室
　☎ 24-8210
○伊賀警察署　☎ 21-0110
○名張警察署　☎ 62-0110
○道路河川課
　☎ 22-9726　℻  22-9724

【募集人数】　１人
【応募資格】　昭和 61年４月２日以
降生まれで、診療放射線技師免許を
持っている人
【勤務条件・賃金】
　市の条例・規則による。
※前歴に応じた加算措置や諸手当が
あります。

※託児所がありますので、子どもが
いる人も安心して勤務できます。

【勤務場所】　上野総合市民病院
【応募方法】　病院総務課にある「伊
賀市職員選考採用試験受験申込書」
を持参または郵送で下記まで。申込
書は市ホームページからもダウン
ロードできます。
【選考方法】　作文・面接
○試験日：１月８日㈮
※時間などは応募した人に後日お知
らせします。

○採用予定日：４月１日㈭
【応募期限】
　12月 25日㈮　午後５時 15分
※必着
※郵送の場合、簡易書留で送付して
ください。

【応募先・問い合わせ】
　上野総合市民病院病院総務課
　☎ 41-0065　℻  24-1565

　アライグマは雑食性で、農作物や
果物、ザリガニやカエルなどの小動
物、ペットフードなどを好み、ゴミ
箱を漁ることもあります。人に懐く
ことはなく、人畜共通の感染症を媒
介しますので、見かけても絶対に
触ったり、餌付けをしないでください。
　また、繁殖のために、家屋に浸入
し、屋根裏に住み着くこともありま
す。換気口や隙間を塞ぐなど事前に
対策をしてください。
　アライグマを捕獲する場合、捕獲
許可が必要です。自分で捕獲しよう
とする場合は、事前に農林振興課ま
たは各支所振興課に届け出をしてく
ださい。捕獲檻の貸し出しや捕獲し
たアライグマの処分を無料で実施し
ていますので、ご利用ください。
○捕獲檻貸出し（伊賀・阿山・大山
田・青山支所）１人１基まで

○捕獲したアライグマの処分（阿山・
青山支所）

※捕獲檻に生きたアライグマが入っ
た状態で持ち込んでください。
一般の人にアライグマ以外の鳥獣
の捕獲許可は出せません。捕獲し
たい場合は、専門の事業者に依頼
するなどしてください。

【問い合わせ】
　農林振興課
　☎ 22-9714　℻  22-9715

　２月 20日㈯から本町通り周辺で
開催する「伊賀上野・城下町のおひ
なさん」で、うえせん白鳳プラザに
展示する絵手紙を募集します。
【募集内容】
　おひなさんをテーマにした、絵と
文字が入った絵手紙
※用紙は郵便はがきサイズで、紙質
は自由です。

※絵手紙は返却しません。
【応募方法】　郵送・持参
※土・日曜日、祝日を除く。
【応募期限】　２月 17日㈬
【応募先・問い合わせ】
　伊賀上野・城下町のおひなさん実
行委員会（観光戦略課内）
　☎ 22-9670　℻  22-9695

伊賀市人権学習企業等連絡会
新規会員募集

自動車の冬装備をしよう

診療放射線技師募集 アライグマの捕獲には
届け出が必要です

「伊賀上野・城下町の
おひなさん」絵手紙募集

　露出展示している大溝遺構の凍
結による破損劣化を防止するため、
シートで保護します。
　次の期間は大溝の見学はできま
せん。
【期　間】
　12 月 18 日㈮～３月 19 日㈮
※期間中は無料で入園できます。
【休園日】　毎週月～木曜日・年末年
始 （12 月 29 日～１月３日）
【問い合わせ】
○文化財課　
　☎ 22-9678　℻  22-9667
○（公財）伊賀市文化都市協会
　☎ 22-0511

城之越遺跡
大溝のシート養生
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　若者会議メンバーの岩野です。今回はケーブルテ
レビの行政情報番組「ウィークリー伊賀市」で今月
から放送する伊賀市若者会議の番組「I

い が わ か
GAwaka」

について紹介します。
　伊賀市若者会議は、現在 19歳から 30歳代のメ
ンバー 51 人が伊賀市を元気にするための活動を
行っています。SNS を中心に活動情報を届けてい
ますが、まだまだ市民の皆さんに知っていただけて
いないと感じています。
　そこで、「もっと私たちのことを知ってもらいた
い！」という想いから、テレビで番組をお届けする
ことになりました。広報紙では伝えきれない若者会
議の活動情報を、メンバーが出演し皆さんにお伝え
していきたいと思います。第１回は 12月 14日㈪
～ 20日㈰に放送します。
　市公式 YouTube「忍者市チャンネル」でもご覧
いただけますので、ぜひチェックしてください。

【問い合わせ】　総合政策課
　☎ 22-9623　℻  22-9672
　 sougouseisaku@city.iga.lg.jp

だ よ り

動画はこちら

カラ
ダのこ

と
おしえて！

　背骨を構成する各椎骨のうち、前方で体重を支え
ているブロック状の部分を「椎体」と言い、骨密度
が低下して骨粗しょう症になると少しの力で骨折し
やすくなります。椎体骨折は、「圧迫骨折」ともい
われ、尻もちをついたり、物を持ち上げたりするこ
とで、体重による圧迫力が加わって椎体が潰れ、背
中や腰に痛みが生じて動けなくなります。骨粗しょ
う症が原因で、体重を支えているだけで骨折してし
まうという場合もあります。

治療方法
　椎体骨折が見つかると、２週間程度ベッドで安静
にし、その後にコルセットを付けて歩く練習などを
行います。骨折部が不安定で治りにくい場合や、骨
折部が後方の神経を圧迫して、脚のしびれや運動麻
痺が生じる危険がある場合は、手術が行われること
もあります。

姿勢が原因になることも
　この骨折は、背中を丸めて前かがみになると起こ
りやすく、痛みも悪化しやすいとされています。そ

れを防ぐためには、背中を真っす
ぐ保った状態で生活することが大
切です。例えば、物を持ちあげる
時は、脚を伸ばしたまま行うので
はなく、脚を曲げ体全体を使うなど、まずは動作そ
のものを見直し
てみましょう。
　日頃の姿勢・
動作に気をつけ
て、前かがみに
なりにくい体を
つくりましょう。

気になった時は整形外科へ
　背中が丸くなり、若い頃より身長が低く (目安は
25歳の時と比べて身長が4cm以上縮む)なったり、
腰が痛む場合は整形外科を受診しましょう。その際、
骨粗しょう症、新規骨折の有無を確認するため、レ
ントゲン写真、骨密度検査、MRI 検査を受けると
良いでしょう。
（上野総合市民病院　理学療法士　猪田　茂生）
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骨折を予防しよう

昨日よりも
健康に。

カラダの話

活動の様子は、常に
動画で撮影していま
す。皆さんに紹介で
きる日を楽しみにし
ています。

１月の無料相談 暮らしのいろいろな問題と悩みごとについて相談をお受け
します。詳しくは市ホームページをご覧ください。

常時開設相談 ※相談時間などはお問い合わせください。

法律相談　※予約制
＊市職員（弁護士）が相談
に応じます。
　（初めての人優先）

14日㈭
13:00 ～ 16:30

本庁舎　２階相談室３
市民生活課

1/7　8：30～受付
※先着６人

22-9638 

26 日㈫ 青山福祉センター相談室
青山支所住民福祉課
1/19　8：30～受付

※先着６人
52-3227

女性法律相談（離婚・
親権など）　　※予約制 13 日㈬ 13:00 ～ 16:00 ハイトピア伊賀

４階相談室
人権政策課

※受付期間（12/22 ～ 1/8）
※先着４人

22-9632

行政相談（行政相談委員）
＊行政に関わる日常の困
　りごとをお伺いします。

13日㈬ 13:30 ～ 16:00 本庁舎　２階相談室３ 市民生活課 22-9638

司法書士相談（登記・相続・
借金問題など）※予約制 27 日㈬ 13:00 ～ 16:00 本庁舎　２階相談室３

市民生活課
※受付期間（12/24 ～ 1/25）

※先着 5人
22-9638

交通事故相談
※予約制 8 日㈮ 13:30 ～ 15:30 本庁舎　２階相談室３

市民生活課
※受付期限（1/6）
※先着 4人

22-9638

出張年金相談
※予約制

6 日㈬
10:00 ～ 15:00 ハイトピア伊賀　３階

津年金事務所 059-228-
911215 日㈮ 津年金事務所

緑（園芸）の相談 12日㈫ 13:30 ～ 16:00 本庁舎玄関ロビー 都市計画課 22-9731

外国人のための
行政書士相談
※予約制

7 日㈭ 13:30 ～ 16:00 多文化共生センター
市民生活課

※受付期限（1/4）
※先着４人

22-9702

こころの健康相談
※予約制 27 日㈬ 14:00 ～ 17:00 三重県伊賀庁舎　１階 伊賀保健所 24-8076

健康相談 22日㈮ 10:00 ～ 11:00 ハイトピア伊賀
４階健康ステーション 健康推進課 22-9653

高齢者の就業相談
7日㈭ 13:30 ～ 15:00 青山文化センター

シルバー人材センター 24-580014 日㈭
※予約制 13:30 ～ 15:00 伊賀市シルバー

ワークプラザ

相談内容 問い合わせ 電　話
消費生活相談 市民生活課 22-9626

高齢者の総合相談 地域包括支援センター 26-1521

女性相談　※予約優先

こども未来課 22-9609
家庭児童相談
※予約優先

母子・父子自立相談
※予約優先

こどもの発達相談 こども発達支援センター 22-9627

相談内容 問い合わせ 電　話

障がい者の総合相談 障がい者相談
支援センター 26-7725

ふれあい相談（教育相談） 教育研究センター 21-8839
青少年相談 青少年センター 24-3251

若者の就労相談
※予約優先

いが若者サポート
ステーション 22-0039

雇用・労働相談 商工労働課 22-9669
生活にお困りの方の相談 生活支援課 22-9650

人権相談 人権政策課 22-9683

相談内容 開催日 時　　間 場　　所 問い合わせ／備考 電　話

人権相談
（人権擁護委員） 21日㈭ 13:30 ～ 16:00 ハイトピア伊賀　４階相談室３ 人権政策課 22-9683

経営相談 8日㈮ 10:00 ～ 16:00 本庁舎　3階会議室 301 三重県産業支援センター 059-228-
3326
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していきたいと思います。第１回は 12月 14日㈪
～ 20日㈰に放送します。
　市公式 YouTube「忍者市チャンネル」でもご覧
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　　第３次計画を策定しています

特集

広報広報

今月の表紙は11月からオープンしたNIPPONIA HOTEL伊賀上野 城下町とスタッフの皆さん。

掲載している催しは新型コロナウイルス感染症の影響により中止・延期する場合があります。
催しなどに参加するときは、マスクの着用など感染予防を行いましょう。

今月の納税
●納期限　12月25日 （金）
納期限内に納めましょう
固定資産税（３期）
国民健康保険税（６期）

2020 年（令和２年）12月１日　発行／伊賀市　編集／企画振興部広聴情報課
〒518-8501　伊賀市四十九町 3184番地
☎ 0595-22-9636　℻   0595-22-9617　htt㎰ ://www.city.iga.lg.jp

○総数　89,897 人　○世帯数　40,591 世帯
○男　44,162 人　　○女　45,735 人

伊賀市の人口・世帯数
令和２年 10月 31日現在

広報いがをスマホでチェック

12 月の二次救急実施病院
≪実施時間帯≫　平日：午後 5時～翌日午前 8時 45分
土・日・祝日・年末：午前 8時 45分～翌日午前 8時 45分
≪実施時間帯（岡波総合病院）≫
月曜日：午後５時～翌日午前９時　水曜日：午後５時～翌日
午前８時45分　日曜日：午前９時～翌日午前８時45分
※月・水曜日が祝日・年末の場合、午前 9 時～翌日午前 8時 45分
二次救急（重症）の人が対象です。
救急車での搬送限定ではありませんが、必ず受診前に連
絡が必要です。
　上野総合市民病院（☎ 24-1111）
　名張市立病院（☎ 61-1100）
　岡波総合病院（☎ 21-3135）

◉各病院の受け入れ体制

　　　　　　　ユニバーサルデザイン（UD）の考えに
基づいた見やすいデザインの文字を採用しています。

　今回は「三重とこわか
国体」弓道に出場が期待
されている、㈱安永の小
阪純星選手にお話を聞き
ました。

Ｑ . 弓道を始めたきっか
　　けを教えてください。

（小阪）　　中学生まではサッカーをしていました
が、高校生の時、弓道をしている兄に誘わ
れたことがきっかけです。

Ｑ . 弓道をしていて一番楽しかったことや嬉しかった
ことを教えてください。

（小阪）　　弓道の見どころは１本の的中をめぐる接
戦時の緊張感です。試合で勝つか負けるか
ギリギリの時は楽しくなりますね。また、
試合で初めて皆中（四射中、四射とも的に
命中）した時は嬉しかったです。

Ｑ . これまでの国体に参加された印象を教えてくだ
さい。

（小阪）　　普段は全国クラスの試合がほとんどない
ので、各地区の予選を勝ち抜いてきた強い
選手と対戦できて楽しかったです。

Ｑ . 「三重とこわか国体」への思いを教えてください。
（小阪）　　今年は３月頃から試合がなくなったの

で、モチベーションを下げないようにする
のが大変でした。

　　　　　来年は三重県で国体が開催されるので、
三重県代表に選出されて総合優勝をめざし
たいです。

～三重とこわか国体をもっと知ろう～

vol.15

◉伊賀市応急診療所（一次救急）【診療科目】　一般診療・小児科
【所在地】　上野桑町 1615　☎ 22-9990　【診療時間】　月～土曜日：午後８時～ 11時
　日曜日・祝日：午前９時～正午・午後２時～５時・午後８時～ 11時
※受付は、診療終了時刻の 30分前までにお願いします。外来患者の密集を避けるため、
駐車場に受付を設置しています。マスクを着用してお越しください。

※救急車利用の場合の帰りの手段は各自で手配してください。

◉伊賀市救急・
　健康相談ダイヤル 24
☎ 0120-4199-22
※通話料・相談料は無料です。

◆受診可能な医療機関は、救急医療情報センター（☎ 059-229-1199）へお問い合わせください。

日 月 火 水 木 金 土
１
　名張

２
　岡波

３
　名張

４
　上野

５
　名張

６
　名張

７
　岡波

８
　上野

９
　岡波

10
　名張

11
　上野

12
　上野

13
　岡波

14
　岡波

15　
　名張

16
　岡波

17
　名張

18
　上野

19
　名張

20
　名張

21
　岡波

22
　上野

23
　岡波

24
　名張

25
　上野

26
　上野

27
　岡波

28
　岡波

29
　上野

30
　岡波

31
　名張

＊小児科以外の
診療科です。

※重症者が重なるなど、診察できない場合があります。
※非当番日は救急の受け入れを行いません。


